

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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オープニング









　息を潜ひそめる。ここから先は誰だれにも見つかってはいけない。誰かに見つかると私の計画はご破算になってしまう。そんな緊きん張ちよう感かんからか、心臓がどくどくと煩うるさく鳴っている。

　私が身を潜めているのは王城の廊ろう下か。部屋を抜ぬけ出して目的地に向かって移動している所だ。ここで誰かに見つかってしまうと連れ戻もどされてしまうから、慎しん重ちように行動をしなくてはならない。

　そんな緊張感に鼓こ動どうを跳はねさせつつも、壁かべに背中を預けて、部屋から持ち出した手鏡で通路の先を見る。誰もいないことを確認してから、足音を殺して素早くドアの前へ移動する。そして音が大きくなりすぎないように控ひかえ目めにドアをノックした。

「──誰？」

　中から聞こえてきた声に私はにんまりと笑みを浮うかべる。ドアを開いて、素早く部屋の中へと身体からだを滑すべり込ませて、私は部屋の中にいたあの子に微笑ほほえみかける。

「遊びに来たよ！」

　中に入って、満面の笑みを浮かべて挨あい拶さつをする。すると、部屋の中にいたあの子は目を丸くさせた後、そっと溜ため息いきを吐ついた。

「……またですか。怒おこられますよ？」

　私の顔を見たあの子は困ったように眉まゆを寄せて言った。でも、私は気にせずに部屋の中を進んであの子に近づいていく。

「怒られるのなんていつものこと！　それより次の実験を思い付いたから協力してよ！」

「また何か思い付いたんですか……今度は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　あの子に不ふ審しんそうな顔を浮かべられると、思わず言葉に詰つまりそうになる。でも、ここで引き下がる訳にはいかないと私は大きく頷うなずいた。

「勿もち論ろんだよ！　今度こそ成功させるし！　というか、今までの失敗は今回の成功のためにあると言っても過言じゃないんだよ！」

「……本当かなぁ」

　今度は呆あきれたように言われた。でも、あの子は嫌いやそうな顔は浮かべていなかった。仕方ないと言うように私を見つめてくれていた。そんなあの子に私は手を差し出すんだ。

「行こう！　──アルくん！」

　──そんな懐なつかしい夢を見ていた。
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「──……ゆ、め」

　開いた目が光に慣れていなくて、何度か瞬まばたきを繰くり返してしまう。半はん端ぱに覚かく醒せいした意識がぼんやりとしたまま、眠ねむっていた間に見た夢を思い返す。

　随ずい分ぶんと懐かしい、まだ私とアルくんが仲なか違たがいをする前の夢だった。勉強の合間にできた時間を使って部屋を抜け出して、アルくんの部屋に遊びに行って彼を連れ出していた。

（今いま更さらこんな夢を見るなんてな……）

　珍めずらしいこともあると思いながら身体を起こした。寝ね起おきの身体に活を入れるように背筋を伸のばして、ベッドから起き上がる。クローゼットから着き替がえを取り出して、寝間着から私服へと着替えて、鏡台の前に座って身だしなみを整える。

「よし、と」

　一通り終わった所で部屋を出る。私が部屋を出たタイミングで、私の部屋に向かっていたイリアと目が合った。イリアの後ろにはユフィもいる。

「おはようございます、姫ひめ様」

「アニス様、おはようございます」

「おはよう、二人とも」

　離り宮きゆうでユフィを交えて生活するようになってから大分経たった。ユフィも慣れてきたのか、挨拶の仕草はとても自然体だ。そんなユフィを見て私も自然に微笑んでしまう。

「二人とも、お食事の用意は済ませてあります。食堂へどうぞ」

「はーい。行こう、ユフィ」

「えぇ」

　イリアに促うながされて私たちは食堂へと向かう。以前まで離宮の食事はイリアと二人だったけれど、今はユフィも一緒だ。とは言っても、食事をしている間に会話はないんだけど。話がある時は食べ終わってから。

　だから私も話題を切り出したのは、皆みんなが食べ終わったのを確認してからだ。

「ユフィ、イリア。今日は外に出かけるから準備をして欲しい」

　私の言葉にユフィは目を丸くして、きょとんとしながら私を見た。

「……外出、ですか？　全員が揃そろって？」

「私も加えてとは珍しいですね。どちらにお出かけの予定で？」

　意表を突つかれたという顔をしているユフィとは対照的に、冷静なイリアが問いかけてくる。私は頷いてから返答する。

「うん、今日は〝ティルティ〟の所に行くよ」

「……ティルティとは？」

　ユフィは知らない人の名前が出たので首を傾かしげている。私は脳裏に浮かべた相手のことをどう説明したものかと、ちょっと悩なやんでしまう。

「なんというか、ちょっと説明するのが難しい相手なんだよね。私の悪友というか、腐くされ縁えんの友人？」

「……こほん、ユフィリア様はクラーレット侯こう爵しやくはご存じですか？」

「はい、クラーレット侯爵のご高名はお伺うかがいしております」

　説明に困っている私へ助け船を出すようにイリアが会話に交じってくれた。

　クラーレット侯爵家はパレッティア王国の中でも大きな力を持つ貴族の一人として知られている。クラーレット侯爵家の方針は堅けん実じつであり、有力な貴族として他の貴族にも知られているため、敵に回したくないと思う貴族も多い。

　家の特色として、侯爵という地位に見合った大きな領地を持っており、国内の食料自給率向上に貢こう献けんしている家である。領地で取れる豊富な食料を飢き饉きんなどに苦しむ他の貴族に援えん助じよしているので発言力も大きい。

　その大きな領地を活いかした畜ちく産さんも盛んで、領民が一丸となって取り組んでいる。だからクラーレット侯爵家を食料の番人と呼ぶ人もいる。王家との距きよ離りは可もなく不可もなくといった所で、中立の立場に属している。

「ティルティ様はそのクラーレット侯爵の長女でございます」

「……長女？　長女と言うと、あの……？」

　これから会いに行こうとしてる相手の素性を理解したユフィは、少しだけ困こん惑わくしたような表情を浮かべた。

　クラーレット侯爵家は派は閥ばつに拘こだわらず、飢饉などに困っている家には手を差さし伸べる姿勢もあってか、とにかく評判が良い。

　そんなクラーレット侯爵家にも一つ、大きな汚お点てんがある。それが〝長女〟の存在だ。

「クラーレット侯爵家の引き籠こもり令れい嬢じよう。残ざん虐ぎやく無比な性格で、その加虐性から離はなれに封ふうじられていると聞いたことがありますが……」

「あぁ、うん。そうだね、間ま違ちがってないよ」

「噂うわさは本当なんですか？」

　ユフィが眉を顰ひそめながら問いかけてきた。クラーレット侯爵家の長女の噂は酷ひどいものだ。使用人や気に入らない相手を魔ま法ほうで打ちのめし、血を見ることが何よりも好きな傍ぼう若じやく無ぶ人じんで残虐な令嬢と言われている。

　クラーレット侯爵は基本的に王都の邸てい宅たくに住んでいるのだけど、長女は別邸で生活をしており、社交界にも顔を出さないことで有名だ。

　今でも人が立ち入らぬ別べつ荘そうで残虐なことをしているのではないかとか、クラーレット侯爵が扱あつかいに困り果てて別荘に封じたのだとか、様々な噂が流れている。

「まぁ、噂は本当だよ。但ただし、昔の話だって頭につくけど」

「昔の話、ですか？」

「縁があってから続いてる関係だけど、私も最初は殺されかけたしね」

「殺され……!?」

　ユフィが絶句したように私を見つめる。その目に不審の色が宿り始めたのを見て、私は片手を顔の前で左右に振ふる。

「昔の話だって！　それに理由もちゃんとあるし、それをわかった上で接せつ触しよくしたというか、今は本当にただの引き籠もりなんだよ。別に血を見るのが好きとかじゃないんだけど……うん、多分会った方がわかりやすいよ」

「……何な故ぜ、そんな相手と会おうとされるのか理由を聞いても？」

「ユフィリア様。ティルティ・クラーレット様は姫様の開発した魔薬の共同研究者です」

「共同研究者!?」

「そういうこと」

　そう、私の使用している魔薬を一緒に生み出した共同研究者なんだよね。

「今回、ドラゴンの魔石を手に入れたりして、色々と成果もあったし、新しいことを試してみたくなってね。折角だからユフィとも顔を合わせておいて欲しかったんだ」

「……危険はないのですよね？」

「ないよ？」

「それは昔の話ですからね。今は姫様のお陰かげでティルティ様の症しよう状じようも落ち着いてますし」

「症状？」

　イリアの言葉にユフィは訝いぶかしげな表情を浮かべる。そんなユフィの反応にイリアが頷いてみせる。

「姫様が以前、魔力が原因となって肉体や精神に異常が出る症例の話をしたことがあったかと思いますが、ユフィリア様は覚えていらっしゃいますか？」

「えぇ。……もしかして、そういうことなのですか？」

「うん。ティルティはその症例の一人だよ。私と付き合いがあるのも、私がティルティの症状を診しん察さつするようになってからの付き合いなんだ」

「なるほど、そういった繋つながりでしたか……だから今は危険ではない、と」

「魔法を使いすぎると魂たましい内部の魔力バランスが崩くずれやすい体質なんだ。でも魔法を使わなければ問題ない。だから引き籠もって出てこないんだけどね」

　パレッティア王国の貴族にとって魔法が使えるかどうかというのはステータスの一つになる。けど私とは違う意味で魔法が使えない彼女は、社会との繋がりを断つために別邸に引き籠もっているというのが真実だ。

「頼たよりになる人ではあるんだけどね、人格に問題があるだけで……」

「……その症例を除いても、人格に問題がある方なんですか？」

「姫様の同類です」

「イリア、その説明はどうかと思うのだけど!?」

「あぁ……なるほど。そういうことですか」

「しかも納得された!?」

　流石さすがにあんな引き籠もりと一緒にされるのは心外だ!?　私は引き籠もってるけど、ちゃんと外に出てますし!?　そう思って憤ふん慨がいしながらも抗こう議ぎしたけれど、二人は一切聞く耳を持ってくれなかった。納得がいかないんですけど!?




　　　　＊　＊　＊




　私たちが馬車で向かったのは王都にある貴族の邸宅が並ぶ区画。領地を持つ貴族が一時的に王都に留とどまるための邸宅もあり、社交シーズンには貴族たちで賑にぎわう区画でもある。

　クラーレット侯爵家の別邸はこの貴族街の外れ、日当たりの悪い場所に位置していた。日ひ陰かげになっているため、屋や敷しき全体がどこか薄うす暗ぐらい印象を受ける。中庭の手入れも最低限なのか、どこか鬱うつ蒼そうとして薄うす気き味み悪わるさを醸かもし出している。

　何度来ても思うけど、屋敷の主あるじである彼女の陰いん気きさを反映しているとしか思えない。

「ここですか……？」

　ユフィも少し困惑気味だ。イリアは慣れた様子で私たちの後ろに付き従っている。

　門番に声をかけると、中からメイドが姿を見せた。まるで人形のように感情が浮うかんでいない表情が印象に残る。

　髪かみの色は暗い紫むらさき色いろであり、陰気な館の雰ふん囲い気きもあってか不気味な印象を受ける。この館の専属のメイドで、私にとってはもう慣れ親しんだ顔だった。

「王女殿でん下かにイリア様、ご無ぶ沙さ汰たしております。それとマゼンタ公爵令嬢様ですね。ようこそ、クラーレット侯爵家別邸へ」

「そんなに久しぶりだったっけ？　ティルティは元気？」

「えぇ、お元気ですよ。それではご案内致いたします。どうぞ、こちらへ」

　一切表情を動かすことなく、彼女は私たちを屋敷の中へと誘いざなう。屋敷の内装もまた質素なもので、むしろ空くう虚きよさを感じさせるほどだ。ユフィもそれが気になるのか、つい視線をあちらこちらへと向けてしまっている。

「こちらです。……お嬢様、お客様をお連れしました」

「──通しなさい」

　ドアの前で立ち止まったメイドがノックをすると、中から女性の声が返ってきた。どう聞いても気け怠だるそうなやる気のない声だ。メイドがドアを開くと同時に中から薬品の匂においが漂ただよってきた。

　予想していなかった鼻を刺さす匂いにユフィが顔に手を添そえて眉まゆを顰めた。私はユフィの反応に苦笑しながら部屋の中へと入る。

　部屋の中には棚たなが幾いくつもあり、所ところ狭せましと様々な薬の材料が並べられている。机の上には乱雑に資料や素材、それから薬の材料を加工するための道具が置かれている。

　──そして机の傍そばの椅い子すに座って気怠そうにこちらを見ている女性が一人。

　一言で彼女を言い表すなら陰気という言葉がよく似合う。腰こしまで届きそうな菫すみれ色いろの長ちよう髪はつ、こちらを見つめるのは暗い赤色の瞳ひとみ。肌はだは病的に白く、身に纏まとう深紫色のドレスを際立たせている。彼女が私の腐れ縁にして悪友の侯爵令嬢、ティルティ・クラーレットだ。

「ご無沙汰ね？　前は魔薬の補ほ充じゆうと検診の時だったかしら？」

「えぇ、相変わらず引き籠もってるのね。少しは太陽の光でも浴びたら？」

「なぁに？　死ねって言ってるの？」

　クスクス、と笑いながら口の端はしを持ち上げるティルティ。それが皮肉めいた笑みに見えるので非常に可愛かわいらしくない。顔立ちは整っている方なのに陰気な印象に塗ぬり潰つぶされてしまっていて、非常に不気味な雰囲気を醸し出している。

「日光に当たった程度で人間は死なないわよ。むしろ当たらない方が身体からだに悪いわよ？」

「私の健康は日光に当たることによって崩れるの。放っておいてくれるかしら？」

「この陰険ジメジメキノコ令嬢！」

「キテレツ暴走王女様が言えた台詞せりふかしら？」

　互たがいに言い合っていると、ユフィが眉を顰めたまま私の傍に寄ってきた。ティルティの視線が私からユフィへと移り、興味深そうにユフィを舐なめ回すように見る。

「あら、その子がマゼンタ公爵家の秘蔵っ子かしら？　私と違って正しよう真しん正しよう銘めいの天才児の」

「そうよ。ユフィリア・マゼンタ、私の可愛い助手よ」

「……ユフィリア・マゼンタと申します。初めまして、クラーレット侯爵令嬢」

「ティルティで良いいわ。畏かしこまられるのは嫌きらいなの。それに身分も貴方あなたの方が上でしょ？」
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「はぁ……」

　投なげ遣やりなティルティの態度にユフィは困惑したような声を漏もらす。ティルティみたいな人と接した経験がないのか、どういう態度を取れば良いのか測りかねてるようだ。

「もうちょっと身分相応の態度を取ってくれても良いんじゃないの？」

「それを貴方が言うのかしら？　アニス様」

「まったくですね」

「イリアはどっちの味方なのよ!?」

　文句を言うと私にまで矛ほこ先さきが向けられた。誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをして、場の空気を仕切り直す。そして話題を切り出そうとすると、先にティルティが口を開いた。

「それで？　一体私に何の用かしら？　魔薬の調合だけだったら貴方一人でも良いでしょう？　わざわざ従者と助手まで連れてきて、目的は何なのかしら？」

「それを今から話そうと思ったのよ」

　私はイリアに目線を送る。イリアの手には荷物があり、私の視線に気付いたイリアが机の空いたスペースに荷物を置いた。それは箱だ。仰ぎよう々ぎようしくも封をされた箱はイリアが取り出した鍵によって開かれ、その中身を晒さらす。

「これはこの前、手に入れることができたドラゴンの魔石の一部よ」

「……へぇ？　これがねぇ」

　私の言葉を受けてティルティが興味深そうに目を細めた。その視線は箱に収められていたドラゴンの魔石へと向けられている。

　保管するに当たって分割されたドラゴンの魔石、その一部を手に取ってティルティへと渡わたす。私から魔石を受けとったティルティはじっくりと観察を始める。

「今度はこれを使って魔薬の調合をしろってことかしら？」

「いや、違うよ。……これで新しい技術を試したいと思っているの。だから、その協力をお願いしようと思って持ってきたのよ」

「新しい技術……？」

　ティルティだけでなく、ユフィとイリアも不思議そうに私を見た。ここに来るまで何も説明してなかったしね。私はちらりとティルティへと視線を送る。私の視線の意味を悟さとったようにティルティがメイドへと視線を向け、退出を促うながすように顎あごで指示を出す。

　私たちを案内してくれたメイドが去ったのを確認してから、ティルティは何事かを呟つぶやく。空中に魔法が発動する前兆の発光現象が起きて、光が霧む散さんして消えていく。

「この部屋の会話はこれで聞こえなくなったわ」

「助かるわ。……先日、この魔石を手に入れるためにドラゴンと戦ったわ」

「えぇ、大立ち回りだったと聞いてるけれど？」

「ドラゴンを倒たおしたのは良いのだけど、問題はその後。別に悪いことではないんだけど」

　私は一つ、溜ため息いきを吐ついてから目を閉じた。手でそっと胸元を押さえてから言葉を続ける。

「私はドラゴンから〝知識〟を託たくされたわ」

「……何ですって？　ドラゴンは会話ができるほど、知能が高かったってこと？」

「えぇ、直接脳内に意思を送ってきたわ。それも興味深いけど、私がティルティにお願いしたいのは受けとった知識に関することよ」

　ティルティは椅子に座ったまま、腕うでと足を組んで私に続きを促すように沈ちん黙もくしている。

「この知識があれば、魔石を魔薬とは別の形で活用できるかもしれないわ」

「……なるほどね？　それで私の手を借りたいと？」

「私の次にこの国で魔石に詳くわしいって言ったらティルティだもの」

「貴方に付き合っている内に身についた知識だけどね」

「……それとティルティを頼りたかったのは、私はドラゴンに〝呪のろわれた〟からよ。その呪まじないの詳しよう細さいの調査をするため、貴方に診察を頼たのみたくて──」

「──なんですってぇッ!?」

　勢い良く音を立ててティルティが椅子が倒す。その勢いのままに私へと迫せまろうとする。

　反射的にユフィが私とティルティの間に入ったことで、私に掴つかみかかりそうになっていたティルティの動きが止まる。一いつ瞬しゆん、ユフィへと視線を向けたティルティだけど、すぐ私に食い入るような視線を向けてくる。

「アニス様、どうしてそういうことを先に言わないの！　呪いって言った？　言ったわよね!?　しかもドラゴンの、意思疎そ通つうが可能なほどの知能を持つ魔物からの呪いですって!?」

「……食いつくと思ったけど、思った以上の反応ね」

「……どういうことです？」

　ユフィがティルティを警けい戒かいするように視線を向けながら問いかけてくる。私はユフィの疑問に対して溜息交じりに告げた。

「ティルティは呪いの蒐しゆう集しゆう家かなのよ」

「…………はい？」

　私の返答に、さっぱり意味がわからないというようにユフィが声を漏らすのだった。
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「取り乱して悪かったわね」

「悪びれもなく良く言うわね」

　あれから興奮するティルティを落ち着かせた後、私たちは改めて席について輪を囲んだ。

「えっと、ティルティ嬢じよう……？」

「呼び捨てで構わないわよ、ユフィリア様」

「……その、呪いの蒐集家というのは、どういう？」

　マイペースなティルティに調子を崩くずされながらも、ユフィは疑問を口にする。ユフィから問いかけられたティルティは少し悩なやむように顎に指を添えた。

「ユフィリア様は私の境きよう遇ぐうをどこまで知ってるの？　私がクラーレット侯こう爵しやく家の恥はじ晒さらしということは知っているかしら？」

「あくまで噂うわさの範はん囲いでなら」

「なるほど。別に大した話ではないのだけど、少し説明しましょうか。アニス様曰いわく、私は魔法を使うことで魂たましい内部の魔力、あるいは魔力の元となる要素が著しくバランスを崩しやすい体質だそうなの。過去、それで加か虐ぎやく性せいが高まって凶きよう行こうに及およんでいたわ」

「……話は聞いていましたが」

「そう？　まぁ、だから私にとって魔法というのは呪いとそう変わらないものなのよ」

　ティルティの告白にユフィが驚おどろいたような表情を浮うかべる。無理もない、と私は思った。パレッティア王国で精せい霊れいから賜たまわった加護は祝福ではあっても、呪いだなんてとても言えないものだ。そんな主張をすれば周囲からの印象は間ま違ちがいなく悪くなる。

　それでもティルティにとって魔法とは呪いに等しい。使えば使うほど、自分が狂くるっていくのだから。それが彼女にとって揺ゆるぎない事実だった。

「そんな経験をしたものだから、すっかり魔法に興味をなくしてね。代わりに薬くす師しになる道を選んだのよ。後は医学も嗜たしなんでいるわ」

「それは……自分が苦しんだから、という動機からなのでしょうか？」

「ティルティはそんな殊しゆ勝しような奴やつじゃないわよ」

　ふん、と私は思わず鼻を鳴らしてしまう。そんな可愛い理由でティルティが薬学や医学を研究している訳ではないことを私はよく知っている。

「そもそも、本来は薬でも魔法でも治ち療りようできない症しよう例れいのことを〝呪い〟って呼んでるのよ。ティルティはね、そういう薬でも魔法でも解決できない症例を解明することに喜びを感じる変人なだけよ」

「それはちょっと正確じゃないわね。薬でも魔法でも解決できない症例を見るのが好きの間違いよ。治療できる症例に興味なんてないわ。それに魔法が使えない癖くせに魔法の研究に命をかけてるアニス様に変人って言われたくないわよ」

「はいはい、似たもの同士という奴ですね」

「「似てないッ！」」

　イリアの指し摘てきに憤ふん慨がいすると、まったく同じタイミングで私とティルティの台詞せりふが被かぶる。互いに顔を見合わせて、ふん、とそっぽを向き合う。

　ティルティは魔法に対して否定的かつ懐かい疑ぎ的てきだ。だから私が魔法を使えるように研究していることに対してまったく興味を示さない。私たちが共通しているのは、突つき詰つめれば謎なぞが多い魔法の神秘を追究し、解明するという点だけ。

　だから私たちはお互いに理解はできても共感ができない。心の友と言えるほど心の距きよ離りは近くないし、信念だって違う。だから私たちはどこまで行っても悪友で、腐くされ縁えんだ。

「まぁ、私の考え方についてはアニス様の助手って言うのだから理解は得られるというか、そういうものだと諦あきらめて貰もらえるかと思うけれど？」

「どういう意味よ！」

　絶対に後半部分いらないでしょ！　ユフィも同意するみたいに溜息を吐かないの！

「それより話を本題に戻もどしましょう。ドラゴンの呪いってどういうことよ？　アニス様」

「私も感覚的なものでしかないけど、呪われた実感はあるのよ。ただ、それが具体的にどう前と変わったか説明できないというか、ドラゴンの知識から推察はできるけれど……」

「わかる範囲でいいわ、説明して」

　やや前のめりになりながらティルティが質問を重ねてくる。ユフィとイリアも私に視線を向けているけれど、こちらはどちらかと言えば私を案じているためだと思う。

「感覚的な説明になるけれど、私は多分、徐じよ々じよにドラゴンに近づいていくんだと思う」

「ドラゴンに近づいていく……それはどういう……？」

　私の答えにユフィが不安そうに手を伸のばしてきた。その手を握にぎり返しながら、私は気楽に笑ってみせた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ちゃんと上手うまく活用できれば私にとって好都合な話よ」

「好都合ですか？」

「前提として、私は魔薬がなければ魔法が使えないわ。でも、ドラゴンの魔石をもっと別の形で使うことができれば、今後魔薬を使わなくて済むようにできるかもしれない」

「魔薬とは別の形で、ねぇ。それもドラゴンからの知識にあったってこと？」

「ドラゴンはそれを望んで私に託したんだと思う。魔石と一いつ緒しよにね」

「その具体的な手段はもう思い付いてるってことね？」

「うん。これがその構想かな」

　私はティルティに見せるための資料を魔石を運んでいた鞄かばんとは別の鞄から取り出した。受けとった資料に目を通していたティルティの表情が段々変わっていく。

　最初に見せた表情は呆あきれだ。でも、次第にその表情が興奮を表すように不敵な笑みに変わっていく。一通り目を通したのか、資料を机に置いてからティルティが私を見る。

「相変わらずの破は天てん荒こうさね。だけど、なるほど。貴方あなたがこれを思い付いたのがドラゴンからの受け売りだと言うのなら、確かに呪いだわ」

　ふぅ、と一息を吐いてからティルティは挑ちよう戦せん的てきな笑みを浮かべて私を見る。

「あの、すいません。私にも資料を見せて貰って良いいですか？」

　私とティルティの間だけで話が進んでいるのが不安だと言うようにユフィが手を上げた。それに気付いたティルティが資料をユフィへと手渡した。

　ユフィが資料に目を落としていくと、段々と眉み間けんにしわが寄っていく。そして、その目が資料ではなく私を見つめた。その目には呆れの色しか見えなかった。

「……本当にこれを自分に施ほどこすつもりなのですか？」

「うん。これは私には必要なものだと思ってるから」

　私の返答にユフィは明らかに渋しぶるような反応を見せた。けれど、何かを言いかけて大きく溜息を吐いた。そして恨うらみがましい視線を私に向けてくる。

　ユフィの反応が気になったのか、イリアがユフィから資料を受けとって目を通していく。一通り見終わった後にイリアは目を閉じて、額を押さえながら溜息を吐いた。

「……本当に姫ひめ様には困ったものですね。止めても聞かないだろう所が尚なお更さらに」

　ユフィとイリアが顔を見合わせる。互たがいに肩かたを落としながら溜息を吐いている。そんな二人に正直申し訳ない気持ちにはなるけれど、止められても聞くことはできない。

「勿もち論ろん、今すぐって訳じゃないよ。ちゃんと検証をしてから施すつもり、その過程で問題があったら施さないから。だから協力して欲しい、三人にね」

「私は面白そうだから問題ないわ」

　ティルティが楽しそうな笑みを浮かべながら頷うなずいて言ってくれた。

「私には姫様が本当にそうされるというのなら、止める権利はありません」

　イリアは淡たん々たんと、けれどどこか諦めたような様子で言う。

「……アニス様」

「ユフィ」

「……わかっています。止めようとしたって、貴方は本当に必要な時は一切譲ゆずらないと。だから、せめて検証だけはしっかりとさせてください。それが条件です」

　切実に訴うつたえるようにユフィは言う。その視線を真っ向から受け止めながら私は頷いた。

　ふと、視線をドラゴンの魔ま石せきへと向けた。何も言わぬ魔石は、しかし光を吸い込むようにきらりと光ったように見えるのだった。
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「それではアニス様、また明日にはこちらに戻りますので」

「うん、行ってらっしゃいユフィ。ネルシェル様によろしくね」

　今日は休日、離り宮きゆうに居を移しているユフィが一時的にマゼンタ公爵家へと帰宅する日だ。既すでに手荷物は表で待たせている馬車の御ぎよ者しやが預かり、ユフィは手ぶらだ。

　ユフィを見送るために私も入り口まで来たのだけど、ユフィが私の顔を見つめて動きだそうとしない。首を傾かしげていると、ユフィが一歩、私との距離を詰める。

「いいですか、アニス様。勝手にティルティの所に行ってはダメですよ？　行くなら私も一緒じゃないと許しませんからね？」

「わかってるよ。一応、経過には問題ないんだから、そんな心配しなくても……」

「……私に隠かくしごとはなしにしてください。お願いします」

　お願いと言いながらも、私の服の裾すそを掴つかむユフィの目には有無を言わせぬ光が宿っている。これで隠しごとをしようものなら、どんな目を向けられてしまうのか。

　そんな想像に冷ひや汗あせを掻かきながらも、なんとかマゼンタ公爵家へと向かう馬車にユフィを乗せて見送る。最後まで私を咎とがめるように見つめていたユフィを見送ると、自然と溜ため息いきが出てしまった。

「……ユフィも心配性だなぁ、問題ないって言ってるのに」

「それでも心配なものは心配なのでしょう」

　今まで後ろに控ひかえていたイリアが私の傍そばに寄ってきて言う。私はイリアの言葉に思わず後頭部に両手を回して唇くちびるを尖とがらせてしまう。

「何も私だって無策で試してる訳じゃないのに」

「それも他人に伝わらなければ意味がありませんよ、姫様」

「はいはい、わかってますよーだ」

　軽いお小言に舌を出してるとイリアがチョップを繰くり出してきた。軽く舌を噛かんだ私は涙なみだ目めになって、その場で悶もん絶ぜつしてしまう。

「それより姫様、先ほど王城から言こと伝づてがありまして」

「言伝？　王城から？」

「はい、ユフィリア様がマゼンタ公爵家に戻ったのを確認次第、姫様には登城するようにと。陛下からの呼び出しでございます」

「うげっ……」

　イリアから伝えられた内容に私は思わず顔を顰しかめてしまった。わざわざユフィがマゼンタ公こう爵しやく家に戻ったのを確認してから来いって、もう何か嫌いやな予感しかしない。

「……わ、私何もしてないわよ？」

　思わず弁明が口から出た私にイリアの目がジト目へと変わった。そして呆れたように息を吐はく。

「ティルティ様との実験を嗅かぎつけられたのではないですか？　ただでさえ問題児二人が揃そろっているのですから、事情聴ちよう取しゆの可能性がありますね」

「うっ」

　私とティルティには前科があるので否定できない。例えば魔薬だ。作ってしまったからには内容は父上には話しておかないといけないと思って報告した。

　そしたらこれでもかと言うほど、怒おこられた。ただ父上も私が魔法を使えない事実に思うところがあったのか、使用を許してくれたけど。

　私単独での実験なら父上もそこまで警けい戒かいしないのかもしれないけれど、私とティルティが揃うと目が厳しくなる……そして実際、今その実験の真っ最中なのだから不味まずい。

「……怒られると思う？」

「怒られないと思うのですか？」

　イリアの問いかけに私はがっくりと肩を落としてしまった。ユフィだって難色を示したほどだから、父上の反応だって予想できる。でも行かない訳にもいかないんだろうな。

「……逃にげたいなぁ」

「逃げたら余計に怒られると思いますよ」

　……ですよね。私はもう一度、諦めたように項うな垂だれて溜息を零こぼした。




　　　　＊　＊　＊




「……はぁ、来ちゃったよ」

　私が王城に登ると、王城付きの侍じ女じよが案内してくれた。向かった先は父上の執しつ務む室しつだ。その間、王城で私に向けられる視線は居心地の良いものではなかった。

　アルくんの婚こん約やく破は棄き騒そう動どう、そしてドラゴンの討とう伐ばつ。この二つの騒動が重なって起きてしまったことで私の立場は大きく変わってしまった。

　アルくんは婚約破棄騒動で処分を受け、今もまだ事情聴取のために謹きん慎しんしている。一方で、私はその間にドラゴンを討伐するという功績を挙げた。功績を挙げたと言っても疎うとまれていることには変わらず、むしろ腫はれ物ものみたいな扱あつかいになっている。

　父上の執務室に向かう私に向けられる態度は様々だ。私を避さけたり、遠巻きに眺ながめながらひそひそと小声で話していたりしている。

　私への心証が悪いのは主に王城に勤めている役職持ちの貴族たちで、逆に騎き士しや侍女からは好意的な視線を向けられている。極きよく端たんな好意と嫌けん悪おに晒さらされて眉まゆが寄ってしまった。

（あー、早く帰りたい……父上に会ったら、さっさと帰ろう）

　目的の執務室に辿たどり着つくと、侍女がドアをノックして中に入るためのお伺うかがいを立てている。すぐに中から入室の許可が下りたので私は執務室の中へと入った。

「父上、アニスフィア、ただいま参りまし……た……」

　執務室の中を見て、私は思わず言こと葉ば尻じりを小さくしてしまった。中で待っていたのは父上とグランツ公、そしてもう一人。

　その人と目が合った瞬しゆん間かん、私はすぐ回れ右をして部屋を出ようとした。しかし、無情なことに私が出ようとしたドアは侍女によって閉められており、退路がない。

「──よく来たわね、アニス」

　その声を聞いた瞬間、私の背筋に一気に悪寒が駆かけ抜ぬけて膝ひざが笑ってしまいそうになる。この声を忘れたことなど一度たりともない。何な故ぜなら、私がこの世で最も恐おそれている人の声なのだから……！
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　その人は小こ柄がらと言われている私よりも更さらに小さかった。見た目も私とそう年が変わらないように見える。可愛かわいらしい顔立ちで、体格も相まってとても愛らしい。

　けれど、それがあくまで見てくれだけなのを私はよく知っている。その身が纏まとう雰ふん囲い気きはとても鋭するどく、私を見つめる深い青色の瞳ひとみはこれでもかというほど吊つり上がっている。

　腰こしにまで届きそうな赤あか髪がみを三つ編みで束ねており、顔の動きで僅わずかにゆらりと揺ゆれた。この人こそ私が最も恐れ、頭が上がらない人物。パレッティア王国の現王おう妃ひ、つまり私の母親──シルフィーヌ・メイズ・パレッティアその人であった。

「は、母上……!?　何故ここに!?」

　思わぬ人が父上の執務室にいたことで、私は上うわ擦ずった声で動どう揺ようを露あらわにしてしまう。すると母上が深々と溜息を吐きながら私を睨にらむ。母上に睨まれると自然と身体からだが竦すくみ上がる。

「何故？　何故と聞きましたか、アニス。アルガルドの婚約破棄、そしてドラゴン討伐の際の貴方あなたの独断専行。こんな報告を耳にすればおちおち外交になど勤いそしんでいられません。帰国したのは昨日ですが」

　刺とげ々とげしい声で母上は私に告げる。見た目は下手すると私よりも年下に見えかねない母上だけれど、その威い圧あつ感かんを感じれば母上を見た目通りの可愛いものとして認識はできない。こんな外見だけど、若い頃ころは武人として率先して戦場に立ったと言われる女じよ傑けつなのだ。

　パレッティア王国最強とも言われており、今でもその力は衰おとろえ知らずと言われている。普ふ段だんは外交官として他国を巡めぐっている筈はずだけど、そっか……帰国してたんだ……。

「……まぁ、アニス。とにかく座れ」

「は、はい」

　父上に静かに促うながされ、私は来客用のソファーへと座る。私の対面には父上と母上が並んで座り、側面のソファーにはグランツ公が腰を下ろした。

「……それで、アニス？」

　に、逃げたい……！　今すぐなりふり構わず逃げたい……！　それだけ母上が私にかける圧力が酷ひどかった。まるで喉のど元もとに槍やりを突つきつけられている気分になる。

「私がいない間、随ずい分ぶんと元気にしていたようですね。しかし、未まだそのお転てん婆ばなところは改善されないと見ました。久しぶりに母として貴方に教育を施ほどこさなければならないのかと気を揉もんでしまったわ」

「はいっ！　母上、私は大変反省しており、心を入れ替かえて清く正しく生きていきたいと思っております！」

　母上の躾しつけは絶対に嫌だ！　武ぶ闘とう派はの母上の躾はもう、思い出すだけで身体が震ふるえてくる。母上の躾とは実戦、つまりは肉体言語だ。

　私も冒ぼう険けん者しやとして腕うでを磨みがいているし、自信はあるけれど母上とは真っ向から戦いたくない！　躾と称しようした稽けい古こは嫌だ……！

「……まぁ、良いでしょう。貴方の研究がドラゴン討伐に大きく貢こう献けんしたことは評価されるべきです。今の言葉を嘘うそにしないように励はげみなさい」

　母上は目を細めて私を睨んでいたけれど、矛ほこを収めるように瞳を閉じて力を抜いてくれた。私もホッとして息を吐き出してしまった。母上は怒らせちゃいけないと、刻み込まれたトラウマが自然とそうさせてしまう。

「その……もしかして私、説教されるために呼ばれました？」

「それはオマケだ、馬ば鹿か者もの。……ユフィリアがマゼンタ公爵家に戻もどるのを見計らってからお前を呼んだのだ。本題はそちらだ」

「あー、わざわざユフィがいない時を選んだんですね。だからグランツ公もこちらに？」

「えぇ」

　日々忙いそがしい父上の補ほ佐さであるグランツ公が休日といえども王城にいるのは珍めずらしくない。でも、わざわざユフィの耳に入らないように私を呼ぶような用事ってなんだろ……？

　私が首を傾かしげていると、会話を切り出したのは母上だった。こほん、と咳せき払ばらいをした後に姿勢を正して私を真まっ直すぐに見つめてくる。

「アニス。貴方の奇き行こうに関しては色々と言いたいことはあるけれど、今回に限ってはよくやったと褒ほめましょう」

「はい？」

「婚約破棄の現場に介かい入にゆうしたことです。……今日、貴方を呼んだのはアルガルドについて話があったからです」

「アルくんの？」

「うむ。ドラゴンの襲しゆう来らいと時期が被かぶってしまったため、なかなか落ち着くまで婚約破棄騒動に関する事情聴取ができなくてな。ようやく情報が纏まった所なのだ」

　話題を切り出した母上に代わって父上が今日の呼び出しの内容について話をしてくれた。どうやらドラゴンの襲しゆう撃げきと被ってしまったため、事情聴取が止まっていたアルくんたちの件についてのようだ。

「だからユフィを遠ざけたんですか？」

「……本来であればユフィリアにも話を聞くのが筋ですが、オルファンスからユフィリアの様子について聞きました。今はそっとしておく方が良いのでしょう？　アニス」

「……はい。あまり今は、その、そっとしておいてあげて欲しいです。ようやく離り宮きゆうでの生活にも慣れてきた頃ですし、余計な心労はかけたくありません」

　父上がユフィをこの話から遠ざけようとしたのは私も賛成だった。離宮で生活するようになって、ユフィも大分落ち着いてきたと思う。

　その影えい響きようか、ユフィも少しずつ素の表情を見せることが増えたように思える。だからこそ今のユフィにアルくんたちの話を聞かせるのは時じ期き尚しよう早そうに思えた。

「それで私を呼び出したんですか？」

「お前も今後は嫌でも耳にしなければならない話だ。……それだけ調査の内容が酷かったとも言えるがな」

　父上が苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情でそう言い切った。父上がそれだけ言うって、どれだけ結果が悪かったのだろう。なんだか話を聞くだけで私の胃も重たくなってしまいそうだ。凄すごい面めん倒どうなことになってそうな気配がするよ……。

　憂ゆう鬱うつそうな父上だったけど、話さなければ進まないことは本人が一番よくわかっているのだと思う。口が重たくなりそうな話を父上はゆっくりと語り始めた。

「アルガルドや、騒動に関わった貴族子息たちから事情を訊きいたが……思わず頭を抱かかえたぞ。まずシアン男だん爵しやく令れい嬢じようへの嫌いやがらせをしていたのはユフィリア本人ではなく、ユフィリアの周囲にいた令嬢たちだそうだ。彼女たちはユフィリアの意を受けてシアン男爵令嬢を貶おとしめようとしたと証言している」

　改めて父上から話を聞くと、私も思わず眉まゆを寄せて苦い顔を浮うかべてしまった。それは父上も頭を抱える筈だよ……。

「つまり、ユフィ本人は何もしていないと？」

「ユフィリアが直接シアン男爵令嬢に苦言を呈ていしたことはあったらしいが、聞く限り常識の範はん囲い内だ。むしろシアン男爵令嬢が貴族学院に不慣れなこともあってか、窘たしなめなければならない状じよう況きようであったらしい」

　ユフィは苦言を呈することはあっても、直接シアン男爵令嬢に危害を加えるような真ま似ねはしていないらしい。実際にシアン男爵令嬢が受けた被ひ害がいはユフィ以外の令嬢の仕業ってことね。それでユフィがその指示を出したと令嬢たちは言っている、と。

「確固たる証しよう拠こは？」

「指示されたと主張しているだけで明確な証拠は何もない。主犯の令嬢たちがそう言い張っているだけだ。誰だれがどの嫌がらせを実行したのかなどは特定には至っておらず、シアン男爵令嬢が過か剰じように反応しただけでは？　と言っている者もいる。シアン男爵令嬢への嫌がらせも多た岐きに渡わたるし、正直把は握あくしきれん」

「舐なめられた話ですな。ユフィリアが、我がマゼンタ公爵家の娘むすめが他者を陥おとしいれるためにそのような低てい俗ぞくな行いに手を染めると思っている者たちがここまで多いとは」

　グランツ公の皮肉が凄く鋭い。まったく感情の温度を感じない声に思わず震えてしまう。でも、本当に〝いやらしい〟話だね。

　実際に誰がやったのかもわからない、そしてやったのはユフィから指示を受けたからだと言い張っている。

　意を受けた、という言い方も嫌なものだ。ユフィが直接やれ、と言った訳じゃないけどユフィがそうして欲しそうだから、あるいは無言の圧力を受けたから私たちはやった、なんて言ってるようにも聞こえる。随分と卑ひ怯きような言い訳だ。

「最も早はや、どの証言も信じて良いのかわからんのだ。ユフィリアやシアン男爵令嬢と距きよ離りを取った者たちは、比ひ較かく的てき冷静な意見を述べているが……距離を取っていたため、何が起きていたのかを把握できておらん」

「シアン男爵令嬢を囲んでいたのが学院でも特に有力者の子息たちだったのも原因でしょうね」

「王太子を始めとして、近この衛え騎き士し団長の息子、魔ま法ほう省長官の息子、貴族も無視できぬ有力商会の息子……こうして並べてみれば何とも反応に困りますわね」

　困る、と言いながらも母上は敵に挑いどみかからんばかりの眼光を光らせている。もし目の前に問題を起こした子息たちがいれば手が出ていたかもしれない。

「かといって当事者に近しい者たちに聞けばユフィリアに非があったのだと言うか、またはシアン男爵令嬢がユフィリアの不興を買うから悪いのだと証言が二分されている」

「そんなに証言が二分されてるんですか？」

「うむ……こうも証言が分かれるのであれば当事者に話を聞かねばならぬだろう。近い内にシアン男爵令嬢をシアン男爵と共に登城させるつもりだ。その席でかの令嬢の人となりを確かめる。お前も同席するか？　アニスよ」

　シアン男爵令嬢か、気にならないと言えば嘘になる。ユフィの婚こん約やく破は棄きの場面で過よぎった前世の記き憶おくの一部、作り話では覚えがある場面。その場面をなぞるように男たちに庇かばわれて悪役の令嬢を断罪する発ほつ端たんとなる立ち位置の少女。

　ただ、これはあくまで作り話。現実でまさかそんなことが起きるなんて思わなかったし、実際に現場を見るまで思い出すようなことでもなかった。そんなあり得ない事件を引き起こした騒そう動どうの中心であるレイニ・シアン男爵令嬢とは一体どんな子なんだろう？

「同席して良いのであれば興味がありますね」

「うむ。……どうにも、少し奇き妙みようでな」

「はい？　奇妙ですか？」

　奇妙と口にする父上の表情は神妙なものだ。何か違い和わ感かんを覚えているけれども、原因がはっきりとしていないような、そんな不明確なものを抱えている気配がする。

「どうにも、シアン男爵令嬢に聞き取りをした者たちがシアン男爵令嬢に同情的なのだ」

「同情的ですか？」

「あぁ。……中にはユフィリアにも非があるのでは、と思う者もいたそうだ」

「……シアン男爵令嬢がどんな子かは知りませんが、少なくともユフィは自分から誰かを傷つけるような子じゃありませんよ」

「あぁ、わかっておる。私もそう信じているとも。だが事情聴ちよう取しゆをした者が揃そろってシアン男爵令嬢に同情的なのが少し気に掛かかるのだ」

　確かに気になる傾けい向こうだ。私はユフィしか知らないからはっきりとしたことは言えないけど、少なくともユフィが人を陥れたり、傷つけようと意図してやったりしたとは思えない。

　でも、それにしてはシアン男爵令嬢の肩かたを持つ者が随分と多いような気もする。騒動の中心である貴族令息もそうだけど、他にも事情聴取をした者たちの中からもシアン男爵令嬢には非がないと言う人たちが出てきたという。

　……何が正しくて、何が起きていたんだろう？　貴族学院は閉へい鎖さ環かん境きようになりやすいから外部からだと詳くわしい内容が掴つかみづらい。

　見えない所で何かが動いているような、そんな気配がする。何事もなければ良いんだけど、何事もなかったらこんな話になってないし。

「アニス。お前はうつけ者ではあるが、お前にしか見えないこともあるだろう。見極めの際には力を貸して貰もらうぞ。それに今後は王族として立たなければならない場面も増えるであろう。心しておけ」

「うげ……」

「……うげ？」

「ご、ごほん！　ごほん！　何でもありません、母上！」

　思わず嫌そうな声を漏もらしてしまったけれど、すぐに母上に聞き咎とがめられたので誤ご魔ま化かすように咳払いをする。母上の目が鋭するどく、冷たいままだったけど私は必死に目を逸そらす。

　私と母上のやり取りを見ていた父上は、疲つかれたように眉み間けんに指を添そえて深々と溜ため息いきを漏らしている。

「……私からの話は以上だ」

「え、シアン男爵令嬢の一件だけですか？」

「そうだが。……なんだ、また何かやらかしたのか？」

「いいえ、まったくこれっぽっちも！」

　ティルティの所に通っていることは問題にされてないみたいだ！　良かった、セーフ！　思えば、婚約破棄騒動の一件で忙しくて私への注目度が下がっていたのかもしれない。

　……よし、追つい及きゆうされる前に逃にげよう！　お話はこれだけみたいだしね！

「それでは、私はこれで……」

「待ちなさい、アニス」

　逃げようと腰こしを浮かせた所で、母上に睨にらみ付けられた。すぐに縮こまって座り直してしまう。う、うぅ！　に、逃げたい！

「……貴方あなた、ユフィリアに迷めい惑わくをかけてないでしょうね？　アニス」

「そ、そんなことありませんよ……？」

「あら……ちゃんと目を合わせないのは、やましいことがあるからではないかしら？」

「そ、そんなことありません！　私はユフィが心健やかに過ごせるように粉ふん骨こつ砕さい身しんの思いで日々を過ごしております！」

「……なら良いいのだけど。良いかしら？　アニス。ただでさえ今回の一件は王家の過失。マゼンタ公爵家に多大な迷惑をかけた上、恩があるわ。今度こそマゼンタ公爵家の忠誠に報いるため、王族として恥はずかしくないように振ふる舞まいなさい。だいたい今回のドラゴン討とう伐ばつに関しても高位冒ぼう険けん者しやであるからと言って王族が真っ先に飛び込むとはどういう了りよう見けんなのですか？　それもユフィリアまで巻き込んで……！」

「ひ、ひぇぇえ！　結局説教されるんじゃないですかぁ！　父上の嘘うそつきぃ!!」

「お黙だまりなさい！」

　オーガのように目を吊つり上げた母上に一いつ喝かつされて、私は涙なみだ目めになりながら姿勢を正すことしかできなかった。

　そんな私を呆あきれたように、そして同情するように父上が見ているのが印象に強く残った。グランツ公に至っては我関せずといった態度だ。

　うむむむ、憐あわれむぐらいなら助けてよぉ！　そう思いながら私は懇こん々こんと説教する母上に相あい槌づちを返すことしかできなかった……。
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「……酷ひどい目にあった」

　よろよろと私は王城の廊ろう下かを歩きながらぼやく。あれからこってりと母上に絞しぼられてしまい、精神力がもの凄く削けずられた。おかげで帰り道を進む足も覚おぼ束つかない。

「……それにしても」

　ふと、私は足を止めて考えてしまう。それはユフィについてだった。もっと正確に言えば貴族学院でユフィに何が起きたのか。それがさらに気になってしまった。

　私は貴族学院には通っていない。だから貴族学院がどういう場所なのかも詳しくない。

　貴族学院でユフィはどんな風に過ごして、どんな風に見られていたのか？　私はユフィが良い子だと知っている。けれど、それはあの婚約破棄があった後のユフィだ。それまでユフィは完かん璧ぺきな令れい嬢じようとして通っていた筈はずだ。

　シアン男だん爵しやく令嬢が庇われてしまうのも、学院にいた頃ころのユフィにも原因があったのかもしれない。でも、それを本人に聞くのは躊躇ためらっちゃうんだよね……。

（それにユフィ、自分に無む頓とん着ちやくな所があるし……）

　あの一件はユフィにとってもかなりの傷になっている。その傷を再び開くようなことはしたくない。となると、誰かに話を聞いた方が良いんだろうけどアテがある訳じゃない。

　同年代の貴族の知人なんてティルティぐらいしか心当たりがないし、ティルティだって学院に通っている訳じゃないし……。

「おや、アニスフィア王女。王城で足を止めているのは珍めずらしいですな」

　その時、私に声をかける人がいた。私はその声に思わずハッとしてしまった。声をかけてきたのはスプラウト近衛騎士団長だったからだ。

「スプラウト騎士団長、ご機き嫌げんよう」

「ご機嫌よう。それで、どうされたのですか？　王城にいるのも珍しいですが」

「父上と母上に呼び出されたのです。説教ですよ、説教」

　肩を竦すくめながら不満げに言うと、スプラウト騎士団長は苦笑を浮うかべた。

「シルフィーヌ王おう妃ひはアニスフィア王女のことを心配しているのですよ。それに無茶をしたのは事実なのですから、素直に怒おこられてやるのも子供の仕事ですよ」

「そういうものですかね……」

　怒られるのが仕事なんて嫌いやだなぁ、と。そう思った時、私の脳裏に過ったものがあった。私はスプラウト騎士団長の顔へと視線を向けて、その顔を凝ぎよう視ししてしまう。

　突とつ然ぜん、私に凝視されたことでスプラウト騎士団長は目を丸くする。私が視線を逸らさないでいると、困こん惑わくしたように眉まゆを寄せてしまった。

「あの、アニスフィア王女？　どうかなさいましたか？」

「スプラウト騎士団長、私、お願いがあるんですけど！」

「……なんだか嫌な予感がするのですが、なんでしょうか？」

　引き攣つるような苦笑を浮かべるスプラウト騎士団長に対して、私は満面の笑みを浮かべながら彼の手にそっと自分の手を重ねる。

「突然ですけど──今日、スプラウト騎士団長のお屋や敷しきにお邪じや魔まさせて貰えませんか？」
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　スプラウト近この衛え騎き士し団長には息子がいる。息子の名前はナヴル・スプラウト。アルくんが引き起こした婚約破棄騒動の際、アルくんの側についてユフィを糾きゆう弾だんした一人だ。

「……まさか息子に直接、話を聞きたいとは」

「私も無関係ではいられませんから！」

　今、私はスプラウト騎士団長と一いつ緒しよの馬車に乗ってスプラウト伯はく爵しやく家のお屋敷へと向かっていた。目的はナヴルくんに貴族学院でのことを聞くためだ。

　スプラウト騎士団長とは以前から剣けん術じゆつを教えて貰うなど、付き合いがあった相手だった。私が冒険者として活動している時、各地の騎士団を助けたりした働きもあってか私に対して好意的な相手の一人だ。

　その好意につけ込むようなことをしたのは申し訳ないけれど、当事者から話を聞けるならそれに越こしたことはない。相手はユフィを糾弾した一人だ。どうしてユフィを糾弾しないといけなかったのか、それを直接聞いてみたかった。

「ナヴルくんの様子はどうなんですか？」

「……落ち着いているように見えますが、私の話には聞く耳を持たないといった所ですね」

　普ふ段だんは柔にゆう和わな雰ふん囲い気きのスプラウト騎士団長が、苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情を浮かべる。なるほど、まるで反はん抗こう期きだ。貴族の子息としてそれでいいのかと思わなくもないけど。

　でも、自分が正しいと思ってことを起こしたんだろうし、何とも反応に困ってしまう。

「……シアン男爵令嬢のお話って聞いてます？」

「えぇ。アニスフィア王女は陛下からお話を？」

「はい。父上からシアン男爵令嬢に同情的な者も多いとは……」

「どうやら息子もその一人のようです。どうしてそこまで視野が狭せばまっているのかと問い詰つめたい所ですよ。騎士団長の息子ということで、日々恥ずかしくない振る舞いを志していた筈なのですが……」

　スプラウト騎士団長の態度から、ナヴルくんに対しての感情は困惑と失望が感じ取れる。失望するってことはそれだけ期待していたってことだろうし、まさか自分の息子が婚こん約やく破は棄き騒そう動どうに加担するなんて思わなかったんだと思う。

「シアン男爵令嬢の境きよう遇ぐうにも同情すべき点はあるとは思うのですが……」

「えっと、シアン男爵令嬢って親が平民上がりの男爵なんですよね？」

「えぇ、それと……シアン男爵令嬢は生来貴族の娘むすめという訳ではないのです」

「え？　そうなんですか？」

「はい。ですが母親が貴族の血を引いている可能性は高いです。シアン男爵が冒険者時代に思いを交わし合った女性の忘れ形見なのだそうです」

「えっ、そんな事情があったんですか？」

「はい。偶ぐう然ぜん、シアン男爵が娘が孤こ児じ院いんで生活している所を発見して、そのまま家に迎むかえ入れたそうなのです。検査の際に魔法の才能があるとわかり、そのまま貴族学院に入学することになったのです」

「へぇ……それは、確かになんというか、複雑な経けい緯いですね……」

　つまりシアン男爵令嬢の母親が貴族の血を引いていた可能性があるってことなんだ。それは世せ襲しゆうの貴族にはウケが悪そうだなぁ。

「シアン男爵令嬢の母親も亡くなっており、真相はわかりませんが。ただ元平民の子でありながら魔法の才能があるというのも反感を買った理由かもしれませんね」

「なるほど。でも、元々そういう才能を国に取り込み直すための政策の筈なんですけどね。冒険者として活かつ躍やくした人を貴族として取り立てるのって」

　父上の父、つまり私のお祖じ父い様の代で行われた政策だ。私が生まれた頃にはお祖父様はお亡くなりになっていたので聞いた話でしかないけど。

　パレッティア王国の歴史は長く、貴族の血が平民に混じることも増えている。駆かけ落ちしたりとか、身分を維い持じできなかったりとか。だから潜せん在ざい的てきに平民の中にも魔法の素養を持つ者たちがいる。シアン男爵令嬢もそんな一人なのかもしれない。

「率直な意見を聞きたいのですけど、スプラウト騎士団長は今回の件、どのように思われますか？」

「どのように、とは？」

「揃そろいも揃って有力者の息子が一人の男爵令嬢に惑まどわされたことについてです。私はどうにもそこが釈しやく然ぜんとしなくて……」

「……調査の結果では、白としか言えません」

　釈然としない様子でスプラウト騎士団長はぼやくようにそう言った。

「シアン男爵令嬢が元々いた孤児院や、シアン男爵の妻の実家なども一通り調べましたが気になるような点はありませんでした」

「ふむ……陰いん謀ぼうの線はないと？」

「確実にそうとは言い切れませんが……少なくとも、シアン男爵令嬢に繋つながるものはないかと思います」

「そうなると、ますます不思議ですね……」

　本当に惚ほれたからって婚約破棄なんて騒さわぎを起こしたの？　それはそれでどうかと思うんだけど。もしそうだったとしたら、巻き込まれたユフィが不ふ憫びんすぎない？

　そんなことを考えていると馬車が止まった。スプラウト伯爵家の屋敷に到とう着ちやくしたらしい。

　私はスプラウト騎士団長のエスコートを受けて、スプラウト伯爵家の屋敷にお邪魔する。

「こちらがナヴルの部屋です」

「ありがとうございます、スプラウト騎士団長」

　部屋まで案内してくれた騎士団長に笑顔でお礼を告げる。さて、まずは挨あい拶さつからだね。そう思いながら、私は部屋の扉とびらをノックした。

「──誰だれだ？」

　すると中から尖とがった声が聞こえてきた。今にも牙きばを剥むいてきそうな不ふ機き嫌げんな声を聞いて、私は思わず息を漏もらすように笑ってしまった。なるほど、確かに反抗的みたいだね。なら私だって考えがある。意を決して私は勢い良く息を吸い込む。

「突とつ撃げきッ！　隣となりのお宅訪問ッ!!」

「ちょっとぉおおお!?」

　勢いのままに扉を思いっきり蹴けり破ってこじ開ける。隣で騎士団長がギョッとしているけれど気にしない！　意表を突つくには勢いが大事！

　部屋の中にいたナヴルくんは目を見開いて身構えていた。まるで賊ぞくが押し入ってきたかのような反応だった。よし、予定通り！　このまま押し切る！

「動くな！　私はアニスフィア・ウィン・パレッティア王女です！」

「は？」

「久しぶりだね、ナヴル・スプラウトくん！」

「…………え？　いや、あの……え？」

　どう反応したら良いのか、というように視線を彷徨さまよわせているナヴルくん。私の後ろでは騎士団長が頭を抱かかえているような気配がする。でも気にしない！

　そのまま呆ぼう然ぜんとしているナヴルくんと距きよ離りを詰め、両手を握あく手しゆをするように掴つかんで上下に振ふる。されるがままになっていたナヴルくんは、ようやく現実を認識したのか慌あわて出す。

「お、王女殿でん下か!?　えっ、えぇっ!?」

「うーん、良い反応。血を感じますね、スプラウト騎士団長！」

「何してくれてるんですか!?」

「如い何かに王族らしくない挨拶ができるか、意表を突いてみました！」

「理解ができない……！」

　私の返答に頭を抱えるスプラウト騎士団長。ナヴルくんはまだ信じられない、という顔で私を見つめている。ふふん、掴みは十分だね！

「ささ、あとは若い者でどうにかしますので。ご案内ありがとうございました！」

「えっ、ちょっ」

　再び壊こわさんばかりの勢いで扉を閉める。そうしてナヴルくんの部屋には彼と私が残される。実の父親がいると話し辛づらいこともあるでしょうしね。

「という訳で、お久しぶり。ナヴルくん！」

「え、あ、はい……ご無ぶ沙さ汰たしております……？」

　まだ衝しよう撃げきが抜ぬけきってないのか、気が抜けたような返答をするナヴルくん。

　ナヴルくんの容姿は騎士団長とよく似た色の深緑色の髪かみに淡あわい蜂はち蜜みつ色の瞳ひとみ。背は高くて線が細めだけど、頼たよりない感じはしない。まるで絵に描かいたような美形の騎士様だ。

　普ふ通つうの女子だったら放っておかない顔立ちだと思う。ナヴルくんの観察もそこそこにして私は本題を切り出した。

「今日訪ねてきたのは君に聞きたいことがあってね。謹きん慎しん中ちゆうとのことだったから強きよう行こう突とつ破ぱ……ごほん、連れん絡らくなしで訪ねてきたんだよ」

「……アニスフィア王女が、私に何を聞きたいと？」

　出会い頭の衝撃が抜けてきたのか、表情を引き締しめてナヴルくんが問いかける。警けい戒かいしているのが丸わかりだ。ナヴルくんとは仲良くできるほど話したこともないから仕方ない。たまに近衛騎士団で顔を合わせたことがある程度だし。

「単刀直入に聞くよ。どうしてナヴルくんはユフィリア・マゼンタを糾弾したのか、その真意を尋たずねたくてね」

　私の問いかけにナヴルくんの表情に苦々しいものが走るのがわかった。一気に私へ向けている気が尖っていく。謹慎されてる理由に触ふれれば当然の反応だと思う。

「誤解しないで欲しいんだけど、私は君を責めるつもりでここに来た訳じゃない」

「……何？」

「私がユフィを助手として引き取ったことはもう知ってるよね？　私がユフィの味方であることは否定しないけれど、だからといって私が君をどうこうしようという気はないよ」

「……その言葉を信用しろと？」

　信じられない、と言わんばかりにナヴルくんが吐はき捨てるように言い放った。私はそんなナヴルくんの態度に対して不敵に笑ってみせる。

「逆に聞くけれど、私の何が信用できるって言うの!?」

「それ自分で言うんですか!?」

　逆ギレ気味に言ってやると、ナヴルくんに理解できないと言うように叫さけばれた。すっかりペースを崩くずしてしまっているのを見て、私は畳たたみかけるように口を開く。

「いきなり話せって言うのも酷こくだとは思う。だけど、はっきり言って君の都合とかどうでも良いいの」

「どうでも良い……？」

「私は君たちの色いろ恋こい沙ざ汰たに纏まつわる感情は理解できないし、国を傾かたむけない程度には好きにすれば良いと思ってるよ。けれどユフィに関しては別だ。あの子は私が貰もらった。あの子が気に病むことなら解決してあげたいし、それに今回の件はどうにもひっかかる。だから詳くわしい話を貴方あなたに聞きに来たんだ。ナヴルくんだって納得いってないんでしょ？」

「……それは」

　私の言葉を受けてナヴルくんの表情にどんどんと苦々しいものが広がっていく。まるで感情を隠かくせてない時点で不満があると言っているようなものだった。

「ユフィへの不満だったら私が請うけ合ってあげても良い。どの道、暫しばらくはユフィは表おもて舞ぶ台たいには立てないだろうし、アルくんの婚約者としてまた召めし上げられることもない。少なくとも現時点では次の婚約なんて絶望的だし、彼女の未来は摘つみ取られたと言っても過言じゃない。それだけのことを起こされても、私には何が何やらさっぱりなんだよ」

　一度、そこで溜ため息いきを吐ついてからナヴルくんに視線を向け直す。改めてユフィの現状を口にすると酷ひどいものだと思う。だからこそ、私は知りたいと思ってしまう。

「学院内部のことは外部からはわからない。だから気になるんだよ。ナヴルくんたちが何を思って行動したのか。国を運営する者にとっては頭が痛い話だと思うけど、私は他人に迷めい惑わくをかけなきゃ好きにすればって思う。でも関わっちゃったから、話が聞きたいと思うのは自然じゃない？」

　私の問いかけにナヴルくんは何も答えない。ただ硬かたい表情を浮うかべ、鋭するどい目で私を射い貫ぬくように見ているだけだ。本当に、何がそこまでナヴルくんを頑かたくなにさせてるのかが私にはわからない。

「私には君たちが寄って集たかってユフィを陥おとしいれたようにしか見えない。もしかしたらシアン男だん爵しやく令れい嬢じようが国家転てん覆ぷくを狙ねらって、陰謀を巡めぐらせてたんじゃないかと疑ってさえいる」

「──レイニはそんなことを望んではいないッ！」

　私が口にした推測を否定するようにナヴルくんが怒ど鳴なった。けれど私は腐くさっても王女だ、流石さすがに自分の態度が不味まずいと思ったのか顔を顰しかめている。

「王族が相手だからって気にせず好きに発言していいよ？　言質取ったりしないからさ。私はただ君の本音を聞きたいんだ。私が知る限りアルくんは馬ば鹿かじゃないし、ナヴルくんだって愚おろかだとは思ってない。人は間ま違ちがいを犯すけれど、でも前まえ触ぶれもなく愚かになるなんて何があったのか気になると思わない？」

　アルくんは平へい凡ぼんかもしれないけど愚かではない。アルくんに求められていたのは個人の才能より、周りを上手うまく率いることができるかどうかだ。

　だから父上は学院でのアルくんの人心掌しよう握あくを期待していたと思うし、ユフィと上手くいくことを願っていた。こんなことになって一番残念に思ってるのは父上たちだろうけど、私も残念に思うぐらいの情は残ってる。

「私はユフィ側の話しか聞いてないし、そもそもユフィに非があるなら正されなきゃいけないって思ってる」

　私の言葉に、ナヴルくんが疑わしいと言わんばかりに睨にらんでくる。そんなナヴルくんを睨み返すように私も目に力を込める。

「私にとってユフィは素直で努力家の良い子だ。今後、貴族社会に戻もどれないぐらい名めい誉よに傷がついても助手としてなら困らない。ただ、この一件を放置してると良くない気もしてるんだ。だったらハッキリさせておきたいなって」

　私はナヴルくんに怯ひるまず、真まっ直すぐ視線を向けながらはっきりと言う。先に折れたのはナヴルくんだった。どこか気まずそうに視線を彷徨わせている。……これなら話を聞いても大だい丈じよう夫ぶそうかな？

「……立って話すのもなんですから、座りましょうか」

　諦あきらめたようにナヴルくんが椅い子すを引いたので、大人しく椅子に座る。私が席についてからナヴルくんも対面の席に座った。

「……正直、あまりに突とつ拍ぴよう子しもないことを言われて術中にはめられてる気がしますが」

「ははは、それはどうかな？」

　誤ご魔ま化かすように笑うと、ナヴルくんに疲つかれたような溜息を吐かれた。ちょっと悪いとは思うけれど、今回の一件ははっきりとさせておきたいからね。

「じゃあ本題。ユフィを糾きゆう弾だんしたのは貴方の意思だよね？」

「……そうです。私はレイニが不当な扱あつかいを受けていると聞き、同じようにそれを耳にしていたアルガルド様の提案で糾弾を決めました」

「アルくんが言い出したんだ。元からユフィとは上手くいってなかったんだっけ？」

「……アニスフィア王女がユフィリア嬢をどのように思っているか知りませんが、私から見れば彼女は冷たい人でした。完かん璧ぺきだからこそ、誰も寄せ付けない……そんな人ですよ」

「ふーん？　そんなにユフィって冷たかったの？」

「あくまで私から見れば、ですが」

　ナヴルくんから窺うかがうような視線を向けられる。ユフィが冷たいって言われてどう反応するのか窺っているんだろうな。

　正直、それはそれで良いんじゃない？　って思うけど。ユフィはいずれ王おう妃ひとして王族になっていた。必要以上の情を持つ必要はないと考えるならユフィの態度は正しいと思う。

「ナヴルくんのユフィの評価は気になるけれど、今はいいや。とにかく君たちはアルくんが主導になって婚こん約やく破は棄きをして糾弾した、と。……それで？」

「……それで、とは？」

　私の問いかけにナヴルくんが訝いぶかしげな表情を浮かべた。その返しに私は肩かたを竦すくめる。

「いや、それで君たちはどんな利益を得るつもりだったのかなって」

「利益、利益って……間違いを正そうと、私たちは！」

「そういうのどうでも良いから。この話題で正しいとかそういう言葉を持ち出さないで、感情論で話しても何も解決しないもの」

　激げき昂こうしそうになったナヴルくんに釘くぎを刺さしておく。間違いを正して正義を貫く。それは良い行いだと思う。でも、それはお話の中でだけ。政治の世界でやられると困ったことになる。それが感情論でしかないのなら尚なお更さらだ。

「私の言う君たちの利益っていうのは、ユフィがやった悪行を公表してレイニ嬢への不当な扱いを謝罪させ、レイニ嬢の立場を良くしたかったとか。これが利益と言えるかな？」

「……そう言われれば、そうなのかもしれません」

「なるほど。君たちがそれほど思い込んで行動したってことは、ユフィはよほど人の意見には耳を貸さない子なんだね？　そりゃ確かに冷たい」

　私の言葉にナヴルくんが戸と惑まどったような視線を向けてくる。いや、なに？　私は単純に事実の確認がしたいだけだよ。どんな発ほつ端たんがあって、どういう経けい緯いを辿たどったのか追つい及きゆうしたいだけなんだけど。

「アニスフィア王女は、ユフィリア嬢の味方ですよね……？」

「保護してる立場から言えば味方だけど。でもユフィに過ちがあるなら、それは正されるべきだと思うよ。実際、ユフィは情を持ちすぎないようにしてる節はあったし」

　正直、付け入る隙すきがなかったら嫌いやがられるとは思う。だから完璧なだけでは敵を作ってしまうのは仕方ない。それはユフィが今の状じよう況きようを招いた理由の一つだ。けれど、かといって隙を作って良いのかと聞かれると難しい。

　完璧であろうとすることは間違いじゃない。間違いがあるのだとしたら、完璧であることだけに拘こだわってしまったことだと私は思う。

「勘かん違ちがいしないで欲しいから言うけど、私がユフィを庇かばうのはアルくんが一方的にユフィを糾弾したからだよ。ちゃんとお互たがいが合意の上で話し合ってたら私なんて首も突つっ込んでないよ。あ、ごめん、会場には突っ込んだね……」

　あの偶ぐう然ぜんがなかったら、私はあそこまでユフィを庇ってたかわからない。野に放たれた才能が惜おしいって結局スカウトに行っていた可能性はなくもないけれど。

「そもそも、なんで君たちはユフィと話し合わなかったの？　ユフィってそんなに交こう渉しようを拒こばむぐらいに頑なだったの？」

　私の問いかけにナヴルくんが表情を変えるけど、その反応はどうも奇き妙みように感じた。まるでいきなり水をかけられたような、そんな唖あ然ぜんとした反応だった。

「……そ、れは。聞く耳を持たないと、思って」

「聞く耳を持たなかったの？　……もしかしていきなり糾弾したの？　警告もなしに？」

　私の問いかけにナヴルくんが表情を強こわ張ばらせて黙だまり込んでしまった。黙り込んでしまったナヴルくんを見て、私は呆あきれたように溜息を零こぼすのを抑おさえられなかった。流石にそれはおかしいと思わない方が不味いと思う。

「ナヴルくん、よく考えて欲しい。私から見ると君たちがやったことって、これから戦争するぞ、っていうのに宣戦布告もしないでユフィを罠わなに陥れたようにしか見えないんだよ」

「そんな大おお袈げ裟さな!?」

「貴族のプライドをかけたんだからそりゃ戦争と同じでしょ。ナヴルくんはいきなり貴方の行いに非があるから、お前を糾弾するぞ！　って言われたら、ただ黙ってるの？」

　私の指し摘てきにナヴルくんの顔色がどんどん悪くなっていく。口元を押さえて背を折り曲げている。違う、と小さく呟つぶやくような声が聞こえる。どこからどう見ても異常だった。

　ナヴルくんが落ち着くのを待つために口を閉じる。暫く何も言わずに俯うつむいていたナヴルくんだけど、のろのろと顔を上げて私を見る。

「……改めて聞かせてください。何な故ぜ、私に事情を聞きに来たんですか……？」

「何が起きて、何が問題だったのか知りたかっただけだよ。問題を起こしたのならば反省すれば良い。償つぐなわせなければならないのなら然しかるべき所に話を通す。𠮟しかる程度で笑い話にできるなら笑い飛ばすために。……私からも聞いて良いい？」

　すっかり大人しくなったナヴルくんが顔色が悪いままに、私の問いかけに頷うなずく。

「レイニ嬢に惚ほれてた？」

　ナヴルくんは強く瞼まぶたを閉ざした。記き憶おくを思い出そうとするかのように。

「……可か憐れんな子だと思いました。同時に儚はかなくて、守ってあげないと、って思ったんです。レイニは辛つらくても他人に気付かれないように微笑ほほえむ、そんな子でしたから。だから惚れてるかと聞かれれば、私は彼女に惹ひかれてたのかもしれません。それは否定できません……」

「……そっか。元々は貴族の子でもなかったんだっけ。それがいきなり貴族学院に入れられて困ってたら手を貸したくなるよね。レイニ嬢が良い子だっていうなら尚更だ」

　気持ちはわからなくもない。私だってその場にいたら手を差し伸のべたいって思えたかもしれない。でも、それでもナヴルくんたちのやったことは許されない。

「どうして力ちから尽ずくで解決することを選んだのかな？　それが私には理解できないし、君たちの失敗だと思う。あと、糾弾するってアルくんが言い出したんだよね？」

「はい……」

「それ、レイニ嬢は喜んだの？」

「え？」

　どこか呆ぼう然ぜんとしたままだったナヴルくんが、私の問いかけに弾はじかれたように顔を上げた。私は顔を上げたナヴルくんの顔を真っ直ぐ見つめながら問いを続けた。

「レイニ嬢は喜んだのって聞いたの。レイニ嬢はそうして欲しいって言った？　どうにも聞いてた印象だと、こんな形で解決して良かったって喜ぶ子には思えないんだけど」

　私の言葉にナヴルくんが凍こおり付いたように動きを止めてしまった。まるで魔法が解けてしまったかのように震ふるえだして、己の両りよう腕うでを掴つかむように縮こまってしまった。

「……私は、……俺、は……ただ、良かれと、それが、彼女のためになると……俺は、何をしたんだ……？」

　両手で顔を覆おおってしまったナヴルくんの独り言には私は何も答えない。当事者でない私には観測した事実しか言えない。もしかしたら、私が知らない視点で見れば正しくて良い結果に収まるように見えたのかもしれない。

　でも、私には上手うまく話が纏まとまるとはどうしても思えなかった。どう転ぼうとも失敗するしかないのに実行した時点で愚かとしか言えない。

「……恋こいの病は熱病によく似ているって言うよね。君のやったことは覆くつがえらないけど、君は病に侵おかされていた。それは同情の余地があるのかもね。私から言えるのはご愁しゆう傷しよう様さまってくらいだけど」

　流石さすがにこんな状態のナヴルくんを追おい詰つめるような言葉は言えなかった。するとナヴルくんが顔を上げて私を見つめた。力を失った瞳ひとみは所在なく揺ゆれている。

「……アニスフィア王女から見て、俺たちは間違っていましたか？」

「君たちが起こしたことの結果を、君自身がよく考えると良いと思う。恋の病の熱は血の気が引いて随ずい分ぶんと冷めたでしょ。視点を変えることは物事の追求には必ひつ須すの技能だよ」

「……厳しい人だ、貴方あなたは」

　すっかり肩を落として俯いてしまったナヴルくん。……これ以上いても彼が苦しいだけかな。ここが引き時だろう。

「最後に聞かせて。レイニ嬢は誰だれかを陥おとしいれたりするような子じゃないんだね？」

「……はい。俺はそう思ってます」

「そっか、なら不幸な擦すれ違いだったんだよ。もしくは全員、悪かったのかもしれないね。きっとナヴルくんだけが悪かった訳じゃないよ」

　席を立ってナヴルくんに背を向ける。聞きたいことは十分聞けた。後はナヴルくんがどうなろうと、私には何もしてやれない。せめて頑がん張ばれと、そう言うことしかできない。

　私が去ろうとするのを察したのか、顔を俯かせたまま、力ない声でナヴルくんが問いかけてきた。

「俺からも聞かせてください。……アニスフィア王女から見て、ユフィリア嬢はどんな人ですか？」

「ユフィは王妃にしかなれなかった子だったよ。王の支えとして、国を導く象しよう徴ちようになるために個人という我を殺した。だから冷たくなってしまった優しい子だ。王妃であることを背負おうとして、それ以外の道を選ぶことができなかった。そんな子だよ」

「……そう、ですか。ありがとうございます」

　背にかけられたナヴルくんの声に、私は振ふり向かずにこう告げた。

「これはお節せつ介かいだけど、どんなに致ち命めい的てきな失敗をしても子供に手を差し伸べてくれる親は意外といるもんだよ。そう感じたら話し合うことをお勧すすめするよ」

　ナヴルくんの返事は聞かない。扉とびらを開けて、部屋を出る。すると部屋の外で立ち尽つくしていたスプラウト騎き士し団長と目が合った。

　スプラウト騎士団長はなんとも言いがたい表情で私を見て、何も言わずに頭を下げた。

　そのスプラウト騎士団長の横まできた所で、私は足を止めて声をかけた。

「……スプラウト騎士団長、念のために忠告しておきますね」

「……忠告ですか？」

「なんとなく、嫌な予感がする。……当たらないと良いんだけど」

　それだけ言って私は口を閉ざした。スプラウト騎士団長も私に何か追及してくるようなことはなかった。

　そのまま私はスプラウト騎士団長の横を通り抜けるようにして入り口に向かっていく。何とも言えない、嫌な予感を胸に抱いだきながら。




　　　　＊　＊　＊




　──ナヴルくんの話を聞いてから、どうにも嫌な予感が消えなくなった。

　私は工こう房ぼうに入って自分の思考に沈しずむ。でも何度考えても答えは出ない。この嫌な予感を拭ぬぐうには情報が足りなかった。この嫌な予感は直感的なものだけど、その直感がどこから来るものなのかはっきりとしない。

（……レイニ・シアン男だん爵しやく令れい嬢じよう、か）

　まるで何かが起きそうな気配がする。だけど、手持ちの情報をどう纏めても明確にすることはできない。それがもどかしくてモヤモヤする。

　なんとかモヤモヤを払はらおうとしてみるものの、何の閃ひらめきも起きない。気分を入れ替かえるために息を吐はいて顔を上げると、目の前にユフィの顔があった。

「わぁっ!?　ユ、ユフィ!?」

「……ようやく気付きましたか。ただいま戻もどりました」

「お、おかえり」

　ユフィが気配を消していたのか、それとも私がまったく気配に気付かなかったか。とにかくユフィの視線が痛い。責めるようなジト目が私に向けられている。

「スプラウト伯はく爵しやく家に訪問してたそうですね？」

「……イリア、話したわね……？」

　黙っててよ、イリアめ。思わず誤ご魔ま化かそうとしたけれど、上手く言葉にできない。私が根負けをするように視線を逸そらすとユフィが深く溜ため息いきを吐ついた。

「隠かくしごとはしないでくださいって言いましたよね？」

「……話すことでもないかなぁ、って」

「何をしにスプラウト伯爵家に行ってたのですか？」

　隠すことは許さない、と言いたげなユフィの圧力を嫌いやでも感じる。私はその圧力に屈くつして口を割ってしまった。

「……シアン男爵令嬢のことについて聞きに……」

「……それだけですか？」

「あと、ユフィのことを何で糾きゆう弾だんしたのかって」

「……どうしてそんなことを急に調べ始めたんですか？　昨日、何かあったのですか？」

　ユフィからの問いかけに私は口を閉ざそうとした。けれどユフィは私と視線を合わせるために私の頬ほおに手を添そえ、自分の方に視線を向けさせる。ユフィの切実な目を見てしまえば流石に黙ってることができなかった。

「……父上に、その、シアン男爵令嬢の人となりを確かめるために近い内、召しよう集しゆうするけど、その場に同席するかどうか聞かれて……それで、どんな子なのか知ろうと思って……」

「私がわざわざ実家に帰っている間にですか」

「父上と、それから母上も気を遣つかったんだよ。ユフィの負担になるんじゃないかって……」

「……シルフィーヌ王おう妃ひ様まで。戻っていらっしゃったんですね」

　ユフィの手が私の頬から離はなれて、ユフィは額に片手を当てて俯きながら溜息を吐いた。

　私は気まずくなってしまって、視線を工房の中へ巡めぐらせてしまう。

「……私はそんなに頼たよりないでしょうか？」

「ユフィ？」

「確かに大だい丈じよう夫ぶとは言い切れません。……ですが私は貴方の助手です。助手でありたいと思っています。それなのに迷めい惑わくをかけているばかりで頼りにならないと。そう言われたみたいで少し悲しいです」

「ち、違うよ！　ユフィが頼りないんじゃなくて、ユフィを傷つけたくなかったんだ！　ただでさえショックだったでしょ？　なのに、ユフィを煩わずらわせたくなかったんだよ……」

　ユフィの言葉に思わず私は立ち上がり、彼女の肩かたに手を添えながら言った。すると私の手をユフィの手が掴む。そのまま両手で握にぎり締しめるように手を取られて、ユフィの胸元に抱かれる。

「それでも、それは私が背負うべき責任です。……アニス様が大丈夫だと思うなら私にも背負わせてください。置いていかれるのは、嫌なんです」

「……ユフィ」

　ユフィの手は僅わずかに震えていた。でも私に真まっ直すぐに向ける視線はとても必死で、強い光が満ちていた。

　本当に、この子は強くあろうとしすぎる。もっと弱くなっても良いいって思うのに。でもそうやって気を遣うことも、きっとユフィにとっては苦しいことなんだってわかる。それならユフィが望むようにするのが一番良いように思えてしまう。

「……隠そうとしてごめん」

「はい。お願いですから、一いつ緒しよに背負わせてください。私のことなんですから」

「うん、わかった」

　一歩距きよ離りを詰めて、ユフィを抱だき寄よせる。守られているばかりで納得しないことはわかってた筈はずなんだけど、婚こん約やく破は棄きの一件ばかりは直接言うのはどうかと思ってしまった。

　本人も言っていたけど、大丈夫とは言い切れないんだろう。それでもユフィが話して欲しいと言うのなら、黙だまっている方が不誠実だ。

「……上手く纏まったようですね」

「イリア」

　私とユフィの会話に一段落が付くのを見計らったようにイリアが工房の中へ入ってくる。私は思わずイリアにジト目を向けてしまう。ユフィには隠さない方が良かったと思い直したけど、イリアが言わなきゃ気付かれなかったのにという複雑な思いもある。

　私のジト目に気付いたイリアが無表情のまま、目だけを細める。

「お二人を思ってのことでございます。余計だったでしょうか？」

「いえ、助かりました。……アニス様、イリアも心配してのことだったのです。アニス様が何やら思い詰めているとのことだったので」

　……思い詰めてたのは本当だし、それで心配をかけてしまったのは私なんだから反論の余地がない。眉まゆを顰ひそめながらも、私は何も言うことができなくなってしまった。

「姫ひめ様があそこまでお悩なやみになられてるのも珍めずらしかったもので」

「何かあったんですか？」

「……あったと言えばあったけど、私も嫌な予感がするだけではっきりと言えないんだ」

「嫌な予感……？」

　ユフィが怪け訝げんそうな顔を浮うかべる。けれどイリアは違ちがった。無表情が少し崩くずれて嫌そうな顔を浮かべている。

「……姫様の嫌な予感ですか。それは実に不ふ吉きつですね」

「イリア？」

「姫様の嫌な予感というのは、本当に嫌なことが起きる前まえ触ぶれであることが多いのです。ただでさえ問題を起こす姫様ですが、その動機はだいたい善意です。そんな姫様の勘かんが何かを感じてると、それは悪意によるものがほとんどなのです」

「そうなのですか？」

「偶たま々たまだと思うんだけどなぁ……」

　私が嫌な予感を発揮する時は、確かに悪意による何かが動いている時だ。冒ぼう険けん者しやとして活動している時にも少なからずあった。不正のある依い頼らいだったりとか、依頼に隠された事件の気配だったりとか。私の嫌な予感は高確率でそういったものを当ててしまう。

　本当に危ないことを除いて私の勘に引っかかることが多いのは、主に魔法省のお偉えらい様からの私に対する妨ぼう害がいや嫌がらせとかだ。イリアの言う通り、悪意に反応していると言われても否定はできない。認めたくはないけど。

「……そうだとしても、私は何に嫌な予感を覚えてるんだろう？」

「姫様がわかってないんですか？」

「だからすっきりしないんだよ！」

「アニス様が話を聞いてきたのはシアン男爵令嬢のことですよね？」

　ユフィからシアン男爵令嬢の名前を聞くと少しだけ心配になるけど、あまり気にしないように話に応じる。

「そうだね、どういう子なのかなって。ただ、どうもそういう陰いん謀ぼうを企くわだてるような子じゃないと思うんだよね……」

「えぇ、私もそう思います。……シアン男爵令嬢は悪人だとは私も思えませんから」

「ユフィも？」

「私はシアン男爵令嬢の振ふる舞まいに苦言を呈ていしたことがありますが、本人も反省していたように思えます。決して注意を聞かない子ではなかったですし、一度言えば改善しようとしていたようにも見えました。むしろ下手に私が口を出すことでアルガルド様に睨にらまれることもあったので、それならば好きにさせた方が良いかと思ってたくらいですし……」

　ユフィの目から見ても悪い子じゃないのか、シアン男爵令嬢って。だから同情的な人も多い？　でも、だからってユフィが悪いってことにはならないんじゃないの？　どうにもそこが引っかかる。

「……情報が足りないんだよなぁ、シアン男爵令嬢の」

「嫌な予感はシアン男爵令嬢に感じているのですか？」

「……わからない。ただ、何か気持ち悪いんだよ。この状じよう況きようそのものが」

「状況そのものがですか？」

「それをはっきりと言えれば良いんだけど……あぁ、もどかしいなぁ！」

　はっきり言えることは、私はこの状況が何かおかしいと感じてる。でも、どこに違い和わ感かんを覚えているのかがはっきりしない。それがすっきりしなくて頭を悩ませてしまう。

「なんか、聞く限りのシアン男爵令嬢の人となりと状況が噛かみ合ってない気がする」

「……そう、ですか？」

「うん。そうなんだよ」

「どう噛み合ってないんでしょうか？」

「シアン男爵令嬢はユフィから見ても人の話を聞く子だし、複雑な境きよう遇ぐうがあって気を惹ひいてしまう所まではまだわかるよ。でも、そんな大人しい子を守ろうとするためにわざわざ婚約破棄に断罪まで持ち出す？」

「……それは、そう、なのでしょうか？」

「私はそう思う。アルくんも何考えてるんだかな……あぁ、もうすっきりしないな……」

　でき上がった状況に至る原因が掴つかみきれない。それが私のすっきりしない点だ。逆算をしてみようとしても、状況証しよう拠こからは原因まで辿たどることができない。まるで霧きりが掛かかっているように手に掴むことができない。それがどうしようもなく気持ち悪い。

「ひとまず、悩んでも答えが出ないようでしたら後回しで良いのでは？　嫌な予感がするのは確かなようですが、気を張っていては疲つかれるばかりでしょう」

「……うーん、それもそっか」

「そうですよ。まずはお休みを入れましょう、アニス様」

　イリアとユフィに揃そろって休むように言われたら断るのも良くないか、心配させてるし。

　しかし、状況は見えてきたけれど、そこに繋つながる原因がいまいちわからない。

　一体、この婚約破棄の裏に何があるんだろう。ただでは済まない気配がどんどんと強くなっていく。

　そして、その渦か中ちゆうにいるのは……アルくんだ。私と同じ血を引いた、私から縁えんを絶ってしまった弟。この国の王として次代を率いていかなければならなかった筈なのに。

（……本当に何やってんのよ、アルくん……？）

　胸に残っている懐なつかしい過去の残ざん影えいが、ちくりと胸を刺さすような痛みを私に感じさせた。その痛みを消し去るように私は首を左右に振って、意識の外へと追い出した。








２章　運命の少女









「お似合いですよ、姫様」

「……それはどうも」

　私はイリアによって化け粧しようを施ほどこされた自分を見てげんなりとしてしまう。シアン男だん爵しやく令れい嬢じようの謁えつ見けんの日はあっという間に訪れ、私もその場に参席するために王女らしい装いに着き替がえさせられていた。

　必要なことだとわかっていても着き飾かざるのは苦手だ。思わず憂ゆう鬱うつな溜ため息いきが零こぼれてしまう。

「アニス様」

「ユフィ」

　私の身支度が終わったのを確認したようにユフィが中へと入ってきた。ユフィはいつもの私服だ。今日はユフィはお留守番だからね。

「綺き麗れいですよ」

「お世辞は良いよ、それじゃあ行ってくるね」

「……私も本当は同席したいですが、私がいると話が拗こじれてしまいそうですから。離り宮きゆうでアニス様のお帰りをお待ちしております」

　不安そうな表情を浮かべながらユフィはそう言った。ユフィもシアン男爵令嬢のことが気になっているみたいだ。ただユフィの同席は私も反対だし、父上と母上が許すとも思えない。離宮で留守番をして貰もらうしかない。

「ちゃんと見極めてくるよ。何事もなければ良いんだけどね」

　先日から覚える嫌いやな予感ははっきりしないままだ。今日の謁見で違和感の正体がわかると良いんだけど。そのためにはシアン男爵令嬢のことをしっかりと見定めないと。

　見送ってくれるユフィを背にして、私とイリアは王城へと向かう。私たちが王城に着くと侍じ女じよが案内をしてくれて、控ひかえ室しつに通された。

　通された部屋は王族のための控え室だ。控え室には優ゆう雅がな姿勢で座り、お茶を飲んでいる母上が待っていた。反射的に踵きびすを返そうとして、イリアにがっちり肩かたを押さえられた。

「シルフィーヌ王おう妃ひ殿でん下か、ご無ぶ沙さ汰たしております」

「イリア、いつも娘むすめが迷めい惑わくをかけているわね。本当に感謝しているわ」

「勿もつ体たいないお言葉です」

　イリアが私の肩から手を離はなして一礼をする。母上はそんなイリアを満足げに見つめる。

「本当、アニスには勿体ない従者だわ。……彼女の献けん身しんを無む駄だにすることのないように、わかっていますね？　アニス」

「わかってますよ……」

「……まったくこの子は。アルガルドとは別の意味で頭が痛いわ」

　そんな心底呆あきれた様子で溜息を吐つかなくても。イリアにお世話になってる自覚はあるし、ちゃんと報いたいとは思ってる。数少ない私の味方だって言える人なんだから、もう身内のようなものだ。

「引退したいと思っても、貴方あなたたちがしっかりしてくれないと私もいつまでも引退できないわね……」

「えっ、母上、引退するつもりあったんですか!?」

　母上は絶対、生しよう涯がい現役だって思ってたのに。すると母上がジト目で私を睨んできた。

「当然です。いつまでも私が外交官の席に座っている訳にもいかないでしょう？　後進が育たないですし、私とていつまでも若い訳ではないのですから」

「……母上がそれを言いますか？」

　見る人によっては私と姉妹と間違われそうな母上が若くないって、正直に言って冗じよう談だんにしか聞こえない。外交官はともかく、武人としては生涯現役でしょ、母上。

「……あら、アニスは随ずい分ぶんと私が若いと思ってくれてるみたいね。嬉うれしいわ、そんなに母と手合わせしたいと思ってくれているのかしら？」

「そんなことはございません！　後進を育てることも大切ですからね！　母上のお考えは素晴らしいものかと思います！」

「そうやってすぐ言い訳をするぐらいなら、相手の反応を考えてから喋しやべりなさい。貴方が王位継けい承しよう権を放ほう棄きしようとも王族の一員であることは変わらないのです。上に立つ者として相手の反応を窺うかがい、相手に合わせた反応をして見せるのも必要なことなのですよ。聞いているのですか、アニス！」

　ひぃぃい！　なんで顔を合わせる度に説教されないといけないの、理り不ふ尽じんだ！　助けを求めるようにイリアを見たけれど、私と目を合わせようとしないし！　薄はく情じよう者もの！

「これからシアン男爵令嬢の人となりを見極めなければならないというのに……わかっているのですか？　アニス」

「うぅ、わかってますよ……」

「……それで、貴方の勘かんは働いてますか？」

　母上からの問いかけに私は拗すねていた表情を真顔に戻もどす。ここからは真しん剣けんな話のようだ。

「少なくとも、シアン男爵令嬢には何の思おも惑わくもないんじゃないかと思います」

「なるほど。それでも勘には引っかかっているのね？」

「はっきりとはしませんが」

「貴方の勘は馬ば鹿かにできたものではありませんからね。私でも気付かないこと、考えつかない視点は貴方の武器です。何か些さ細さいなことでも気付いたら警けい戒かいなさい」

「母上はどうお考えなのですか？」

　私の問いかけに母上が僅わずかに目を細めて私へと視線を返す。プライベート抜ぬきとなれば私が母上に怯おびえるようなことはない。これは必要な会話だから萎い縮しゆくしている場合じゃない。私と視線を合わせたのも一いつ瞬しゆん、母上は視線を逸そらして答えを返す。

「私にはわからないわ。けれど、何かが起きているのは事実です。貴方のような勘が働いている訳ではないですが、用心するに越こしたことはないと思っています」

「……なるほど」

　私の違和感は本当に直感だけど、母上は人生経験から何か違和感を抱いだいてるみたいだ。それは多分、父上も同じだと思う。だからわざわざ謁見の場を整えたんだろうし。

「こう言ってはなんですが……貴方を参席させるべきだと思ったのは、貴方にはその直感があるからです」

「母上？」

「貴方は突とつ拍ぴよう子しもない破は天てん荒こうな娘ですが、信しん頼らいしていない訳ではありません。何か気付いたらすぐに知らせるように、良いですね？　決して先走ってはいけません」

「……はい、母上。ありがとうございます」

　正直に言うと母上を苦手に思うこともある。でも嫌きらいだとは思えない。厳しくて、勝てないなって思う相手だけれど、私のことは少しでも認めてくれてる。ちゃんと母親なんだと実感できる。だからこそ頭が上がらない。

　そして家族だからこそ、私ができることで助けになれるならなりたい。ユフィのためでもあるし、シアン男爵令嬢がどんな子なのかしっかり見定めないと。

「──シルフィーヌ、アニスフィア。時間だ」

　ドアがノックされ、中に入ってきたのは父上だった。私と母上を呼びに来たらしい。

　私は控え室にイリアを残し、そのまま家族で揃って謁見の間へと向かった。謁見の間にいる人数は最小限で、護衛もスプラウト騎き士し団長を始めとした父上の腹心ばかりだ。

　流石さすがに場の空気を読んで、王族として恥はずかしくないように背筋を伸のばしながら待っていると二人の人物が謁見の間に通された。

　一人は大男だ。濃こい茶ちや髪ぱつにぎらりとした鋭するどい灰色の瞳ひとみが特とく徴ちよう的てきで、体たい躯くはがっしりとしている。その姿は圧巻の一言だ。

　そんな大男が貴族風の格好をしているのだから、失礼ながら場ば違ちがいな装いに見えてしまう。彼がドラグス・シアン男爵、元々冒ぼう険けん者しやだと聞けば納得の風ふう貌ぼうだ。

　そしてシアン男爵の一歩後ろを歩くように入ってきたのは、婚こん約やく破は棄きの場面でアルくんの隣となりにいたご令嬢──レイニ・シアン男爵令嬢だった。

　艶つややかな黒くろ髪かみに伏ふし目めがちの灰色の瞳。シアン男爵の隣に並ぶと華きや奢しやであることが目立つ。見た目はとても儚はかなげで、気落ちしたような顔は憂うれいに満ちている。正に薄はつ幸こうの美少女と言うのが似合う女の子だ。

「シアン男爵。そしてその娘、レイニよ。よくぞ参った」

　跪ひざまずいたシアン男爵とレイニ嬢に父上が声をかける。跪いたままのシアン男爵は緊きん張ちようしきった様子で、見ているこちらが気の毒になってしまいそうだった。あんなに大きな身体からだが小さく縮こまっているようにさえ見える。

「面を上げよ、発言を許す」

「はっ！　この度は我が不ふ肖しようの娘が大変なご無礼を！　どうか、どうかご寛かん恕じよを！」

　よほど必死だったのか、顔を上げて良いと言われてもシアン男爵は深々と頭を下げたままで、今にも土下座でもしてしまいそうだ。更さらには、その体格に見合った声を張り上げて懇こん願がんするように慈じ悲ひを乞こい始める。

　そんなシアン男爵の様子に父上は少しだけ眉まゆを寄せたものの、すぐに表情を戻す。そしてもう一度、シアン男爵に頭を上げるように促うながした。

「落ち着け、シアン男爵。此こ度たびの席を設けたのは真実を詳つまびらかにするためだ。真実がわからぬまま、誰だれかの罪を責めるつもりは毛頭ない。まずは気を楽にせよ」

「……はっ、失礼致いたしました。陛下のお言葉、大変染み入ります」

　表情は緊張したままだけど、シアン男爵はようやく顔を上げた。どう見ても憔しよう悴すいしてるのがわかる。立場を考えればシアン男爵も辛つらい立場だ。父親の苦労という点では父上とは変わらないのかもしれないけれど。

　そんなシアン男爵に悪い印象は感じなかった。シアン男爵の態度から、親の教育が悪かったという線も私の中で消えた。そう思いながらシアン男爵からレイニ嬢へと視線を向ける。未いまだ跪いたままのレイニ嬢の表情は見えない。

「アルガルドとユフィリアの婚約破棄に関しては元より難航していた面もあった。そんな折にアルガルドがそなたの娘に近づき、情を交わしたとこちらは認識している」

「じょ、情などと……身分を考えればとんでもないことでございます。妾めかけならまだしも、まさか正当な婚約者を押しのけてなど娘は考えておらず……」

「では、アルガルドが一方的に言いよったと？」

「そ、そうは言いませぬ！　確かにレイニは養子ということもあり、貴族としての教育が不十分な面がございました。その不備故、学院では王子の手を煩わずらわせることもあったようですが、その援えん助じよに感謝こそあれど情を交わしていたという訳では……」

「しかし、アルガルドはレイニ嬢じようのために義ぎ憤ふんに駆かられて婚約破棄と弾だん劾がいに踏ふみ切ったのだ。これは事実ではある。そこに情がないとは私には思えんな」

　父上の言葉にシアン男爵は恐きよう縮しゆくしきった様子で肩を縮こまらせてしまっている。父上は視線をシアン男爵からレイニ嬢へと移した。

「レイニ・シアン。面を上げよ」

　父上に促されて、ゆっくりとレイニ嬢が顔を上げる。今にも消えてしまいそうな儚さ、表情に緊張こそあれど感情の色は見えない。その瞳は虚きよ無むを流し込んだと思えてしまうほど、光が感じられない。

　改めて見ればなんとも愛らしいお嬢様だ。この儚げな雰ふん囲い気きが消えて微笑ほほえめば男なら目を奪うばわれるというのも納得できる。ユフィとは毛色が異なる美少女だ。ただ正直に言うと表情も相まって人とは思えない。人形だと言われても一瞬信じてしまうかもしれない。

「発言を許す。率直に問うが……お主はアルガルドと情を交わしていたのではないか？」

　父上が問いかけると、注目がレイニ嬢へと集まる。そんな中でレイニ嬢は口を開いた。

「──いえ」

　その声があまりにも綺き麗れいで一瞬耳を疑った。たった一声でこの場を支配されてしまったような錯さつ覚かくに陥おちいるほど、するりと耳に入り込んでくるような声だった。

「とんでもないことでございます。私はとてもそのような身に余ることは考えておりません。アルガルド様を好ましく思っていた、と言わなければ嘘うそにはなります。ですが決して王家の未来を暗あん澹たんとさせるようなつもりはまったくございません」

　朗々と語る声に誰もが聞き入る。レイニ嬢の瞳を伏せる仕草も、僅かに息をつくために震ふるえた唇くちびるの動きさえ見み逃のがせないと言わんばかりに。

　どれだけ沈ちん黙もくが続いただろうか。レイニ嬢の空気に飲まれていたのか、気を取り直したように肩かたを跳はねさせた父上が咳せき払ばらいをする。

「……そうか。そなたの言葉に嘘はないようだ」

　場が纏まとまるように穏おだやかな空気が流れ始める。──一方で、私は違い和わ感かんに襲おそわれていた。

（気持ち悪い……）

　まるで薄うすい膜まくが張られたような、そんな感覚が広がっていく。誰も父上に何も言わず、仕方ない、と言うように視線を下げている。あの母上ですらもだ。

　誰もがレイニ嬢は悪くない、と。そう認めていくかのようにその空気が広がっていく。そんな空気に違和感がだんだん強くなって、気持ち悪くなっていく。
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　すると、唐とう突とつに〝背中〟に熱が走った。背中から生まれた熱が全身を駆け巡めぐり、熱によって刺し激げきされた身体がむず痒がゆくなってしまった。そして、その疼うずきが自分の意思とは別に身体を勝手に動かした。

「──ブェックションッ!!」

　私のくしゃみが場を沈黙させた。視線はレイニ嬢から私へと集中する。認識に膜を張るような違和感が消え去った代わりに、私へと冷たい視線が次々と突つき刺ささっていく。

（……あ、やばい、母様が凄すごい笑顔だ。これは後で死ぬかもしれない）

　母上は今にも私の首を飛ばしそうな圧を笑顔でかけてきている。父上は大きく肩を震わせているし、シアン男爵は目を丸くして私を見ている。

　そしてレイニ嬢も驚おどろきにぽかんと口を開けていた。誰もが身動きができない中で動いたのは父上だった。

「……アニスよ……お前という奴やつは……どこまでも……！」

「ち、ちが！　父上！　発言をお許しください！　このアニスフィア、進言したいことがございます！」

「弁明なら聞かぬぞ！」

「違うのです！　どうかお時間を頂きたく！」

「えぇい、鼻でもかみたいのか！」

「ふざけている訳ではなく、真面目な話です！」

　私の訴うつたえに怒いかり心しん頭とうだった父上も、何か違和感を覚えたのか私を真まっ直すぐ見み据すえてくる。私も父上に真っ向から視線を向けて、まずは息を整える。

「父上、まずは人ひと払ばらいをお願いできますか？」

「何だと？　何をするつもりだ、アニス」

「レイニ嬢に少しばかり尋たずねたいことがあります。これは彼女の尊厳に関わる可能性がありますので、できるだけ人を減らした状態で確認したいのです」

「えっ……？」

　私の申し出に一番早く反応を示したのは、私に名前を出されたレイニ嬢だった。まったく話が掴つかめていないのか、レイニ嬢は王女である私から名指しされたことで顔を青ざめさせているように見える。

「……何か気になることがあったのか？　アニスよ」

「はい、父上。この国の王女として聞く必要があることだと進言させて頂きます」

「……むぅ」

　普ふ段だんはあまり使わない自分の立場を前面に押し出して父上に進言する。すっかり疑いを晴らしつつあった父上は、私が一体何を気にしているのかわからないという顔をしていて、判断に迷っているようだった。

　そんな父上の背を押したのは母上だ。母上は引き締しめた表情で私を見つめながら父上の背にそっと手を置いた。

「よろしいでしょう、陛下」

「シルフィーヌ……？」

「私はアニスの直感を信じます。この子がここまで言うということは何かを掴んでいるのかもしれません。真しん偽ぎをはっきりさせるのは、その後でも良いでしょう」

　母上の言葉に父上は眉を寄せた。私とレイニ嬢を交こう互ごに見つめ、小さく唸うなり声を上げている。父上が決断する前に、前へと進み出たのはシアン男爵であった。

「お、お待ちください、アニスフィア王女！　娘むすめは本当に何も企たくらんでなど……！」

「落ち着いてください、シアン男爵。私はレイニ嬢を責めたり咎とがめたりするために話を持ちかけている訳ではありません」

「ですがっ！」

「私をどうか信じて頂けませんか。彼女に危害を加えるつもりは一切ございません」

　いつもだったら私の言葉なんか信用できないと難なん癖くせをつけられるかもしれないけれど、今回は王女の肩かた書がきを盾たてにしてでも確認を取らなきゃいけない。母上が真っ先に私の判断を信じてくれたのは正直、助かった。

　唐突な私の申し出に謁えつ見けんの間に集まった誰もが小声で囁ささやき合っている。あまり肯こう定てい的てきな空気ではないけれど、真っ先に母上が私の背を押したことで言うに言いづらい状じよう況きようになっているようだった。

「アニスフィア王女殿でん下か、些いささか急な申し出に過ぎるのではありませんか？」

「……シャルトルーズ伯はく爵しやく」

　その中で唯ゆい一いつ、前に進み出て私に苦言を呈ていしてきたのは恰かつ幅ぷくの良い銀ぎん髪ぱつの男性だった。彼こそ、魔ま法ほう省の長であるシャルトルーズ伯爵だ。大きく出た腹を重たそうに撫なでている。その腹の膨ふくらみは年ねん齢れいの積み重ねか、日々の運動不足か。もしくはそれだけ富豊かな生活を享きよう受じゆしているのか。率直に言えばだらしない体形だ。

　パッと見は穏おだやかそうには見えるけど、それは見てくれだけ。昔からこの人には嫌いや味みの限りを言われてきたし、互たがいに不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵だと思っている。それでも魔法省の長官という、相談役としての地位がここに彼をいさせている。

　シャルトルーズ伯爵は謁見の間にいる者たちを見回すようにした後、発言を続けた。

「か弱いご令嬢を問い質ただすために人払いをしようなどと、怯おびえるなという方が無理なのではございませんか？」

　いかにも嫌味ったらしい言い回しに私は笑顔の仮面を貼はり付つけて応じた。

「シャルトルーズ伯爵の仰おつしやることは理解しております。しかし、どうにも私以外に気付いた者がいらっしゃらないようなので声を上げさせて頂きました。もし、それが間ま違ちがいであれば私は彼女にあらぬ嫌けん疑ぎをかけてしまいかねません。王族による嫌疑など、それこそ衆目に晒さらしてはならぬものでしょう。故にレイニ嬢と直接お話をさせて頂ければと思っての申し出です」

「嫌疑？　アニスフィア王女殿下、貴方あなたはシアン男だん爵しやく令嬢をお疑いになっていると？」

　シャルトルーズ伯爵の視線が細められて、私を射い貫ぬかんばかりの圧力をかけてくる。その圧力に負けぬように腹に力を込めて、私は胸を張る。

「私の申し出に何か不服でも？　シャルトルーズ伯爵」

「……いえ、何な故ぜ貴方様がそこまで頑かたくなにレイニ嬢と直接話すのを望むのか疑問なだけですよ。まさか、ご自分が保護したユフィリア嬢のためにレイニ嬢を脅おどすのではないかと」

　……場の空気が一気に冷えた。一番冷えたのは、きっと他でもない私でしょうね。

「──言いたいことは、それだけでございましょうか？　シャルトルーズ伯爵」

　自分でもおかしくなってしまいそうなぐらいに冷え切った声。ぐつぐつと腹の奥底から沸わいてきそうな怒りに比例して、頭は冷えていく。

「仮にも王族としてこの場に参席している私が、そのような振ふる舞まいを為なすと。そうお考えになっていると受け取ってもよろしいのですね？　シャルトルーズ伯爵」

　私の問いかけにシャルトルーズ伯爵の眉まゆが一いつ瞬しゆん上がる。あえて王族であることを強調して言ったのは、それが王家の者に対して向ける言葉で良いのかという最終確認だ。

「……いえ、アニスフィア王女殿下は情に厚い御お方かたですが、判断を誤られる可能性もあると思っての忠言でございました」

「ならば不要な心配です。この場において私の役割は真実を導き出すことです。そのために誰だれにも肩かた入いれなど致いたしません。改めてレイニ嬢じようへ危害を加える、脅きよう迫はくをするなどの真ま似ねはしないと精せい霊れいに誓ちかいを立てましょう」

　拳こぶしを握にぎり、心臓の上に置くようにして宣言する。魔法省の長官であれば、精霊への祈いのりまで加えたこの宣言を無下にすることはできない筈はず。案の定、シャルトルーズ伯爵の顔がわかりやすく歪ゆがんだのが見えた。

「ここまで王女殿下に言わせたのだ。ならば我々は下がるべきではないか？」

「マゼンタ公爵……」

　険悪な空気になりつつあった場を取り成したのはグランツ公だった。一度、私に視線を向けてからグランツ公は父上へと視線を向けた。

　グランツ公に視線を向けられたことで父上もようやく考えが纏まったのか、私を見てから周囲へと視線を回した。

「私が許そう。アニスとレイニ嬢の会話の場を設けよう。故に皆みなは一度、下がれ」

　父上がはっきり宣言したことで集められた臣下たちは静まり返った。そして一人、また一人と一礼をして謁見の間を去っていく。最後の方まで残っていたシャルトルーズ伯爵も何も言わずに謁見の間を去っていく。

「わ、私も同席させてください！　アニスフィア王女殿下！」

　私の下まで進み出て跪ひざまずいたのはシアン男爵だ。人が少なくなったことで前に出ることができたのか、必死な様子で私に頼たのみ込んでいる。

　そんな父の背を不安げに見つめているレイニ嬢が見える。私はそっと息を吐はき、シアン男爵と目線を合わせるように膝ひざを突つく。

「シアン男爵、私は本当に貴方の娘に危害を加えるつもりはありませんから。だから信じて外で待っててくれませんか？」

「……ッ、ですが……！」

「シアン男爵、それ以上は流石さすがに無礼というもの。私と共に下がりましょう」

「マゼンタ公爵……」

　シアン男爵を咎めたのはグランツ公だった。流石に公爵にまで言われて縋すがることはできないと悟さとったのか、シアン男爵は悔くやしげに黙だまり込んだ。グランツ公に促うながされて謁見の間を後にするまでの間、不安げにレイニ嬢を見つめていたのが印象的だった。

　そうして人が去った後、残されたのは父上と母上、そして私とレイニ嬢だ。レイニ嬢は今にも倒たおれてしまいそうなほど、顔を青ざめさせて震ふるえている。その様子を窺うかがった私は父上と母上に視線を向ける。

「すいません、父上、母上。まずは別室で確認を取りますので、それまでお待ち頂いてもよろしいですか？」

「私たちもですか？」

「お願いします。イリアは同席させますので」

「……わかったわ。貴方の懸け念ねんが晴れ次第、私たちを呼ぶように。良いですね？」

　母上の念押しに私も応じるように頷うなずいてみせる。それから私はレイニ嬢へと歩み寄る。私が傍そばに来たことで、レイニ嬢は怯えたように私を見つめた。

「初めまして、レイニ嬢。怖こわがらないで、とはとても言えないけれど……まずは私に付いてきて欲しい。貴方のためだと思って、ね？」

「……はい」

　震えを押し隠かくすように、小さな返事をしてレイニ嬢が頷く。私は彼女の震える手を取り、エスコートをするように謁見の間を後にする。向かうのはイリアが待機している王族控ひかえ室しつだ。

　私に手を引かれている間、レイニ嬢は可哀かわい想そうに思えるほどに身体からだを震わせていた。そんなレイニ嬢を気き遣づかいながらも王族の控え室へと入る。

「……姫ひめ様？　どうなさったのですか？」

　控え室で待機していたイリアが怪け訝げんそうな顔を浮うかべて私たちの方へと寄ってきた。

　私がレイニ嬢をエスコートしているのに気付くと、その表情は更さらに困こん惑わくしたものに変わっていく。

「ちょっと、ね。レイニ嬢、まずは座ろうか」

　こくり、とレイニ嬢が頷いたのを確認してから彼女を椅い子すへ座らせる。かたかたと身体の震えが椅子を鳴らしてしまっていて、レイニ嬢が緊きん張ちよう状態にあるのが嫌でもわかってしまう。イリアもそんなレイニ嬢が可哀想に思えたのか、眉を寄せたままだ。

「突とつ然ぜんごめんなさいね、どうしても確認したいことがあって」

「確認……ですか？」

「少し貴方のことを調べさせて欲しいの」

「……あの、私、本当に何もしてないです……！」

　顔色を青くさせてレイニ嬢が首を左右に振っている。正直言って、彼女の精神的負担が大きいのはわかっている。けれども頷くことはできない。

「その証明をするために私を信じて欲しい。……あぁ、いや。信じて貰もらえないのは承知の上なんだ。これは王女からの命令だと思って従って欲しい」

　王女の命令、と。その言葉にレイニ嬢が身を縮こまらせてしまった。私に向ける瞳ひとみが涙なみだに濡ぬれ、恐きよう怖ふに歪んでいく。

「不ぶ躾しつけなのはわかってる。後で幾いくらでも謝る。でもここでハッキリさせないと貴方の立場が不利になると思って」

「……そんな……」

「返事ははいだけよ。いいわね？」

「……はい」

　絶望したような声を漏もらしてレイニ嬢が俯うつむいた。そして彼女の背中側に回り、そっと背中に触ふれる。

「ひゃっ、な、なにをっ？」

「黙って。何もしないから」

「で、でも……」

　レイニ嬢の反応は無視。ゆっくりと指先を彼女の身体をなぞるように這わせる。背骨をなぞり、肩かたから腕うでへと順番に指を這わせて意識を集中させていく。

「……失礼」

「ひゃぁ!?」

　次に手を回したのは彼女の胸。可愛かわいらしい悲鳴を上げたレイニ嬢を動かないように後ろから押さえつけながら胸に指で触ふれていく。

「……なるほど。もういいよ」

　後ろから拘こう束そくしていた手を解ほどき、レイニ嬢を解放する。レイニ嬢は自分の身体を抱だき締しめて、涙目で私を見上げていた。溜たまった涙は今にも零こぼれ落ちてしまいそうだ。

　必要なことだったとは言え、確認するために胸を触さわったことで危機感を煽あおってしまったらしい。少し気まずくなりながらも私は息を吐く。

「レイニ嬢、今からかなり突とつ拍ぴよう子しもないことを聞くね」

「……なんですか……？」

　警けい戒かいするように身を抱き締めたまま、私の問いを促すように返事をする。私はなんとか言葉を選ぼうとするけど、結局どう聞けば良いかわからず直球で聞くことにした。

「──貴方、自分が〝魔ま法ほう〟を使ってる自覚がある？」

「……ぇ？」

　予想していなかった、と言うようにレイニ嬢が呆ほうけたような声を上げた。何を言っているのかわからないと言うように首を左右に振っている。

「……そっかぁ、無自覚か。これはとんだ〝厄やつ介かい事〟だ……」

「えっ、あの、私、魔法なんか使って……」

「意識してないの？　貴方、魔法で私に〝精神干かん渉しよう〟をしようとしてたんだよ？」

「…………え？」

「というか、今もかな。ぞわぞわするし。多分、あの謁えつ見けんの間にいた人たちにも同じ魔法をかけてたと思うよ。ただ、正直普ふ通つうの魔法じゃないんだよね、これ」

「えぇ……!?　わ、私、し、知りません！　何もしてません！」

　最も早はや、顔が青どころか白にまで行きそうなレイニ嬢が首を左右に振る。今にも狂きよう乱らんしてしまいそうなレイニ嬢の両りよう肩かたに手を置いて、なんとか座らせたままにする。

「うん、わかった！　レイニ嬢が自分の意思で使ってる訳じゃないってわかったから！　原因もなんとなくわかったから！」

「原因……？」

「レイニ嬢。貴方あなた、多分だけど普通の人間じゃない」

　何を言われたのかわからないというようにレイニ嬢が動きを止めた。灰色の瞳がはっきりと見開かれ、目に溜まっていた涙が落ちていく。

「……ふ、普通の、人間じゃ、ない……？」

「姫様、どういうことですか？」

「これが私が人ひと払ばらいをさせた理由なんだけど、当たって欲しくない予感が当たっちゃったなぁ……あのね、レイニ嬢。落ち着いて聞いてね？　貴方の心臓にね──〝魔石〟と思わしきものがあるんだよ」

　私の告げた言葉に今度はイリアまで動きを止めてしまった。二人の表情が驚おどろきに彩いろどられていくのがよくわかる。

「ま、魔石って……え？　なんで……？」

「……それは、つまり、彼女は魔物なんですか……？」

　レイニ嬢が恐怖と困惑で顔を引き攣つらせ、イリアは驚きよう愕がくの表情のまま呟つぶやきを零している。

　そう、本来であれば魔石を持っているのは魔物だけ。人間が魔石なんて持ってる筈ない。

　つまりレイニ嬢じようは人間ではない可能性がある。でも、それはあり得ないことだ。だから二人の驚きもわかる。私だって驚いてるんだから。

「私が気付けたのも偶ぐう然ぜんだよ。偶たま々たま、レイニ嬢の魔法に抵てい抗こうできる術を自分に施ほどこしてたの。でも狙ねらってやってる様子がないってことは、多分レイニ嬢も自分の体内に魔石があるなんて気付かなかったんでしょ？」

「そ、そんな……わ、私……に、人間じゃ、ないんですか……？」

「わからない。まだはっきりとしたことは言えない、だから人払いをさせたんだ。貴方への誤解を増やさないために」

「……私のために……」

　ここでレイニ嬢は私への疑いが晴れてきたのか、私が危害を加えるつもりはないとわかってくれたのか、力を抜ぬいて落ち着いた様子を見せてくれた。

「うん。どうやら、貴方の持つ魔石の力は人の精神に働きかけるものみたいなんだ。恐おそらくは自分に対して好意的にさせるというか、保護欲よくをそそらせるというか……わかりやすく言っちゃうと〝魅み了りよう〟の力があるんじゃないかと思う」

「……魅了、ですか？」

　レイニ嬢が目を見開いて、私の言葉に呆ぼう然ぜんと相あい槌づちを打つ。私も大きく頷いてみせた。

「そう。もし、それが本当にそのままなら私の違い和わ感かんにも納得が行くんだ。誰だれも彼もレイニ嬢の味方をしたくなるのは、その魅了の力に中あてられてレイニ嬢を守らないとって誘ゆう導どうされてしまった結果なんだとすれば……」

「──そうなんですか!?　私が人に、変に思うほど好かれてしまうのはちゃんと原因があったんですか!?」

　突然レイニ嬢が切せつ羽ぱ詰つまった様子で私に掴つかみかかってきた。私はレイニ嬢を受け止めながらも、目を白黒とさせてしまった。

「レ、レイニ嬢？」

「どうなんですか!?　私、いつも、そんな魅了の力なんて使ってたんですか!?」

「いや、それは流石にわからないけど……無自覚だったなら、その可能性は高いかもしれない……」

　私の答えを聞くと、レイニ嬢はまた力を失ったようにすとんと椅子に座ってしまった。魂たましいが抜けたように呆けているレイニ嬢の両目から涙がボロボロと落ちていく。

「わ、わた、私……昔から……人に、好かれるんですけど……でも、それで、皆みんな、意地悪になったり、裏切ったりとか……い、虐いじめられて……それが、ずっと怖くて……あまり、人に好かれないようにしようって、目立たないようにしよう、って……！」

　しゃくり上げながら、両手で顔を覆おおって泣き出してしまうレイニ嬢に私はどうしたらいいのかわからず困惑してしまう。しかし、私が動くよりも先にそっとイリアがレイニ嬢の肩を抱くように手を添そえる。

　イリアが肩を抱くと、レイニ嬢が堪こらえきれないというように大きな声を上げて泣き出してしまう。あまりの悲痛さに私も眉まゆを顰ひそめてしまいそうになる。よっぽどレイニ嬢にとって大きな悩なやみだったんだろうとは思う。

　……しかし、イリアがそこまで人を気にかけるなんて、ちょっと意外。イリアも自然とそうしてたみたいだし、魅了の影えい響きようの大きさに戦おののく。レイニ嬢の力は間ま違ちがいなく本物だ。

（いや、しかし、危なかったわね……）

　レイニ嬢の身体には魅了の力があると思われる魔石が宿ってる。私がレイニ嬢の力に気付くことができたのは偶々、事前にティルティと共同で研究して、経過観察していたものがあったからだ。それがなかったら私も魅了にやられてたかも。

（……危なかったなぁ、タイミング的にはギリギリだよ）

　父上どころかあの母上ですらも気付いてなかった。それなら貴族学院に通っている生徒が魅了をかけられた所で気付く筈はずがない。どう考えてもレイニ嬢の力は危険すぎる。このまま放置されていたらどうなっていたことか。

「……姫ひめ様」

　レイニ嬢の背中を撫なでながらイリアが私に視線を向ける。このままにはしておけないけれど、どうしたものかな。まずは父上たちに話さないと……。

　それからレイニ嬢が落ち着くのを待ってから、イリアに父上と母上を呼びに行って貰う。目を真っ赤に腫はらすほど泣きじゃくっていたレイニ嬢も、今は鼻をすんすんと鳴らしながらも落ち着いた様子で大人しく座っている。

「……落ち着いた？」

「……取り乱して申し訳ありませんでした」

「いいよ。……いきなりこんなこと言われても、冷静じゃいられないでしょ？」

「はい……でも、なんだかホッとしたというか……」

「ホッとした？」

「……私が皆をおかしくさせていたんだなって。ようやく納得ができて……」

　そう言いながらも、弱々しく笑うレイニ嬢に胸が苦しくなってしまう。彼女は話してみても純じゆん粋すいで良いい子だ。特別な力を持っているのには見合わないような、そんな優しい子。

　そんな子が自分が人を狂くるわせてしまうような力を持っていると知って、最初に思ったのが安心したなんて、そんな話があって良いんだろうか。

「……昔からよくあったの？」

「はい。私が孤こ児じ院いんに居たことはご存じですか？　その頃ころからです」

「孤児院……シアン男だん爵しやくに拾われたのは孤児院に入ってからとは聞いたけど、母親は？」

「最初は母と旅をしていたんですが、母は病で幼い頃に亡くなりました。それから孤児院に預けられたんです」

「……そうだったんだ」

　レイニ嬢が魔石を持ってるとするなら、多分母親が原因の可能性がある。もう亡くなっているというのは残念であり、安あん堵どする所でもあるのかもしれない。もしも、レイニ嬢の母親が同じ力を持っていたのだとしたら……。

「姫様、陛下と王おう妃ひ様をお連れ致いたしました」

　思考に潜もぐっていた私の意識を引き上げたのはイリアの声だった。イリアの後ろから父上と母上が入室してきて、目を赤くさせたレイニ嬢を見て少し驚いたような顔をしている。

「アニス、何かわかったのですか？」

「はい。母上、父上。どうか落ち着いてお聞きください」

　私は居住まいを正してからレイニ嬢の魔石のことを二人に伝えた。魅了の力について聞いた二人は揃そろって信じられないというような顔を浮うかべる。

「まさか、魔石を持つ人がいるとはな……」

「はい。ですが、制せい御ぎよ下かにある力とは言えません。だから無差別に自分に好意を向けるように力が発揮されてしまい、人間関係に不和が生じるようになったと考えられます」

「……なるほど、な」

　父上が頭を痛そうに押さえながら溜ため息いきを吐ついた。溜息を吐きたいのは私も同じだった。

　黙だまり込んでしまった父上に代わって話を続けたのは母上だ。真しん剣けんな表情を浮かべて私に視線を向ける。

「話はわかりました。それで、貴方はどうするべきだと思いますか？　アニス」

「……そうですね。まずはレイニ嬢の力の制御方法を模も索さくする必要があるかと思います」

「ですが、彼女の力は危険です。偶然、貴方がそれに気付いたから良かったものの、私や陛下ですらも気付けない力です。その力は国を脅おびやかしかねません」

　国を脅かすと、そう言い放った母上の言葉にレイニ嬢が小さく震ふるえた。顔を真っ青にして震えているレイニ嬢をイリアがそっと支えている。レイニ嬢の様子を窺うかがうように母上が一度視線を向けるも、すぐに私へと視線を戻もどす。

　確かにレイニ嬢の力は危険だ。まず使われても気付けないというのが致ち命めい的てきで、今回はレイニ嬢が無意識だったからこの程度で済んだ。

　これが仮に意図的に誰かを誘ゆう惑わくするために使われていたら、という母上の懸け念ねんはわかる。それにレイニ嬢は力を意識していないのだから制御もできない。それなら、ここで禍か根こんを断ってしまうのも正しい選せん択たくなのかもしれない。

「それでも、私はレイニ嬢を始末するのは反対です」

「何な故ぜですか？」

「レイニ嬢という前例を確認してしまったからです。彼女以外にも似たような力を持つ者がいないとは限りません。なら、その力を研究対象として国で保護すべきです」

　レイニ嬢が最後の一人なら良い。でも、もしレイニ嬢のような力を持つ者が他にもいるのだとしたらレイニ嬢は始末すべきじゃない。

　幸いにもレイニ嬢自身はとても良い子だ。国のために必要だと言えば保護されることに否とは言わないはず。そしてレイニ嬢の力を解かい析せきするために彼女自身にも協力者になって貰もらった方が絶対に良いと思う。

「レイニ嬢が今後、己の力を制御できるとも限りませんよ？」

「それならレイニ嬢の魅了にかからない私が保護し、監かん督とくをすれば良いのですよね？」

　それにレイニ嬢の力は魔ま石せきが由来のものだ。それは私としても実に研究し甲が斐いがある。私には彼女を守るメリットが大いにある。

　暫しばらく私をジッと見ていた母上だけれども、瞳ひとみを閉じて深く溜息を吐いた。

「……そうですね。ですが、彼女が危険なのは事実です。もし貴方あなたの手にも負えないなら始末するしかありません。その責任を貴方が取る、それで良いのですね？　アニス」

「はい。私が責任を持ってレイニ嬢を保護します」

　母上は私の返答を聞くと、額を押さえるように片手を置いてから姿勢を前のめりに崩くずした。相当、疲つかれているように見える。心労が大きいのはわかるだけに何も言えない。

「……アルガルドのことを思えば、貴方に預けることが最善とは思えないのですが致し方ありません。なるべく情報を制限し、レイニ嬢の情報を秘ひ匿とくしましょう。それで良いですね？」

「……そうだな。シルフィーヌの危き惧ぐもわかるが、今後のことを考えればレイニ嬢が自らの力を制御できるのであれば、それに越こしたことはない」

　母上が父上に確認を取るように視線を向ける。母上から話を振ふられた父上は同意を示すように頷うなずく。二人の返答を聞いて、私もレイニ嬢が即そく始末されるという話がなくなったことに安堵の息を吐く。

「では誰にどこまで話します？　全てを明かせない以上、人は厳選しますよね？」

「うむ。グランツには話すとして、後はシアン男爵には説明せねばならんだろう。お前の下に置くにしても公表する訳にはいかぬ、口裏を合わせる必要があるからな。レイニ嬢じようは療りよう養ようのために家を出ていることにして、秘密裏にお前の離り宮きゆうに置くのが良いだろう」

「スプラウト騎き士し団長は息子が弾だん劾がいに加わっていたと言っていましたね。関係者ですし、彼も巻き込みましょう」

　政治的な駆かけ引きは私にはできないのでお任せするしかない。そしてレイニ嬢を保護するのにも隠かくすのにも離宮の環かん境きようは理想的だ。私が人の出入りを制限しているから、人目に付きにくいという利点があるからだ。好んで私に近づこうという人もいないし。

　そして私はレイニ嬢を調べて彼女の力への対策を模索すると。正直、私にとっては渡わたりに船な話でもあるので引き受けるのは苦ではない。

「レイニ嬢。悪いけれど、同意して貰う他にないから従ってね」

「いえ、むしろ私がご迷めい惑わくをかけていますので……従えと言うのであれば従います」

　レイニ嬢はまだ顔色が悪いけれど、私が保護するという方向で話が纏まとまったからなのかはっきりと自分の意思を示してくれた。

　しかし、まさかの魔石持ちとは、なんだかとんでもない事実が判明してしまった。そんな人が私の下で保護されるなんて、不ふ謹きん慎しんだけどワクワクしてしまいそうになる。

「アニス、貴方も大変でしょうけれど……上手うまくやりなさい」

「勿もち論ろんです！　これだけ興味深い研究対象なのです。責任は感じますが、それはそれ！　これはこれなので！」

「…………本当、貴方のそういう所がダメなのよ」

「え？」

　呆あきれたように母上に溜息を吐かれた。私が不思議そうに首を傾かしげていると、母上が目を細めて睨にらんできた。

「レイニ嬢を貴方の離宮に置くと大きな問題があるでしょう」

「問題？」

「貴方は今誰だれと離宮で暮らしてるの？」

「……あっ」

　そうだ、今、離宮にはユフィがいるじゃん!?　……いや、でも事情が事情だし、ユフィには仕方ないと吞のんで貰うとしても、これからユフィとレイニ嬢と一いつ緒しよに離宮で暮らすことになるの？

　思わずレイニ嬢を見ると、もの凄すごく気まずそうな顔をしている。レイニ嬢を支えていたイリアがまるで私を虫でも見るかのような目で見つめてくる。

　……あ、あれ？　ど、どうしてこんなことになったんだろう……？
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「──はぁ。そうですか」

　離宮でレイニ嬢を保護することが決まり、流石さすがにレイニ嬢も準備やシアン男爵への説明があるということで、離宮入りするのは後日ということになった。

　その前にユフィにレイニ嬢が離宮に入る一件を説明しなければと、私も気構えをしてからユフィに話したんだけれど……ユフィの反応は非常にあっさりとしたものだった。

　まるで気の抜ぬけたような反応に、むしろ私が面食らってしまった。思わずユフィの様子を窺うように見つめてしまう。

　そんな私の視線に気付いたのか、ユフィがどこか困ったように眉まゆを寄せる。

「レイニ嬢のお話はわかりました。騒そう動どうの原因となった力は無自覚によるものですし、私がレイニ嬢に対して何ら思うことはありません。むしろ魔石を宿しているなんて稀まれな人なのですから、魅み了りようの影えい響きようを受けないアニス様が保護することに疑問は覚えません」

「……ユフィはそれでいいの？」

「いいの、と言われましても。そうすることが正しいと思いますから」

　ユフィは本当に心の底からそう思っているようだった。そのユフィの反応を見て、私は思わず眉を寄せてしまった。ナヴルくんたちがユフィを冷たい人間だと思っていた一いつ端たんを感じ取ってしまったからだ。

　ユフィは本当にレイニ嬢に対して何も思ってないんだ。むしろ、レイニ嬢の境きよう遇ぐうを理解して保護した方が良いと真面目に思っている。

　普ふ通つうの人であれば怒おこる筈はずだ。婚こん約やく者しやを惑まどわされ、自分の評判を地に落とされたのだから。でもユフィはそうしない。それはユフィにとって正しくないことだから。

　完かん璧ぺきであろうとするが故に、人が感じて当然の感情を置き去りにしてしまっているようだ。王妃として立つなら間ま違ちがいなく正しくて、でも、人としてはどうしようもなく間違ってるとしか思えなかった。

「アニス様？」

「ん……ユフィは、さ。もっと、怒ったりしてもいいのになって思っただけだよ」

「はぁ……」

　ユフィが私の言葉に困ったように眉を寄せて黙ってしまう。きっと今のユフィなら自分の欠点とも言える部分は理解しているように見える。だから困った顔をして、私には何も言い返すことはしないんだと思う。

　思わずそんなユフィに手が伸のびてしまった。頭に手を伸ばして、髪かみを梳すくように撫なでる。

　突とつ然ぜん頭を撫でられたユフィは少し驚おどろいたようだったけど、何も言わずに頭を撫でさせてくれる。少しだけ目を細めてるのを見て、私もホッとした。

「レイニ嬢が離宮に来ても上手くやっていけそう？」

　頭を撫でるのを止やめてから、改めてユフィに問いかける。私に撫でられて少し崩れた髪を自分の指で直しながらユフィは頷く。

「えぇ、本当に彼女に思うことはないのです。むしろ同情してしまいそうです。今思えば心当たりが幾いくつかありますし……」

「無自覚とは言え、王族すらも魅了するほどだからね……それも昔からだって」

「それは……大変ですね。無差別であるなら不特定多数の人から好意を向けられていたということですよね？　それは辛つらいことだと思います。在学中、レイニ嬢を巡めぐって騒さわぎになったこともあったようですし、魅了の力で人から好かれてるからといって、それが本人のためになるかと言われれば違うみたいですね」

　騒ぎまで起きてたのか。でも、無差別で制せい御ぎよできてない力だと考えれば自然かもしれない。好きにさせるだけさせておいて、レイニ嬢からは何の好意も返ってこないのだとしたら、それは報われない思いでしかない。

　人にとって報われない思いを抱かかえ続けることは難しい。好意を裏切られたと感じた人がレイニ嬢に辛く当たってたのかもしれない。そう思えば本当に不ふ憫びんなことだ。

「……そう考えればユフィだって魅了されてる筈なんだけどね？」

「レイニ嬢に好感を抱いだいてるのは事実ですし、これが魅了の効果なのでしょうか？　影響がないように見えるのは、人を判断する際に敢あえて感情を除くように徹てつ底てい的てきに教育されていたからかもしれませんね」

「良くも悪くも、か。レイニ嬢の魅了がそこまで強制力のあるものじゃなかったからって理由もありそうだけど」

　この分ならユフィとレイニ嬢を会わせても問題はなさそうだ。一時はどうなるかと思ったけれど。正直、二人とも振り回されたという意味では同じく被ひ害がい者しやなのだ。

（……幾ら好意が向くように仕向けられたとしても、そこまでレイニ嬢に溺おぼれてしまったアルくんが悪いんだしね）

　魅了の事実を知って父上と母上もアルくんにどう対応したものか迷ってるようだった。少なくともレイニ嬢の魅了の力が解明されるまでは謹きん慎しん扱あつかいになるだろう。

　レイニ嬢が自分の力をコントロールできるようになれば魅了も緩かん和わされるかもしれない。少なくとも今回のアルくんが起こした一件は正気の沙さ汰たではない。

（……何やってんのさ、本当。馬ば鹿かなんだから、アルくんめ）
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　レイニ嬢が離宮に来る準備が整った。周囲に離宮入りを悟さとられないよう、秘密裏にやってきたレイニ嬢は酷ひどく挙動不ふ審しんだった。

　レイニ嬢の前にはユフィがいるのだから、落ち着かないのも当然かもしれない。お互たがいが直接何かし合った訳ではないけれど、婚約者を巡って諍いさかいを起こしてしまった関係だ。

　レイニ嬢から見れば身分も上で、自分が婚約破は棄きを決定的にしてしまった負い目もあるだろう。明らかに怯おびえて竦すくんでしまっているレイニを見て、ユフィは特に何も表情を浮うかべていない。冷たい、とかではなく無だ。何も感情を抱いていない。見ているこっちの方がハラハラしてしまうほどだ。

「えーと……じゃあ、今日から私たちはこの離宮で一緒に住むんだけど、仲良くしよう！」

　大おお袈げ裟さなまでに明るく言ってみるけれど、それでも二人からは反応はない。どうしたものかと思っていると、口を開いたのはユフィからだった。

「レイニ嬢」

　レイニ嬢は見てわかるほどに肩かたを跳はねさせてユフィと向き合う。でも、ユフィの言葉が続かない。無表情のままレイニ嬢を見つめ、見つめられたレイニ嬢はまるで蛇へびに睨まれたカエルの如ごとくだった。

「……申し訳ありません。私もこういう時にどのような顔をするのが適切かわからなくて」

「え……？」

「レイニ嬢の事情はお聞きしました。私がそれについて何も思っていなくても貴方あなたは気にするのだろうと思いました。なら、いっそ責めた方が良いのか、それとも許した方が良いのか。どうすれば貴方が一番楽になるのか考えたのですが、上手く行きませんね……」

「そ、そんな!?　お止めください！　ユフィリア様が謝られることなど！　全ては私が悪いんです……！」

　ユフィから謝罪の言葉を向けられたレイニ嬢は半はん狂きよう乱らんになりながら首を左右に振ふった。身分の高い公こう爵しやく令嬢で、自分がしでかしてしまった相手からの謝罪は狼ろう狽ばいするだろうな、と他人ひと事ごとのように眺ながめてしまう。

「レイニ嬢、貴方は害意があって私を陥おとしいれ、その行いを恥はじているから自分で自分を責めているのですか？」

「いえ！　そんな、とんでもございません！　私にユフィリア様を害そうなどという気は一切ございません！」

「それなら貴方の生まれ持ってしまった不幸を罪と問うのはあまりにも理り不ふ尽じんです。私は今の状じよう況きようをそう悪くは思っていません」

　レイニ嬢じようを落ち着かせようとしてなのか、そう語るユフィの言葉はとても穏おだやかな声色をしていた。

「貴方にも事情があり、助けの手が必要でここに来たのです。なら、私はその手を取っても弾はじくことなどできません」

　ユフィが立ち上がり、レイニ嬢の傍そばまで寄って手を取る。さっきまでと比べれば柔やわらかい表情でレイニ嬢を見つめるユフィ。手を取られたレイニ嬢はどうしていいかわからないというように挙動不審になっている。

　ユフィは何も言わない。レイニ嬢はなんとか何かを言葉にしようとしているけど、言葉にできずにぼろぼろと涙なみだを零こぼす。そして縋すがるようにユフィの手に額をつける。

「ごめん、なさい……！　私、ユフィリア様の人生を、滅め茶ちや苦く茶ちやにして……！」

「悪いことばかりではありませんでした。元次期王おう妃ひという身分では言ってはいけないのかもしれないのですが……私は今をそれなりに楽しく生きてるのです。だから貴方もこれからの人生を楽しく生きていいのです」

　人を許し、認めること。言葉で言えば簡単なことなのかもしれない。でも実際、それがどれだけ難しいことなのか私は知ってる。

　それが自然とできてしまうユフィはやっぱり凄い。これがユフィの強さなんだと思う。

　きっとレイニ嬢に必要だったのは何よりユフィからの言葉だった筈だ。言葉にならず、呻うめくように泣きじゃくりながらユフィの手に縋り付いているレイニ嬢を見て思う。

　自分が知らない事実を知って、迫せまりくる現実に怯えて。不ふ可か抗こう力りよくとは言っても自分が壊こわしてしまった未来をどう償つぐなったらいいのか、その罪にも怯えていたんだろう。それは当然の話だと思う。

　謝りたいと思っても、その気持ちを受けとって貰もらえなければ自己満足に終わる。だからユフィが許し、レイニ嬢が許された。それは喜ばしいことなんだと、私はそう思えた。

「……お恥ずかしい所をお見せしました」

　暫しばらく泣きじゃくって、ようやく落ち着いたレイニ嬢がすんと鼻を鳴らしながら赤くなった目を擦こする。目は赤いけれど、その表情はさっぱりしたものだった。

　私たちは改めて椅い子すに座ってテーブルを囲む。いつの間にかイリアが淹いれてくれたお茶が出されていたので、そのお茶で喉のどを潤うるおす。うん、いつもの美味おいしいイリアのお茶だ。

「レイニ嬢、これから色々と大変だろうけれど、この離り宮きゆうに招いたからには貴方を仲間だと思ってる。だから困ったことがあったら頼たよっていいからね？」

「はい、ありがとうございます。王女殿でん下か」

「アニスでいいよ。私もレイニって呼ぶね」

　畏おそれ多そうな顔を浮かべたレイニだったけれど、郷に入っては郷に従えとも言う訳だしね。プライベートの場で畏かしこまられるのは嫌いやだし。

　こうして、私の離宮は少しずつ賑にぎやかになっていくのだった。
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「──相変わらず読めんな、あの人は」

　不意に零れた声。その声に反応したのは、また苛いら立だった別の者の声だった。

「どうされるのですか？　まさか、あの方が動くとは思いませんでしたぞ。このようなことになっては計画が……」

「あの人はこちらの思おも惑わくを悉ことごとく外し、悪あく魔まの如く的確に邪じや魔まをしてくるからな」

　とんとん、と机を指で叩たたく音が響ひびく。その部屋は薄うす暗ぐらく、僅わずかな照明が人の顔の輪りん郭かくを僅かに浮かび上がらせるだけであった。

「計画に変へん更こうはない、だが早めねばならない。あの人の手中に収められるのが一番厄やつ介かいだ。やはり最後に立ち塞ふさがるのはあの人だったな」

「……如何いかがなさるおつもりですか？」

「あの人は厄介ではあるが、完全無欠ではない」

　明かりが揺ゆらめき、輪郭を照らす光が移ろう。闇やみの中に潜ひそむ者たちは、その闇に身を浸ひたすように溶とけ込みながら言葉を重ねる。

「付け入る隙すきは幾らでもある。わかっているからこそ、普ふ段だんは巣から出てこないのさ」

「……確かに。では、どれを使うのですか？」

「効果的なのは巣に抱え込んだお宝をつつくことだろうな。あの人は絶対に出てこざるを得ない。あの人があの人であるが故に、な。そこを搦からめ捕とれば良い。巣から出せばあの人の味方は少ない」

「──では、その様に。……失敗は許されませんぞ」

　闇の中に溶け込んでいた者の一人が去っていく。一人、また一人と。その闇の中に残された者は小さく呟つぶやいた。




「あぁ、失敗はできない。──これが、最後なのだからな」




　ゆらりと、光が揺れて消えていった。光が消え去れば、闇はその誰だれかの輪郭すら隠かくしてしまうのであった。
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「ふーん？　この子が噂うわさの数多あまたの貴族令息を虜とりこにしたっていう美少女令嬢？」

　そう言いながら恐きよう縮しゆくしきったレイニの顔を覗のぞき込むのはティルティだ。ここはクラーレット侯こう爵しやく家の別べつ邸てい、ティルティの研究室だ。そこには私を含ふくめ、ユフィ、イリア、レイニ、そして館の主あるじであるティルティが揃そろっていた。

　レイニを離宮で保護した後、私たちはレイニの身体検査のためにクラーレット侯爵家別邸を訪れていた。レイニの身体検査にはティルティの知ち恵えも借りたかったからだ。

　ちなみにティルティがレイニの身体検査に立ち会うことは父上たちには了りよう承しようを貰っている。ティルティは問題児であるのと同時に薬学や医学、そして私が提唱した魔学に理解がある令嬢だということを父上たちも知っているから許可はあっさりと貰えた。

「ちょっとティルティ。レイニは繊せん細さいなんだからあんまり怖こわがらせないで」

「はいはい。それにしても魔石持ちの人間なんて稀き少しようねぇ、まさか本当にいるとは思わなかったわ」

　ティルティが感心したようにレイニを観察している。身分が格上の令嬢から見つめられたレイニは憐あわれなほどに縮こまってしまっている。するとティルティが変な顔をした。

「……うっ、なるほどね。言われなかったら違い和わ感かんがなかったわ。罪悪感なんて久しぶりに覚えたわよ」

「やっぱりティルティでも影えい響きようを受けるんだ……傍ぼう若じやく無ぶ人じんで知られる貴方が罪悪感を覚えるなんてねぇ」

　レイニの魔石が魅み了りようの力を持っていることはティルティには説明してあった。人格破は綻たん者しやといっても過言ではないティルティでさえ、レイニに対しては人の情を感じるみたいだ。改めてレイニの力の強さに感心してしまう。

「精神に干かん渉しようする魔法は存在しない訳じゃないけれど、ここまで明確に人の感情を誘ゆう導どうする魔法は私も知らないし、編み出すのも難しいわね。何より感知ができないっていうのが凄すごいわ」

「精神干渉はティルティの得意分野だものね」

　ティルティの得意な魔法は闇属性の魔法だ。四大属性の精せい霊れいと同じく基き礎そとなる属性として並べられる光と闇の属性は、四大属性の魔法に比べて目に見えて効果がわかりにくい魔法が揃っている。

　光は治ち癒ゆや成長の促そく進しん、力の強化を。闇は精神の安定や活動の抑よく制せい、または束そく縛ばくなど。その性質は真逆ではあるものの、目に見えない領域に干渉することは共通している。

　ユフィも勿もち論ろん、光と闇の魔法を使うことができる。だけど、レイニのように好意を自分に向けさせるような魔法は扱あつかえないと言っていた。それはつまり、レイニの魔法は既き存そんの魔法に当て嵌はまらない特とく殊しゆなものである証明だった。

「この魅了、無意識に発動しているのだったかしら？」

「は、はい。私はそのような力を使えるとはまったく知らなかったので……」

「ふぅん？　なら本能的に発動しているのね。ますます魔石の魔法らしいわ」

「魔石の魔法らしい、ですか？」

　ティルティの言葉に不思議そうにユフィが首を傾かしげた。その反応を見て、ティルティが人差し指を立てた。

「魔石の魔法は魔物の生態に強く結びついている固有のものよ。つまり本能と連動していると言えるの。そして魔石が最も力を発揮するのは生存本能や防衛本能が反応した時だと考えられるわ。過か酷こくな環かん境きようで生きていかなければならない魔物らしい力よ」

「レイニのように好意を自分に向けさせるっていうのは、防衛本能に近いってことだね」

「……なるほど。そう言われれば納得できます」

　レイニの魔法が発動するのは本人が強くストレスをかけられている時だと推測することができる。だからレイニの魅了は自分を守ろうとするために防衛本能が反応して、魔法を発動させているんじゃないかと思う。

　この仮説にはユフィも納得したのか、何度も頷うなずいている。

「安定した環境にいれば魅了の力も発揮しないのかもしれないけれど、レイニって元々は平民で貴族社会に馴な染じみがない訳でしょ？　引き取られた先も貴族だし、かなりストレスがかかってても不思議じゃないけど……」

「それは……その……」

　レイニは言いにくそうだけど、それは無言の肯こう定ていとも取れた。直接命の危機に晒さらされてるとは言わないけれど、本人が感じている負担は相当なものだった筈はずだ。

　そのレイニの精神状態と連動して、魔石が防衛本能として魅了を振ふりまいていたと考えれば辻つじ褄つまが合う。シアン男だん爵しやくを責めたい訳じゃないけれど、なんとも間が悪すぎて笑えない状じよう況きようだ。下手をすれば国が傾かたむいていたかもしれない。

「それなら離宮に引き取ったのは正解ね。あそこなら人との接せつ触しよくも最低限だし、貴族令嬢としての振る舞まいを求められる訳でもないでしょう？」

「そう、ですね……」

　レイニを離宮に引き取る際、シアン男爵にも事情を話した。シアン男爵は驚おどろきと同時にとても苦しげな顔をしていたのが印象だった。レイニのためだからと離宮に引き取る際には深々と頭を下げられたほどだ。

「父も、義母ははも、シアン男爵家の皆みんながいい人なのは、わかってるんですけど……」

　シアン男爵はレイニの母親が姿を晦くらました後、冒ぼう険けん者しやとしての功績を讃たたえられて男爵の地位を賜たまわった。それと同時に子爵家の末すえ娘むすめであった令れい嬢じようを嫁よめに迎むかえたと聞いている。

　孤こ児じ院いんから引き取られたレイニにとっては、シアン男爵夫人は非常に複雑な相手だったと思う。それはシアン男爵夫人にとってもそうだろう。けれど、そこはシアン男爵夫人の人ひと柄がらもあって、レイニはシアン男爵家に温かく迎え入れられたのだとレイニから聞いてる。

　レイニは自分の力を知ってから、その好意も所しよ詮せんは魅了の力で自分が惑まどわせてしまったからではないかと酷ひどく気に病んでしまっている。だから実の父親であるシアン男爵にもどう接していいかわからず、シアン男爵も断腸の思いで私にレイニを託たくしたんだと思う。

　そんな事情もある訳だし、レイニの魔石の制せい御ぎよは一刻も早く解決したい。レイニ自身の心身の安定のために急務と言えた。

「……というか、アニス様」

「何？」

「これって、もしかしてだけど……〝アレ〟かしら？」

「……やっぱりティルティも同じことを思ったわよね？」

　私とティルティは思わず顔を見合わせる。レイニの魔石の存在を知った後、私は一つの心当たりに行き着いていた。けれど、確証が持てなかったから口にしてなかった。

　けれど、ティルティも私と同じ見解に至ったということは私の懸け念ねんが当たっている可能性が高い。私は眉まゆを寄せ、ティルティは興きよう味み津しん々しんという顔でレイニを見つめる。

「あの……？」

「もし、貴方あなたが私たちの予想通りの存在だとしたら皮肉よねぇ」

「お二人方、何か心当たりが？」

　イリアが代表するように問いかけてくる。問われた私はどう答えたものかと口を閉ざし、ティルティはいつも使っている作業机の引き出しを開いて、鍵かぎを取り出した。

「随ずい分ぶんと懐なつかしい話よ。実在するんじゃないかとは思ってた存在を、本当に目にするなんて不思議なものね。ちょっと待ってなさい、取ってくるものがあるから」

　そう言ってティルティは取り出した鍵を持ったまま、部屋を後にしてしまった。すると皆の視線が私へと集まる。

「アニス様？」

「……正直、信じられないような話だよ？」

「いつもそうですが」

「それを言われると、ちょっと私としても耳が痛いんだけどなぁっ！」

　イリアのツッコミに眉み間けんを押さえつつ、呼吸を整えてから皆を見回す。

「──〝ヴァンパイア〟の御伽話って、皆わかる？」

「ヴァンパイア？」

　不思議そうな反応をしたのはレイニだけだ。ユフィとイリアはハッとしたように顔色を変えている。一人だけ知らなかったのか、レイニが皆の顔を見回している。

「ヴァンパイアって言うのはね、人の血を啜すするっていう御伽話の怪物だよ」

　──御伽話曰いわく、その怪物は絶世の美男子とも美女とも言われている。

　誰もが無視できぬ美び貌ぼうを持ち、恋こいをした者たちを虜にする。その美しき怪物は人の生き血を好んで啜り、ヴァンパイアによって血を啜られた者は同じヴァンパイアとなる。

「人間を惑わし、自らの同どう胞ほうを増やしながら闇やみ夜よに紛まぎれて人に仇あだ為なす者。ヴァンパイアと呼ばれる怪物の御伽話。子供に言うことを聞かせるための怖いお話の一つだよ」

「……そういえば、熱心に姫ひめ様が調べていましたね。ヴァンパイアの伝承について」

　思い出した、と言うようにイリアが手を合わせた。

　そう、私が偶ぐう然ぜんヴァンパイアの御伽話のことを知って、ヴァンパイアってこっちの世界にはいるの!?　って凄い興奮して調べてたんだよ。まるで前世で伝えられてた吸きゆう血けつ鬼きそのもので、調べれば調べるほどに興味深くて追いかけてた時期があった。

「私がその、ヴァンパイアだということですか？」

「うーん……そうだとも言えるし、そうじゃないとも言えるかな」

　私は答えに迷って言いあぐねてしまう。すると皆が眉を寄せたような変な顔になる。

「つまり、どういうことですか？」

「──ヴァンパイアの伝承はただの作り話じゃなくて、元となる原型があったのよ」

　ユフィの問いかけに答えたのは私ではなく、部屋に戻もどってきたティルティだった。そのティルティは古びた本を一冊持ってきていた。

「ティルティ、それは？」

「これは〝禁書〟よ」

「禁書!?」

　ユフィが信じられないというようにティルティを見る。ユフィが声を荒あららげたのを見たレイニが怯おびえたように私を見る。

「あの、禁書って……？」
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「禁書はパレッティア王国が取り締しまってる違い法ほうな書物のことだね。良くない思想とか技術を記したもので、規制対象になってるの。持ってることがわかったら罰ばつせられるほどよ」

　私の説明を聞いたレイニがギョッとしたようにティルティの持っている書物を見つめた。禁書がどういうものかを知って、ユフィの反応にも納得したようだ。

「そんなもの持ってて良いんですか!?」

「ダメに決まってるわよ。見つかったらすぐに取り上げられてもおかしくないわ」

　レイニにツッコミを入れられたティルティは気にした様子もなく禁書を机の上に置く。パレッティア王国は精せい霊れい信しん仰こうが根深い国だから、国の思想にそぐわないような本は管理下に置くように魔法省が主導している。

「そもそも、この禁書を持ってきたのアニス様だし」

「……アニス様が？」

「あまり大きな声で言えないけど、禁書は一部の好事家の間で取引されてるんだ。大体は禁書そのものより、禁書を発見して国に納めることで貰もらえる報ほう酬しゆうが目当てだけど」

「お金以外にも目的があるのですか？」

　ユフィが難しい表情をしながら問いかけてきた。ユフィの質問に答えたのはティルティだ。ティルティは大おお袈げ裟さなまでに肩かたを竦すくめてから口を開く。

「勿論よ、それこそ純じゆん粋すいに知識のために禁書を求める者は後を絶たないわ」

「国で禁じられているものを何な故ぜ……？」

「禁書で禁じられるものの中には、薬学や医学の知識も多く含ふくまれているからよ」

「薬学や医学ですか？」

　なんでまた、とユフィが怪け訝げんそうに眉を寄せている。一方でレイニは逆に納得したように苦い顔を浮うかべている。そんなレイニをイリアが不思議そうに見ている。

「レイニ様には心当たりが？」

「え、あ、はい。……平民にとって、重い病気や怪け我がは貴族に高いお金を払はらって治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけて貰うのが常識です。けど、そう簡単に魔法の代金なんて支し払はらえないです。払えない平民は薬に頼たよるしかないんですけど、薬は魔法ほど効き目がないことが大半です。でも魔法に頼らずに薬で治ち療りようできるなら……禁書を求める人がいるのは自然だと思います」

「そういうことだね」

　治癒魔法は貴族の特権だ。魔法を施ほどこす者が値段を吊つり上あげようと思えば幾いくらでも吹ふっ掛かけることができる。だから平民には簡単に払えない代価を要求されることが多い。

　あまりにも法外な金額を要求する場合も後を絶たず、平民と貴族の格差や溝みぞを生んでいる原因の一つでもあるんだけどね。なかなかこの点は解消されないまま今に至っている。

「だから裏市場みたいのがある訳だよ。私も冒険者時代に何度か出入りしたし」

「何をやってるんですか……」

「潜せん入にゆう調査とかの依い頼らいもあったんだよ。それに裏市場は国の権限では対処しにくいんだ」

　言ってしまえばパレッティア王国の暗部といって良い。その原因を辿たどれば貴族と平民の溝が発ほつ端たんともなっているのだから、改善のために手を付けるのは非常に難しい。国としても黙もく認にんをせざるを得ないという状況だ。

「勿もち論ろん、違法なものを取り扱あつかってるけれど、根本を潰つぶすには国の在り方を変えるくらいのことをしないとなくならないよ。……治癒魔法を受けられれば、っていう平民は少なくないんだ、ユフィ」

「……それは」

「それに私たちには権力も権限もない。父上に働きかけたりすることはできても、直接何かを変えるようなことはできないんだ」

　国の政策や在り方を決めるのは国の中ちゆう枢すうに立ち、相応の立場についた貴族たちの役割だ。幾ら私が王女であったとしても、その仕組みを変えることはできない。せめて状況を把は握あくして、効果的だと思える案を父上に持ちかけることしか私にはできない。

　重苦しくなった空気を変えたのはティルティだった。両手を叩たたいて注目を集める彼女の顔には、この話題に一切の興味がないと言わんばかりの表情が浮かんでいた。

「話を戻しましょうよ。今はその子の魔石をどうにかするって話でしょ」

「……そうでしたね。その禁書はヴァンパイアに関する書物なのですか？」

「そう。そして私とアニス様が魔薬を完成させる切っ掛けになったものでもあるわ」

「魔薬の？」

　ユフィが確認するように私を見てきたので、私も肯定するように頷うなずいて見せる。

「ヴァンパイアの御お伽とぎ話ばなしには原型となる事例があったの。これはヴァンパイアと呼ばれるようになった、ある魔法使いの研究資料よ」

「魔法使い？」

「そうよ、それもとびっきりの天才が辿り着いた狂きよう気きの産物」

　愛いとおしげに禁書を撫なでるティルティの笑顔に、私も含めて全員がドン引きした。確かにティルティが好みそうな研究資料なんだけどさ。この呪のろい蒐しゆう集しゆう家かは本当に、もう……。

「その魔法使いの目的は、魔法の真理を追究することだった。私とアプローチは違ちがうけれど、奇くしくも私と似たような発想をする所まで辿り着いてしまった」

「アニス様と似たような発想ですか？」

　ユフィの問いかけに、私の説明を引き継つぐようにティルティが語り出す。

「アニス様の魔薬は魔石を素材として、魔物の力を身に宿らせることを目的としたものよ。さっきも少し触ふれたけれど、魔石の力は本能や生態に強く結びついている。魔薬はなるべく負担がないよう、人間の身体からだに合わせて調合した強きよう壮そう薬やくと言うべきものよ」

「ヴァンパイアの原型となった魔法使いも、似たような考えに行き着いたと？」

「ここが私とその魔法使いの発想の違いというか、分かれ目になったんだけど。魔石の力を身に宿すという点は同じ。──この魔法使いは、己が魔物そのものになる道を選んだ」

　ユフィとレイニが揃そろって息を吞のむ。そう、魔石の力を利用しようと考えたのはこの魔法使いも私も同じ。ただ、違ったのは己の存在そのものを変革させることで魔石の力を得ようとしたことだった。

「当時読んだ研究資料が途と切ぎれていたのもあって、これは失敗したものだと考えてたんだ。だから魔薬という道に踏ふみ切ったんだけど、レイニが現れたことで実は成功してたんじゃないかって考えるようになった」

「どうして自分を魔物に変えるなんてことを思い付いたのでしょうか……？」

　恐おそれ戦おののくようにユフィが小さく呟つぶやく。その答えも勿論、存在している。

「その魔法使いが求めたものが、それだけとんでもないものだったから」

「……とんでもないもの、ですか？」

　自分に関わることなのでレイニも緊きん張ちようしたようにその先を聞こうとしている。私は息を整えてから静かに答えた。

「──〝不老不死〟」

　一いつ瞬しゆん、場の空気が沈ちん黙もくした。レイニはあまりの現実感のなさに呆ほうけた顔をしているし、ユフィは何を言われたのか理解できないという表情を浮かべている。

「魔法の真理を追い求めるには、その魔法使いには時間が足りなかった。だから魔法使いの研究はある方面に絞しぼられた。真理を探究するための、永遠の時間を手に入れるために」

「……不可能です。不老不死だなんて、魔法で肉体や精神を維い持じできたとして、衰おとろえゆくものまでは修復できません」

　ユフィが否定するように硬かたい声で言う。そう、だから私とティルティも参考にはしたけれど、この研究そのものは失敗していたと思ってたんだ。

　どんなに魔法で大おお怪け我がを治したり、精神を安定させたりすることができたとしても時の流れにまでは逆らえない。老い衰えることを遅おくらせることはできても、不老不死なんて夢物語だ。

「確かに老い衰えることは止められない。でも、その執しゆう着ちやくと狂気は忌いまわしきものを生んだ。──それが、〝他者から奪うばうこと〟」

「……奪う？」

「老いるなら若さを、自分で補えない命は他人の命で補う。足りないものは他から奪う。……ここまでは成功したらしい。そう、これがヴァンパイア伝承の原型となった魔法使いの執着と狂気の果ての産物」

　レイニは怯えるように自分の身体を抱だき締めて、ユフィは頬ほおに一筋の汗あせを伝わせながら唇くちびるを震ふるわせていた。

「……他者から命を奪い、不老不死を体現した魔物になった、ということですか？」

「流石さすがに真の不老不死には程遠いだろうね」

「それにヴァンパイアの伝承が広まったのと、この研究資料が書かれた時期は一いつ致ちしてるけど、ヴァンパイアの実在は今まで確認はされてなかった」

　だから私とティルティは、この実験は途と中ちゆうまでは成果を挙げたけれど、その後は討とう伐ばつされたんじゃないかと思ってた。だって明らかに討伐されてないと危ない代物だったし。

「不老不死を目指そうって所も危ないんだけど、その手段もかなり問題だったんだ」

「他者から奪う、という手段がですか？」

「そうそう。……ヴァンパイアの伝承って、ヴァンパイアに血を吸われた者は同じヴァンパイアになるって言われてるでしょ？」

「……まさか」

「そのまさか。……私とティルティはそれを他者への洗脳だと思ってたんだ」

「せ、洗脳って……？」

　ユフィが何かに気付いたように表情を険しくして、レイニがユフィの変化に怯えたように呟く。

「本体に何かあった時の予備だよ。自分の思想を受け継ぐ存在をどんどん用意していって、魔法という真理を何がなんでも追究してやろうっていう執しゆう念ねんの塊かたまり。だから他者から奪っても良い。だってそれは〝自分自身〟と変わらないから。そんな認識を植え付けるんだ。それが同一視だったのか、信しん奉ぽうさせることだったのか。とにかくヴァンパイアが同族を増やすっていうのは、自分にとって都合の良いように他人の人格を書き換かえることだと思う」

　私がそこまで言い切ると、皆みんなの視線が自然とレイニに集まる。レイニは顔が真っ青になって震えている。

「魔法使いの目的は魔法の真理の追究。それが究極、自分の手でなくても良いという考えに繋つながった。自分の命の繋ぎに使った者たちに自分と同じ処置を施して数を増やす。仮に本体に何かがあった時のための予備として」

「……外道ですね」

　ぽつりとイリアが吐はき捨てるように言う。いや、私も本当にそう思うよ。

「魔石の話に戻もどそうか。こんな荒こう唐とう無む稽けいな魔法を実現させたのが魔石なんだと思う。極きよく端たんなことを言えば魔石は固有の魔法を扱うために特化された精せい霊れい石せきの亜あ種しゆ。不老不死に至るための、そして人の意思をも塗ぬり替かえてしまう力を持つ魔石。この魔石を埋うめ込めば確かに魔物ができ上がる。魔法の真理を追究する、不老不死に近い人型の魔物がね」

　私はこの研究資料を手に入れたことで漠ばく然ぜんとしていた魔石の利用方法に活路を見つけた。それが魔薬となり、今も私を助けている。同じぐらい封ふう印いんしておかないと不味まずいものだとも思ってるけど。

「……私は、ヴァンパイアなんですか？」

　ぽつりと、すっかり血の気をなくしたレイニが呟く。今にも倒たおれてしまいそうなレイニをさり気なくイリアが支えている。

「可能性は高い。ただ、そのものと言うよりは子孫として考えた方が良いかもね。ヴァンパイアはあくまで人が魔石を与あたえられて変質した存在だから、人間に限りなく近い。本人がそうと知らずに魔石を継けい承しようして受け継がれたのだとしても不思議じゃない」

「何せ、何がなんでも生き延びてやる！　っていう呪いの塊だものねぇ」

「笑う所じゃないわよ、ティルティ！」

　私は今、レイニのフォローをしている所なのよ！　邪じや魔ましないで欲しいんだけど！

「どんな力だって活用次第では毒にも薬にもなるわ。それにレイニという存在が確認された以上、他にヴァンパイアがいないとも言い切れない。だったら対たい抗こう策さくを考えておかなきゃいけないわ。王族ですら惑まどわすのだから、仮に他のヴァンパイアが他国になんかいたら最悪よ」

「アニス様の言う通りね。レイニが自分の力を制せい御ぎよできるようになれば、逆に価値も上がるって訳よ。ただ監かん視しは付くことになるでしょうけどね」

　私とティルティがそう言ったことで、レイニの顔色も落ち着いてきた。レイニが力の制御ができるようになれば、ハッキリ言ってその価値は計り知れない。国で保護、そして監視をしなければならないほどの重要人物となるのは間違いない。

「まぁ、長々と話したけど。こっちにはアニス様がいるし、魔石の力を利用してきた実績があるわ。レイニの今後を補ほ佐さしていく上では私たちが最適ね」

「……はい、よろしくお願いします」

　決意に表情を引き締しめた後、深々とレイニは頭を下げる。レイニの力の制御はレイニにとっても、私たちにとっても利のある話だ。

「じゃあ、さっそく実験しましょうよ」

「実験？」

「勝手に力が発動してるってことは制御できてないってことでしょう？　それなら一度、自分の意思で力を使ってみるのが早いでしょ？」

　ティルティが急せかすようにレイニの肩かたに手を置いて、満面の笑みを浮うかべている。そんなティルティの様子にレイニの顔が一気に引き攣つる。

「で、でも……私、魔石の力なんてどう使えばいいのか……」

　困こん惑わくしたようにレイニが私とティルティの顔を交こう互ごに見る。ティルティはそんなレイニに不思議そうな顔を浮かべる。

「別に、普ふ通つうに魔法を使うようにやればいいのよ。魔法は使えるんでしょ？」

「うっ、そ、その……私、魔法が苦手で……」

「なら私がレクチャーしてあげるわよ、ほらほら！　やるわよ！」

「えぇえっ!?」

　ティルティに手を引かれ、無む理り矢や理り立たされたレイニがオロオロとする。流石に止めないとダメか。実験を始める前にレイニに確認を取らないと。

「ちょっと待ちなさい、ティルティ。レイニには確認を取らないと」

「確認？」

「魔石を起動させると魔法が暴発するかもしれないでしょう？　ユフィとイリアに距きよ離りを取らせないと。あと魔石を起動させてレイニに何か変化が出たらどうするの？」

　レイニはただでさえ魔石を持っている前代未聞の存在だ。何が起きても不思議じゃない。魔石を起動させることで影えい響きようを受けて、精神まで魔物のようになる可能性だって捨てきれない。慎しん重ちようにことを進めようとする私にティルティは目を細めた。

「貴方あなたの言いたいことはわかるけれど、だからって後回しにもできることじゃないでしょ？　実際、選せん択たく肢しはない筈はずよ？」

「それは……そうだけど。でも、本人の覚かく悟ごを決める時間だって……」

「──いえ、大だい丈じよう夫ぶです、アニス様。私……やります」

　私の言葉を遮さえぎるように言ったのは意外にもレイニだった。少し怯おびえたような顔をしているけれど、意を決したように私を見ている。

「……ティルティ様の言う通りです。私が力を制御しないと、私は死ぬしかないんですよね？　どの道、試さないという選択肢はない筈です。なら大丈夫です。もし何か起こしたら迷めい惑わくをかけちゃうかもしれませんけど……」

「……そのために私がいるんだよ。本当に良いいんだね？」

「はい」

　私の念押しにレイニは小さく頷うなずいた。レイニがやると決めたなら私が止めるのも無ぶ粋すいだと思い、私は口を閉ざした。

　レイニの合意を得たのを確認したティルティがレイニの背後に回り、レイニの背中に手を当てる。ティルティは一度、私に確認を取るように視線を向けてくる。ティルティに私は頷いて返す。

「ユフィとイリアは念のため、距離を取っておいてね」

「はい」

「わかりました」

　レイニの力が暴発した時のことを考えて、ユフィとイリアには距離を取って貰もらう。二人が距離を取ったのを確認してから、ティルティのレクチャーが始まった。

「良い？　魔力の操作に必要なのは体内の魔力を感じて、魔力の操作に慣れることよ。魔力は体内に保有できる量が決まってる。そして余った魔力は呼吸や体液と一いつ緒しよに排はい出しゆつされるわ。アニス様、レイニの魔石は心臓にあるのかしら？」

「えぇ。私が調べた時、心臓に普通はない異物を感じたわ」

　私の返答を聞いて、ティルティが興味深そうにレイニの背中を撫なでる。ティルティの指の感かん触しよくにレイニがビクビクとしながらも顔を強こわ張ばらせている。

「……なるほど。確かに魔石らしきものがあるわね。魔力の通り道にはなっているみたいだけど、魔石そのものが活性化はしてないって感じね。無意識に発動するだけの魔力は魔石自体が蓄たくわえているみたいだけど、意識して使ってないから不活性な状態なのかしら？」

「わ、わかるんですか？」

「触しよく診しんすればなんとなく魔力の流れはわかるのよ。私は自分の体調管理に必要だったし、アニス様は私の診しん察さつに必要になったから感覚を覚えたのよ」

　魔力の量の違ちがいはあれど、この世界の人間は魔力を持っているものだからね。自分の中を流れる魔力の感覚を掴つかめれば、相手の身体からだに直接触ふれればなんとなく魔力の感覚がわかる。私もそれでレイニの魔石を確認したし。

「まずは大きく息を吸いなさい。吸い込んだ息に合わせて、お腹なかに意識を集中させるの。ちゃんと魔力を感じようと意識を集中させればお腹に魔力が溜たまっていくのがわかるわ」

　レイニが目を閉じて、ティルティの指示に合わせるように息を吸って深呼吸を繰くり返す。何度目かの深呼吸を終えたレイニにティルティが語りかける。

「お腹に魔力が溜まったと感じたら息を大きく吐きなさい。溜めていた魔力が息に合わせて吐き出されるわ。魔力の流れを感じたらその感覚を覚えて。今度はそれを全身に巡めぐらせるの。お腹から胸へ、胸から腕うでへ。腕から足に行って、またお腹に戻る」

　レイニがゆっくりと息を吐き出す。そして、また大きく息を吸う。何度か深呼吸を繰り返していたレイニの様子を窺うかがっていたティルティが肩に手を添そえながら言う。

「良い調子よ。魔力の流動は意識できてるわね。今度はその魔力を心臓に留とどまらせるの。すると魔力が心臓に溶とけていかない？」

「……はい。確かに胸に何かあるような……まるで堰せき止められてるような気もします」

「良い子ね、その感覚よ。焦あせらず、ゆっくり、少しずつ魔力を注ぎ込んで解きほぐすように意識してみなさい」

　ティルティに促うながされるまま、レイニが一定のリズムで呼吸をしながら魔力を操作する。意識を集中させるために瞳ひとみを閉じて、レイニの息いき遣づかいの音がよく聞こえるほどに場が静かになる。

　レイニが暫しばらくその状態でいると、不意に背中にぴりっと静電気のように何かが走った。同時にレイニの纏まとう気配が変わっていく。今までレイニに感じていた何かが一つになって纏まっていくような、そんな気配だ。

　渦うずを巻くようにレイニの気配が集中していき、そして落ち着く。するとレイニが大きく息を吐いて目をゆっくりと開いた。私はそのレイニの瞳を見て驚おどろいてしまった。

「レイニ、目が──」

「目……？」

　レイニが熱に浮かされたように私に視線を向ける。その瞳の色はいつもの灰色ではなく、真紅に染まっていた。その変わり果てた瞳の虹こう彩さいの奧で妖あやしい光が揺ゆらめいている。

「何……これ……？　え、歯が……」

「歯？」

　レイニがぼんやりとしたまま、口を半開きにする。そこには明らかに鋭するどく尖とがった犬歯に変わった歯が見えた。ますますヴァンパイアっぽくなっているレイニに思わず駆かけ寄る。

「レイニ、一回魔力を落ち着かせて。ゆっくり放出するの」

「私が促すわ。レイニ、私の魔力の誘ゆう導どうに従いなさい」

「はい……」

　レイニが目を閉じて、ゆっくりと息を吐き出す。私はレイニの手を取り、ティルティが後ろから支えるように両りよう肩かたに手を添える。どれだけそうしていたか、レイニの魔力が落ち着いたのを確認できた。それと同時にレイニも再び瞳を開く。

　瞳に浮かんでいた妖しい光は消えているものの、瞳の色はすっかり真紅になっていた。

「目の色が変わってる……何か視界に変化はある？」

「いえ、特には。でも、目に違い和わ感かんというか……」

「違和感？」

「は、はい。なんというか、魔力を通しやすいというか……」

「……魔眼かしら？　魅み了りようを相手にかけるなら定番の手段だけれども……」

　目に魔力を込め、固有の魔法を使う魔物は存在している。そういう特とく殊しゆな力の媒ばい体たいとなる目を魔眼と私は呼んでる。レイニが魔石を活性化させたことによって変化が表に出たのかもしれない。

「後、歯とか爪つめも同じですね。魔力を込めれば牙きばみたいに伸のばしたり、硬かたくしたりできるみたいです」

「ふむ……肉体の変化ね。興味深い力だわ、同じような効果を発揮するような魔法は思い付かないもの。魔力で覆おおうような魔法はあるけれど、肉体そのものの変化ではないし」

　ティルティが興味深そうに会話に交じってくる。けれど、レイニの正面にはいかないようにしている。魔眼と聞いて警けい戒かいしているのかもしれない。

「レイニ、魅了はどう？　意識して抑おさえられそうかしら？」

「はい、なんだか……今まではずっと息苦しいというか、モヤがかかっているような感じだったんですけど、今凄すごい意識がはっきりしていて、なんとなく力の使い方もわかるような気がするんです。流れを止めるんじゃなくて、最小限にすれば……」

「やっぱりね」

「やっぱり？」

　満足げに息を吐はくティルティに私は思わず小首を傾かしげる。何がやっぱりなんだろう？　私が疑問に思っているのに気付いたのか、ティルティが得意げな表情を浮かべる。

「レイニの漏もれ出る力は制せい御ぎよできてない垂れ流しの力で動かしてるものよ。だったら一度動きを正常化させれば、そっちの方が制御できるだろうと思ってたの。何せ魔ま石せきはレイニの体内にあって当たり前のもの。不活性化の状態である方が健全じゃなかったのよ、多分」

「……なるほど」

　言われれば確かに納得だ。魔石は魔物にとって身体の一部、臓器のようなものと考えると正常な動きをしていないから不具合が起きていたのだと考えることもできる。

　今回、レイニが魔力を通して制御下に置くことで初めて、レイニは正常な状態に戻もどったとも言えるのかも。レイニも魔石に魔力を流すまでは息苦しさなどを感じていたと言っていたから、あながちこの仮説も間違いじゃないのかもしれない。

「ユフィ、イリア。大丈夫そうだ、もうこっちに来ても平気だよ」

「はい」

　私からの許可が下りるとユフィとイリアが足早にこちらに近づいてきた。

　ユフィは私の傍そばに、イリアはレイニの傍まで寄っていき、レイニの顔を覗のぞき込んでいる。

「レイニ様、大丈夫ですか？」

「はい、大丈夫です。……あの、私を見て、何か変わった感じしますか？」

　レイニがどこか期待したような顔でイリアに問いかける。魅了の力を自分で抑え込んでいる手応えがあるのか、その声はどこか明るい。

　けれど、問われた側のイリアの反応はどこか渋しぶい。ただジッとレイニの顔を見ていたけれども、首を左右に振ふった。

「……いえ、特に変わったような感じはしませんが。目の色が変わったのが不思議に思う程度でしょうか？」

「えっ……？」

　イリアの返答は、レイニの期待した答えではなかったんだろう。固まってしまうレイニの前にティルティが移動する。レイニの瞳を覗き込むように観察したティルティは、一つ頷いてからレイニに喋しやべりかける。

「大だい丈じよう夫ぶよ。今の貴方が何かしてるって感じはしないわ。……となると多分、魅了というのは感情そのものの操作というよりは、認識の刷り込みに近いのかもしれないわね」

「刷り込み……？」

「卵から孵かえったばかりの雛ひなが最初に見たものを親だと認識するという話があるでしょう？　恐おそらくだけど、視線を合わせたりすることで自分を庇ひ護ごの対象だという認識を刷り込むのよ。それが貴方あなたの魅了の力の仕組みなんじゃないかしら？」

「認識の刷り込みか、確かにそれらしいかも。今は魔石を制御下に置いているから認識を更こう新しんし続けてる訳じゃないってことね」

　ティルティの仮説に私は掌てのひらの上に拳こぶしを乗せて納得した。

　レイニの目の色が変化したのは、相手に認識の刷り込みを与あたえるための魔眼という触しよく媒ばいに変化したと考えれば辻つじ褄つまが合う。目と目が合ったら恋こいに落ちる、というように認識を刷り込むみたいな感じなんだろう。

「ですが、それならレイニ様を庇護しようと思い続ける筈はずでは？　生徒たちがレイニ様に悪感情を抱いだくようになるのはおかしいのではないでしょうか？」

「刷り込みはあくまで刷り込みで、感情そのものを弄いじってる訳ではないわ。認識と感情が一いつ致ちしないなんてことはよくあるし、その差が大きくなればなるほど歪いびつになっていくでしょうね。その歪さが無自覚にストレスになって、結果としてレイニへの悪感情に反転するなんてこともあると思うわよ」

　イリアの疑問に対して、ティルティが嬉き々きとした様子で自らの仮説を語っている。まるで水を得た魚みたいだ。

　魅了はもっと複雑なものかと思ってたけれど、それぐらいわかりやすい仕組みだったなら歪になる関係にも説明がつく。

「……議論が盛り上がるのは良いのですが。レイニも疲つかれているようですし、ここで一息を入れませんか？」

　こほん、と小さく咳せき払ばらいをしてからユフィが私たちに言う。ユフィの言葉にレイニが申し訳なさそうに縮こまってる。レイニも緊きん張ちようが続いていたからユフィの言うことは尤もつともだ。

「それもそうね。うちのメイドにお茶を用意させるわ、少し休きゆう憩けいにしましょう」




　　　　＊　＊　＊




（……アニス様も、ティルティも凄いですね）

　私の一声で休憩を取る流れになったのを見つつ、ふと、そう思う自分に気付きました。

　レイニの魔石の存在を察知し、更さらには力の仕組みまで解明し、解決策を提示すること。私にはどう足あ掻がいても叶かなわないことでした。

「？　ユフィ？　どうかした？」

「いえ、何でもありません」

「そう……？」

　心配そうに私の様子を窺ってくれたアニス様を躱かわしつつ、私はそっと息を吐きました。

　アニス様が私を婚こん約やく破は棄きに関わる話からそれとなく遠ざけようとしていたのは感じていました。ですから、アニス様がレイニの謁えつ見けんに同席するということを決めた時、私が遠ざけられたことに疎そ外がい感かんを覚えてしまいました。

　私自身、婚約破棄から時間が経たった今、思うこともあります。けれど、結局それは私の努力が不足していたために招いたこと。私に誰だれかを責めたいという気持ちはありません。

　私はそうであらねばならない立場でしたし、レイニという誰も想像できない要素を抜ぬきにしてもアルガルド様との関係は良好ではありませんでした。

　レイニの魅了だけが悪いのではありません。私にもできることが、しなければならないことがあったのに、その役割を果たせなかったことも悪いのです。ならば、せめて自分の失敗は取り戻したいと思うのです。

　そのために私ができることは何なのでしょうか？　アニス様の助手という立場でここにいますが、助手というのならティルティの方が助手のように思えてしまうのです。

（……ティルティが、悪い訳ではないのですが）

　どうしてかアニス様とティルティが議論を交わしているのを見るのが少し辛つらいです。

　思わず胸を撫なでて、少しでも自分の気持ちを消し去ろうとしますが上手うまくいきません。

「──ねぇ、ユフィリア様？」

「ッ……!?　な、なんですか？」

　不意に間近で聞こえた声に顔を上げます。私を覗き込むように見ていたのはティルティでした。彼女は私を食い入るように見ていますが、何も言いません。

「ふぅん……？」

「あの……」

「ちょっと付き合いなさいよ、禁書を書庫に戻しに行くから」

「え？」

「アニス様、ちょっとユフィリア様を借りるわよ？」

「は？」

　唐とう突とつなティルティの宣言に私は呆あつ気けに取られてしまいました。私が止める前にティルティがアニス様に向けて声をかけます。アニス様は何を言っているんだ？　と言わんばかりに表情を歪ゆがめます。

「いきなり何よ？」

「良いいじゃない。ユフィリア様とは少し二人で話してみたかっただけよ。本を書庫に戻してくるだけだから、すぐ戻ってくるわよ」

「……いや、ティルティだから信用がならないんだけど」

「ダメなの？」

「ダメって言うか……ユフィ？」

　どうする？　と問いかけるようにアニス様が困り顔で私を見てきました。正直、私もいきなり話を振られたのでどう答えるべきなのかわかりません。

「いーからいーから。たまには私だって交流を結びたいと思う相手がいるのよ」

「……ますます胡う散さん臭くさいんだけど」

「なに、保護者がいないと一対一で話もできないの？」

「うむむむむっ」

　そう言われてしまってはアニス様も何も言えなくなってしまいます。そして、私も。

「……アニス様、大丈夫です。ちょっと行ってきますね」

「ユフィ……」

「何も取って食う訳じゃないんだから。ほら、行きましょう？」

　ティルティの誘さそいに乗って、私は彼女と二人で部屋を後にしました。

　廊ろう下かを歩いている間、ティルティはずっと無言でした。私はただ彼女の後を追うことしかできず、歩いている内に書庫と思われる部屋に辿たどり着いてしまいました。

「一応、釘くぎを刺さしておくけれど。ここのことは内ない緒しよよ？」

「他にも禁書があるのですか？」

「えぇ。ほら、どうぞ？」

「……失礼します」

　促うながされるままに中へ入ると書庫の香かおりが鼻を擽くすぐりました。この匂においは嫌きらいではありません。昔から読書は好きでしたので、本の香りも慣れ親しんだものです。私が中に入った後、ティルティも書庫の中へと入って鍵かぎを閉めました。

　扉とびらを閉めると暗くなった書庫でしたが、ティルティが小さく呟つぶやくと、ぼんやりと明かりが灯ともされました。離り宮きゆうでも使われている魔道具の照明ランプで、ここにも使われているのかと感心してしまいます。

「この棚たなね、本の位置は決めてあるのよ」

　部屋の広さはそうでもありませんが、幾いくつもの本が棚に収められています。つい興味に惹ひかれて、部屋の中を見回してしまいます。

　その間にティルティが手に持っていた本を棚へと戻もどします。そこが元々収められていた位置なのでしょう、本と本の間にティルティが持っていた本がぴったりと嵌はまりました。

「──さて、それで？　何か私に言いたいことがあるのかしら？　ユフィリア様」

「え？」

「さっきから随ずい分ぶんとただならぬ視線を向けられていたと思ったのだけど、私の気のせいかしら？」

「……気付いていたのですか？」

　ティルティが気付いていたのでしたら、アニス様にも気付かれていたのでしょうか？

　思わず私は自分の頬ほおに触ふれてしまいましたが、突とつ然ぜんティルティが吹ふき出しました。

「大丈夫よ、多分気付いていたのは私と、あとはイリアぐらいでしょう。アニス様は自分に向けられる悪意には敏びん感かんだけれど、好意を持つ人の感情には鈍にぶいのよねぇ」

「……はぁ」

「──嫉しつ妬と？」

　嫉妬。ティルティにそう言われて、思わず眉み間けんにしわが寄って、唇くちびるを引き結んでしまいました。この胸の中心に居座って、息を重苦しくするようなものは嫉妬なのでしょうか？

「えっ、自覚なしなの？　……なんというか、本当に綺き麗れいに育ったお嬢じよう様さまなのねぇ」

「……嫉妬しているように見えましたか？」

「それ以外の何に見えるのか逆に聞きたいぐらいよ。私はアニス様とは違ちがって自分に向けられる感情の判断ぐらいはできるわ」

　呆あきれたように溜ため息いきをつくティルティ。思えば、侯こう爵しやく令嬢らしからぬ彼女には会った時から思うことがあったように思います。以前からアニス様と知り合いだという、その互たがいに理解し合った距きよ離り感かんに自分にないものを感じていたような、そんな気持ちを。

　自分にないものを持っていて、アニス様との距離が近い彼女に対して嫉妬していたのだと思えば納得してしまいました。同時に、自分がこんなに重苦しい感情を抱いてしまったことに気持ち悪さが沸わき上がってきました。

「あぁ、もう。まさかここまで純じゆん粋すいだとは思わないじゃない……ちょっとつついてやろうって思っただけなのに」

「……申し訳ありません」

「謝らないでよ、逆に困るわ」

　髪かみを掻かき混ぜるように掻いていたティルティが舌打ちを零こぼしました。自分が彼女にそんな態度を取らせてしまったのだと思うと、申し訳なくて肩かたを縮めてしまいます。

「……そうね、ユフィリア様。一つ聞いていいかしら？」

「何でしょうか？」

「どこまで本気なの？」

　ティルティからの問いかけの意味がわからず、私はきょとんとした顔を浮うかべます。

「あの、何がですか？」

「本気でアニス様の助手のつもりって聞いてるのよ」

　その問いかけに私は心臓が掴つかまれたような気持ちになってしまいました。一いつ瞬しゆん、正しく呼吸ができなくて引き攣つったような音が零れ落ちていきます。

　どうしてそんなことを問うのか、そう聞きたくても声になりません。脳裏に親しげに議論を交わすアニス様とティルティが浮かんで、言葉が何も出てこなくて……。

「そんな顔するんじゃないわよ……あぁ、もう。どう聞けば良いのかしら？　扱あつかいにくい子だわ、貴方あなたって。別に私は貴方がそれでいいなら助手でもなんでもやれば良いって思うわよ？　アニス様が貴方を助手として置いておきたいって気持ちはわかるもの」

「え？」

「私は正直興味ないけど、貴方がアルガルド王子から婚約破棄されたのはレイニが原因だったんでしょう？　騒さわぎの原因もわかったんだし、貴方の不ふ名めい誉よもドラゴン討とう伐ばつの功績である程度、回復してるでしょ？　わざわざアニス様の助手をする意味あるの？」

「……どうしてそんなことを聞くのですか？」

　思わず目を細めてティルティを見てしまいます。一体、彼女が私に何を聞きたいのかがハッキリしません。

「だって、貴方が公爵令嬢としての務めを果たそうっていうならアニス様の所にいつまでもいられる訳じゃないでしょう？」

「……そ、れは」

「アニス様が貴方を助手にしたのは名誉を挽ばん回かいさせるためでしょ？　その目的は達成されたし、騒ぎの原因になったレイニの謎なぞは解明された。レイニに目が曇くもってた子息たちも原因がわかったなら再教育でどうとでもなるでしょ。だったら貴方がもうアニス様の助手をしてる理由なんてないんじゃないの？　名誉挽回がまだ不十分だって言うなら、それはそうだとは思うけど、それも時間の問題でしょ。あの規格外がやらかすんだもの」

「……ですから、どうしてそんなことを聞くのですか？」

「──中ちゆう途と半はん端ぱなままでアニス様の所にいると、絶対後こう悔かいすると思ってるからよ」

　淡たん々たんとティルティに言われた言葉に、今度こそ私は身が絞しぼられたように動けなくなってしまいました。そんな私を見て、ティルティが鼻を鳴らします。

「別に貴方のため、なんて言うつもりないわ。むしろアニス様のためよ」

「アニス様の……？」

「アニス様はユフィリア様を気に入ってるみたいだからね。……だから、中途半端にぶら下がってるだけなら止やめておきなさい」

　ティルティは手をひらひらと振ふって私に言いました。けれど、私は言葉も発せられず、指先すら動かせなくて立ち尽つくすことしかできません。

　ぶら下がってるだけ、中途半端。それは……それは、私が感じていた無力感そのものです。私はティルティのようにアニス様と議論をできる訳ではないのですから。

「だから、そんな泣きそうな顔しないでよ……助手を本気でやるつもりなら止めないわよ。でも、それで良いの？　って確認よ」

「良いの、とは……？」

「アニス様の傍そばにいたらわかるでしょ？　アイツは基本的に異い端たんなのよ。今はまだ陛下がいるから良いものの、アルガルド王子が国王になったら、この国内にアニス様の居場所はあるの？」

　ティルティから告げられた言葉に、私は頭を強く殴なぐられたような衝しよう撃げきに襲おそわれました。

「アルガルド王子はアニス様のことを毛け嫌ぎらいしているものね。今みたいに離宮に籠こもってるからって良いとも言われないかもしれない。臣しん籍せきに下るとしても、王都から離はなれた辺境の領地を貰もらったりするのが一番平和かしら？　貴方、それに付き合えるの？」

　確かに陛下が退位し、このままアルガルド様が王になったら……アルガルド様との折り合いが悪いアニス様は王都に居場所がなくなってしまうかもしれません。

　だから王都を離れ、辺境の地へと居を移すかもしれない。それは起こりえる未来です。それに私が付き合えるかと、そう聞かれて私は咄とつ嗟さに返答できませんでした。

（……私は、どうしたいんでしょう？）

　自分の意思で望むことを。願いだけで言えば、このままアニス様と共に歩んでみたいという思いはあります。あの人を見守っていたいと、その背を支えたいと。私はその願いを叶かなえて良いのでしょうか……？

「厳しいことを言うけれど……貴方にはアニス様の助手以外にもやっていける道があるのよ。アニス様の味方になりそうな貴族と婚こん姻いんを結んで、アルガルド王子が即そく位いした後にアニス様を支し援えんするとか、そういう方向の道もある訳じゃない？」

「……そう、ですね」

「あー、もう。ちょっとつつくつもりがなんで人生相談なんてしてるのよ。別に勝手にすれば良いとは思うけど……私だってアニス様とは腐くされ縁えんよ。付き合いが長い、数少ない友人の曇った顔なんて見たくないもの。だからユフィリア様に中途半端でいてもらっちゃ困るの。貴方、大事にされてるもの。何かあったらアニス様はまた騒そう動どうを起こすわよ？」

　ふん、と鼻を鳴らしてティルティが言い切りました。その言葉に足あし踏ぶみをしてしまっているように進めない私は申し訳なさに視線を下げてしまいます。

「ティルティは、アニス様と仲が良いいのですね」

「ただ互いに遠えん慮りよがないってだけよ、仲が良い訳じゃないわ」

「でも……」

「でもも何もないの。──だって、私、アニス様と決してわかり合えない点があるもの」

「……わかり合えない点？」

　そんな点が二人の間にあるのでしょうか？　思わず不思議な気持ちになってティルティの顔を見てしまいます。そこで私はギョッとしてしまいました。

　ティルティの表情が感情の消え失うせた真顔だったからです。ランプに照らされた無表情が嫌いやに印象に残り、思わず喉のどを鳴らしてしまいました。

「私は、魔ま法ほうを忌いみ嫌ってるから」

「……魔法を？」

「幼い頃ころから私を苦しめて、人生を狂くるわせたこんな才能を、そんな呪のろわれた力を素晴らしいものだと喧けん伝でんする貴族が嫌いよ。魔法なんていっそ廃すたれてしまえば良いとさえ思ってる。だから私はアニス様が魔法に憧あこがれてるっていう点は吐はき気けがするほど、嫌いよ」

　薄うつすらと笑みを浮かべて言うティルティ。その声は、明らかに本気で言っていました。

「私はアニス様が魔学を追求するのも、魔道具を作るのも愉ゆ快かいだと思ってる。だから手を貸しても良いって思ってるわ。でもね、その思いは真逆なの。私は魔法が魔道具という形で平民の手に渡わたって、今の魔法の在り方が壊こわれてしまえば良いと思ってる。でもアニス様は魔法が純粋に好きなのよ。心の底から憧れて、子供みたいに目をキラキラさせて、魔法が素晴らしいものなんだって信じてる。それが自分に与あたえられなかったのだとしても、ね。馬ば鹿かみたいでしょ？」

　吐き捨てるような口調で、けど声は優しく聞こえる矛む盾じゆん。ティルティのちぐはぐな態度に私は目を奪うばわれるばかりでした。

　彼女が魔法を恨うらみ、憎にくんでいるのも本当なのでしょう。アニス様を嫌っているというのも。それでもティルティはアニス様を友人と呼び、アニス様の夢に手を貸しても良いと思っている。そこにかける願いが、たとえアニス様と重なることがなくても。

「私とアニス様の距離を見て悩なやむぐらいなら、しっかり考えておきなさい。貴方が自分で何をしたいのかを。私は面白いから手は貸すけど、アニス様の願いに寄りそうつもりはないもの。貴方がその支えになりたいって思うならそれで良いけど、楽な道じゃないわよ？」

　ティルティから告げられた言葉に、私は何も返すことができませんでした。それでも、せめて小さく頷うなずきました。
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　きっと、この答えを出す時が来たら。それは私にとって大きな選せん択たくになると、その予感を覚えてしまったから。




　　　　＊　＊　＊




　クラーレット侯こう爵しやく家別べつ邸ていから離り宮きゆうに戻もどってきた後、寝ねる前の身支度を済ませて、私室で一人思いを馳はせているとアニス様が心配そうに私を訪ねてきました。

「……ユフィ、なんかティルティに失礼なことされなかった？」

　アニス様に心配をかけてしまっているということに少しだけ胸が苦しくなってしまいましたが、私は笑みを浮かべて返します。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

「……でも、なんか元気がないよ？」

　顔に出ていたでしょうか、思わず顔に手を伸のばすとアニス様が眉まゆを寄せました。これは隠かくせそうにないですね。諦あきらめたように私は息を吐いてアニス様へと向き直ります。

「……これからのことを考えてまして」

「これからのこと？」

「レイニの事情も、一連の騒ぎの原因も見えてきましたから」

「まぁ、そうだね」

「はい。時間はかかりますが、事態は収束していく筈はずです。……だから、先のことを」

「……そっか」

　心配そうなアニス様の表情が幾いくらか柔やわらかくなりました。恐おそらくですが、ティルティが私に対して将来を考えろ、と言ったとは思ってないのだと思います。

「……中途半端は私も嫌ですから」

「中途半端？　何が？」

　アニス様が私の呟つぶやきに不思議そうに首を傾かしげます。立たせたままなのも良くないと思い、ベッドに座って隣となりを手で叩たたいて示します。アニス様は私の意図を察してくれたのか、私の隣に腰こしを下ろしてくれました。

　アニス様も寝る前の支度は終えていたので、普ふ段だんは結んでいる髪かみが下ろされています。隣に並んで座るアニス様から視線を正面へと移して、ぽつぽつと自分の思いを口にします。

「ようやく今までのことを振り返って、自分がアルガルド様の婚こん約やく者しやとして至らなかったのだと思うようになりました。アニス様に助けられて、名誉の回復の見込みも立ちました。けれど……私自身も変わらなくては意味がありません」

「……うん」

「私はアニス様に恩を感じています。それにアニス様の助けになりたいとも思っていますし、目を離せないとも思ってます。魔学は素晴らしい学問だと思いますし、魔道具は今後、人のためになる発明だと確信しています。なら、私も力になりたいと思っていましたけれど……正直、今、私が何かできてるとは思えません」

　視線を落とし、自分の掌てのひらを見つめて。そうして呟いた言葉に、アニス様の手が私の手を包み込むように取りました。

「……ごめん。そんなにユフィが気にしてると思ってなかった」

「アニス様が私に気を遣つかってくれているのはわかっています。私に無理をさせないように、自由でいさせてくれたんですよね」

「……うん。ユフィはさ、今まで与えられた仕事を凄すごい一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってたでしょ？　だからさ、もっと自分の時間というか、自由な時間を持って欲しくてさ……」

「はい。この離宮で過ごした時間は短いですが、どれも新しん鮮せんで、楽しいと思えることばかりでした。だから、ここが本当に居心地が良くて……アニス様にはどれだけ感謝しても、きっと感謝の言葉が尽きることはないと思います」

　きゅっ、とアニス様が私の手を強く握にぎりました。その手を私も握り返します。

「このままでいたいと、初めて思ったかもしれません。でも、それは許されません。私はマゼンタ公爵家の娘むすめで、貴族の娘として果たさなければならない義務があります」

「……うん」

「できれば、その責務を貴方あなたの傍で、貴方の力になるように果たしたい。私は貴方のために何ができて、何をすべきなのか。……助手と言っても、ティルティの方が知識もありますし、助手としてはいまいち役に立ててないと思ってしまいまして」

「それは私が悪いよ！　ユフィに気を遣いすぎて、逆に空回りしてたっていうか……！」

　慌あわてたようにアニス様が私との距きよ離りを詰つめて、申し訳なさそうに眉を寄せながら言います。その眉に指を当てるようにして、アニス様との距離を取ります。

「はい、それもわかってます。だから、私ももっと自分から動かないといけないと思ったんです。アニス様の隣にいても恥はずかしくないように」

　正直、まだ私は自分の将来を思い描えがけないでいます。貴族の義務とは口にしていますが、家に戻るつもりはありません。令れい嬢じようとして社交界に戻るのも、また何か違ちがうのです。

　不確かなことばかりで、自分の未来を描けないでいる私ですけど。きっと、アニス様が見ている世界を垣かい間ま見みてしまったからなのでしょう。私は、まだ入り口に立っているだけなのだと気付かされたから。

「……アニス様は、どうしてそんなに魔法が好きなのですか？」

　私が投げかけた問いに、アニス様は私の手を握りながらも視線を天てん井じように向けました。

「んー、なんでって言われると、もう好きだからって理由しかないかな。理由はそれだけ簡単なもので、ただ憧れてる。きっと恋こいをするくらいにね」

「自分は魔法が使えなくてもですか？」

「それは……凄く残念だけど。それでも私は今の自分がそんなに嫌きらいじゃない。私だから見えるものもあると思ってるし、私だから生み出せたものもある。それは誰だれかに譲ゆずれることじゃないから」

　そう言いながら浮うかべるアニス様の笑顔は、とても眩まぶしいほどでした。目はキラキラとして光に満ち溢あふれています。そこに輝かがやかしいものがあるのだと、信じて疑わないように。

　──私は、貴方のそんな横顔にどうしようもなく惹ひかれてしまうのです。でも、遠くを見つめる貴方はそのまま飛んでいってしまいそうだから、どうか、せめて。

「……私も、好きになりたいです」

　ティルティは魔法の才能を呪のろいだと言いました。だからアニス様と願いは噛かみ合わないのだと。彼女にとって魔法は忌むべきものだから。では私にとって魔法とは？　その答えは、まだ見つからないけれども。

「アニス様」

　名を呼んで、握り合わせた手を離はなさないように。私も望んでいいでしょうか？　ここにいたいと、そんな我わが儘ままを通すために。貴方といたいと思うから、魔ま法ほうを好きになりたい。

　そんな私でも良いでしょうか？　ただ、私は貴方の隣にいて、貴方の夢を一いつ緒しよに見たいのです。貴方の隣にいるのが私であって欲しいと、そう思ってしまうのです。

　この魔法の才能がある意味を、貴方のためにと言っても良いでしょうか？　口に出せないままの思いを心に押し込めるように封ふうをして、私はそっと肩かたをアニス様に預けます。

「……今日はこのまま、こっちで寝て良いい？　ユフィ」

　私の振ふるまいを甘えていると取ったのか、アニス様が優しくそう言いました。私も小さく頷きます。心の中で小さく、ごめんなさいと呟いて。まだ、一人で立てそうにない私を許して欲しいと願いながら。

　もうちょっとだけ待っててください、アニス様。必ず、私は貴方に追いついてみせますから。貴方が好きな魔法を、私も好きになりたいのです。私の魔法が貴方の願いのままにあれるように。そんなささやかな願いですけど、それが今の私の目標ですから。








４章　魔学の価値









　クラーレット侯爵家別邸でレイニの身体検査をした後、ティルティが離宮に出入りするようになった。主な目的はレイニの更さらなる身体検査だ。

　イリアは王城に用事があるということで席を外しているので、離宮のサロンにいるのは私とユフィ、レイニとティルティの四人だ。ティルティは外出する際には黒いヴェールで顔を隠しているので非常に怪あやしい。そんなに日光が嫌いなのか。

「それで、レイニだけどやっぱり吸血衝しよう動どうが出るようになったの？」

「はい……」

　ティルティが話題にしたのはレイニの吸血衝動についてだった。魔石を活性化させてからレイニにはヴァンパイアの吸血衝動が起きるようになっていた。レイニは自分の身体からだに起きるようになってしまった衝動が申し訳ないのか、また畏い縮しゆくして小さくなってしまった。

「どうにも普ふ通つうに生産する分の魔力が魔石に取られてて、魔力の不足を体が感じると吸血衝動という形で現れて、魔力を他者から摂せつ取しゆしようとするみたいなんだよね」

　ヴァンパイアは血を吸うことによって、血に含ふくまれている魔力を自分のものとして取り込むことができる。一いつ般ぱん的てきに魔力の譲じよう渡とは簡単なものではなく、よほど相性が良い者同士で行わないと効果が見合わない。

　そして他人の魔力を取り込むと酔よいにも似た症しよう状じようを併へい発はつしてしまうため、大量には受け取ることができない。だから知る人ぞ知るみたいな補ほ充じゆう方法なんだけど、ヴァンパイアは魔石を介かいすことで他者の魔力を己の魔力とすることに長たけているみたいだ。

「ふぅん？　それで血は吸わせてるの？　あと血を吸われたからってヴァンパイアになる訳ではないのね？」

「はい、敢あえてそうしようとしない限りは……あと、血はイリア様が……」

「私とユフィも一度吸わせたんだけど、やっぱり身分を考えるとイリアが納得しなくて。なのでレイニの魔力供給係はイリアの仕事になったわ」

　私とユフィの血を吸って貰もらったのは比ひ較かく対象のためだったけれど、流石さすがに常に私たちがやるのを許す訳にはいかないとイリアが強く主張し、レイニの吸血衝動が起きた時はイリアが血を与あたえている。

「しかし不思議なものよね。魔石を意識するようになってから自然と使い方が思い出せるというのだから」

「はい。魔石を使ってるからなのか、他の人と比べて感覚が違うので苦労していますけれど……」

「でも、その使い方だってヴァンパイア独特のものだからね。やっぱり魔石が今まで経験してきたものを蓄たくわえているんだっていう仮説はあってると思うよ」

「ヴァンパイアとは、ヴァンパイアの魔石を持つ者たちが引き継つぐ魔法体系と言うべきね」

　レイニは元々、水属性の魔法が得意だったらしい。今も水属性の魔法を中心に腕うでを上げている。その中にはユフィでも難しいような魔法もあって私たちを驚おどろかせている。

　ティルティ曰いわく、レイニの扱あつかう魔法は普通の魔法ではなく、レイニが持つヴァンパイアの魔石の恩おん恵けいによるものらしい。

　この恩恵とはヴァンパイアの魔石が一種の記き憶おく装置になっていて、魔石を継けい承しようさせることで蓄えた知識を伝え、真理に到とう達たつすることを目指したんじゃないかと仮説を立てている。

　魔石自体は気付かれることがなければどんどんと次の世代へ引き継がれていき、運良く目覚めた者に知識や経験を引き継がせることで、真理の探究という大望を繋つなごうとした。そんな執しゆう念ねんさえ感じる。

「ともあれ経過は安定してるみたいで良かったわ。レイニだけじゃなくて、アニス様もね」

「ある意味、レイニが来てくれて助かったわ。色々と参考になったし」

　今、私とティルティで経過を観察している実験も順調だ。ある意味、このタイミングでレイニが離り宮きゆうに来てくれたのは精せい霊れいの導きだったのかもしれないと思う。

　レイニも離宮での生活に慣れてきて、最近はユフィと一緒に勉強をしている。レイニは天才という訳ではないけれど、とても努力家だ。教えられたことを必死に覚えようとしてる姿は魅み了りようの力がなくても微笑ほほえましくて好ましい。

　……何な故ぜかついでに私も勉強させられてるんですけどね。どうしてそうなった……？

（まぁ、ユフィが楽しそうだからいいけど……）

　最近、レイニの一件があったとはいえ、ユフィに気を遣いすぎて助手として仕事を振れてなかったことは反省点だ。私の体調管理や見張りを頼たのんでいたと言えばそうだけど、それだと貢こう献けんしている実感がなかったのも事実なんだろう。

　そんな中で私とレイニに勉強を教えるのは案外楽しそうにやってるみたいでホッとした。私も王族として学ぶことはあると言われると否定できない。だからといってマナーを学ぶのは、うん、ちょっと面めん倒どうだと思っちゃうけど。

　ヴァンパイアの生態調査や、力の制せい御ぎよも少しずつ解かい析せきが進んでいるし、レイニの魅了が勝手に発動するのも、心安らかな環かん境きようにいれば問題はないという確証がほぼ取れた。

　調査結果は父上と母上にも送っているし、父上たちから他の事情を知る人たちにも伝えられていると思う。今の所、大きな問題は起きていない。

（平和だなぁ……）

　できればこのまま何事も起きなければ良いのに。最近はアルくんの婚こん約やく破は棄きにドラゴンの襲しゆう来らい、そしてヴァンパイアの実在が確認されるとか、ちょっと並べてみても問題が起きすぎだと思う。

　平和でありますように。内心で小さく祈いのった直後、外に出ていたイリアが戻もどってきた。その表情を見て、私は猛もう烈れつに嫌いやな予感がした。

　一見、いつもの無表情にも思えるイリアだけど、その表情と身に纏まとっている空気が険しい気がする。

「ただいま戻りました。……姫ひめ様」

「おかえり、イリア。……どうしたの？　何かあったの？」

「……はい、とても残念なことに」

　深々と溜ため息いきを吐はき出すイリアに私は思わず天を仰あおぎたくなった。イリアがここまで言うってことはかなり残念なことが起きたらしい。平和であるように祈った直後に問題が発生するとか、どんな確率？

「何があったのですか？」

「姫様に招待状が届いております。……魔法省から」

　魔法省。そう告げるのと同時にイリアが差し出した封ふう筒とうは、確かに魔法省からのものだ。私は思わずこれでもかというほど眉まゆを寄せてしまった。

「なんで魔法省から……」

「何か不味まずいんですか？」

　私と魔法省の因いん縁ねんを詳くわしく知らないレイニが困こん惑わくしたように呟つぶやく。答えてあげたいけど、まずは内容を確認しないといけない。封を開けて、私は魔法省からの手紙を確認していく。

「……うわ、面倒くさ……」

　思わず低い声で呟いてしまった。レイニが怯おびえたように身を竦すくませてるけれど、気にしている余よ裕ゆうがなかった。それだけ魔法省からの手紙が面倒なものだったからだ。

「アニス様？　内容にはなんと？」

「……ドラゴンの素材について講演会を開いて欲しいって。要約すると、ドラゴンの素材を一体何に使うつもりなのか、その使用用よう途とを説明しろだって」

　文面は貴族らしい言い回しで、時折棘とげを刺さすような皮肉を織り交ぜてくるのはいつものこと。内容は私が言った通り。報ほう酬しゆうとして受け取ったドラゴンの素材の使い道を魔法省の面々に講演して欲しいとの内容だ。

　私から内容を聞いたユフィが眉を寄せながら手紙を手に取った。そして内容を確認するにつれてユフィの表情が暗くなっていく。

「……アニス様、これは一体？」

「ふん。どうせ私に難なん癖くせをつけて、可能だったら素材を取り上げようって思ってるんでしょう！　前にもあったわよ！　その時は別の素材だったけど！」

　私が研究に使っている素材は私の私費で集めたものだ。だから基本的に私が何の素材を使おうと魔法省に文句を言われる筋合いはない。けれど、魔法省が私に難癖をつけてくる場合がある。

　それは魔道具が違い法ほうではないかと訴うつたえること、言ってしまえば宗教裁判のようなものだ。私自身がどうにかなることはないけれど、不当として魔道具の開発を中止させられ、場合によっては開発中のものを取り上げられることもある。

「えぇっ!?　それって、例えば禁書みたいにアニス様の発明を禁止物扱いにして取り上げようとしてるってことですか？」

　私の説明にレイニが目を見開かせて驚きを露あらわにした。流石にレイニもそれはどうなのかと思ってくれているようで、ホッとしてしまう。

「そうよ。確かに私が作るものは、信しん仰こうにそぐわないものや、影えい響きようを及およぼすものがあるのは事実よ。私も別にそれが正しい話し合いの下に判断されるなら別に良いいの。でもアイツ等は人の足を引っ張るだけ引っ張りたいだけなのよ！」

「わかるわ……私もやられたもの」

　私の苛いら立だちに同意するようにティルティがやさぐれたように呟く。ティルティの場合、取り上げられたのは新薬だけど。ただ私と違ちがってティルティはその一回で面倒になって、もう新薬を調合できても公表しないようになった。

　私も発明品ができたら、まず魔ま法ほう省よりも父上に最初に直接持ち込むようにしていた。父上の判断を聞いてから魔法省に届け出るか決めるためだ。普ふ段だんは父上が許可したと言えばそこまで口うるさくは言われないんだけど、たまに先んじて手を打たれることがある。

　それが素材を調達したタイミングを悟さとられた時だ。冒ぼう険けん者しやの活動をするようになってから自分で魔物を狩かって素材を調達するのに苦労をしていなかった。

　だからこそ人の目についたり、噂うわさされたりすることも増えた。魔法省がいちゃもんをつけてくるようになったのもその頃ころからだ。

「魔法省ってそんなこともするんですか？」

「してくるわ、ただ違法って訳じゃないのよ」

「どうしてですか!?」

「私が使用用途を決めてないなら、その素材は魔法省が預かりたいからって買い取ろうとしてくるのよ。それは正当な取引と言えるわ」

「買い取り？」

　不思議そうにレイニは首を傾かしげる。どうして買い取るという話になるのかわからないという顔だ。私は溜息を吐つきながら説明する。

「魔法省はエリート揃ぞろいだもの、資金力も十分あるわ。組織の予算としても、個人資産としても。だから私が使い道を決めてないなら自分たちに買わせろって迫せまるの。それで私が断ればそっと陰かげ口ぐちを叩たたくのよ、強ごう欲よくだの、怪あやしい実験をしてるだの、色々とね」

「……魔法省の長官って、モーリッツ様のお父様ですよね？」

「あぁ、そうだね」

「……そんな酷ひどいこと、許されるんですか？」

「許されないけれど、それが横行してしまうだけの権力と立場があるのも魔法省なのよ」

　これだけ言うと本当に魔法省は嫌な人の集まりだけど、ちゃんと仕事をしてるにはしてるんだよ。私がやろうとしてることや、成し遂とげたいことが魔法省の仕事や思想、理念と噛かみ合わないのが悪いと言われたら認めるしかない。

「それに魔法省の全員がって訳じゃないのよ。純じゆん粋すいに魔法の腕うで前まえと優ゆう秀しゆうな成績を認められている研究者もいるわ。でも、政治家としての立場が強くなるとどうしても、ね」

　魔法省は国政の相談役でもある。エリート意識が高いし、国の文化や秩ちつ序じよを牽けん引いんしているのは自分たちだという自負がある。だから私と対立しちゃうんだけど。

　魔法省側からすると自分たちが譲じよう歩ほしてやってるのにあの王女様は、って思ってるだろうけどね。だから素材の使い道を決めてないからって黙だまり込んでも鬱うつ陶とうしいし、かといって下手な構想を口にしようものならこれでもかと騒さわぎ立ててくる。

「……モーリッツ様は確かに、少しプライドが高いとは思っていましたけど……」

「シャルトルーズ伯はく爵しやく子息だけじゃないわよ。魔法省にいる人たちが特に酷いってだけ。それに元々、貴族と平民を隔へだてる壁かべは大きいわ。魔法を使えるのか使えないのかってのはそれだけこの国では大きなことよ？　レイニだってわかってるでしょ？」

　私の指し摘てきにレイニは唇くちびるを引き結んでしまった。レイニだって平民から貴族になり、たまたま魔法の才能があったから学院に入れられてしまった。だから魔法を使える者と使えない者の溝みぞが大きいことは嫌でもわかってる筈はず。

　そして、私は王族なのに魔法が使えないうつけ者。ある意味で平民以上に癪しやくに障さわる存在なのだということは私も自覚している。

「それにしても、タイミングが最悪ねぇ？　ドラゴンの素材は目立ってたものね。口実の機会を探ってたんじゃないかしら？」

「あぁぁあっ！　止やめてよ、本当に！　しかもタイミングが最悪！　断りたくても断れないじゃない！」

　どうしてタイミングが最悪かって、ここで魔法省からの提案を蹴ければ絶対に噂されることになる。今までは私自身の評価がどれだけ落ちようと気にしてなかった。

　でも今はダメだ。今はユフィを名めい誉よ回復のために預かっていて、更さらにレイニも保護している状じよう況きようだ。ここで魔法省を刺し激げきしてしまうと二人を巻き込んでしまう可能性が高い。

　ユフィはまだ後で挽ばん回かいできるとしても、レイニが噂になるのは不味い。レイニに注目が集まってしまえば私がレイニに何かを問い詰つめたことをシャルトルーズ伯爵に知られてしまう。

　最近、レイニを見ないのは私が何かしたからじゃないかと言われると非常に困ってしまう。それで万が一、レイニを保護していると知られればどんな噂を立てられるかわからない。

　つまり今現在、魔法省からの提案を断るのは良くない状況という訳だ。

「何かしら構想や計画を魔法省に説明してこないといけないって状況になった訳ね。どうするの？　流石さすがにアレはまだ公表するつもりはないでしょ？」

「当たり前でしょ！　というか、アレは公表するつもりはないわよ！　何か別の案を考えないと……あぁもう、魔法省めぇ……！」

　ドラゴンの素材は貴重品だ。私は私の取り分を一欠片かけらたりとも譲ゆずるつもりはない。

　けれど、私の悪評をこのタイミングで立てられるのはユフィとレイニに迷めい惑わくをかけてしまう。かと言って、魔法省を納得させられるだけのアイディアが浮うかばない。

「……アニス様、私に任せて貰もらえませんか？」

「ユフィ？」

　ユフィは何か考え込むように顎あごに手を当てていたけど、いきなり顔を上げて提案した。突とつ然ぜんとも取れるユフィの提案に私は目を丸くしてしまう。

「ユフィに任せるって……どういうこと？」

「魔法省にアニス様が嫌きらわれているのは承知の上です。ただ、正規の手続きを踏ふまえているのに断るのは私たちの状況が良くないです。ですが、私ならどうでしょうか？」

「……ユフィが表立って動くってこと？」

「正直、私はアニス様と魔法省の因縁をちゃんと認識できていません。ですが、その理由がアニス様の普段の振ふる舞まいや、魔学の思想、魔道具の存在なのは理解しています。それなら私が間に立つことで軋あつ轢れきを抑おさえられるのではないかと考えました」

　真しん剣けんな眼まな差ざしのユフィに私は思わず息を吞のんでしまう。多分、魔法省はドラゴンの素材を私が大量に持っていることが気に入らないんだろうし、私が何かやらかすかもしれないことに気を張ってるだけだと思いたい。だから私の出方を窺うかがおうと仕し掛かけてきたんだと考えられる。

　どうしても私と魔法省の間には因縁があるから、私が表立って出てしまうと魔法省とはいがみ合うことになってしまう。でも、私じゃなくてユフィが立つのならどうだろう？

「良いんじゃないかしら？　魔法省が毛け嫌ぎらいしてるのはアニス様であって、ユフィリア様であればまた違った反応になるとは思うし、ありだとは思うわよ？」

　ティルティがそう言ってくる。ありかなしかで言えば、私もありだとは思ってる。貴族と交こう渉しようするとなれば私よりも次期王おう妃ひとして教育も受けた公爵令れい嬢じようであるユフィの方が上手うまくやれると思う。

　正直に言えば、今までは私と魔法省の間に立って交渉できるような人なんていなかった。イリアも学院に通わずに侍じ女じよとして王城に上がったから、魔法省の連中からは軽んじられている。

　精々いるとしたら父上だけど、魔道具や素材に関して父上は中立の立場だ。父上は基本的に私のしでかしたことのフォローはしてくれるけれど、私に対して肯こう定てい的てきじゃないから当てにできない。

「……いくらユフィでも私の傍そばにいるなら何か言われるかもしれないよ？」

「アニス様」

　私の言葉にユフィが眉を寄せた。それで私も流石に気を遣つかいすぎたと自覚した。そうだね、ユフィがやりたいと思うなら私がやるべきことはその背中を押すことだ。

「……わかったよ。でも、ユフィが立つにせよ魔法省が文句を言えないような案を出して説明しなきゃいけない。その案を考えないと……」

「それも私に一つ、提案があります」

　──頭を悩なやませる私に、ユフィが提案した内容は私にとって驚おどろくべきものだった。
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　講演会の日、私たちは王城へと上がる準備を進めていた。

　講演会の後にはちょっとした立食会もあるらしいけど、あくまで講演会は講演会。イリアにドレスを着ていった方が良いんじゃないかと言われたけど、私は断固として断った。

「アニス様、準備は良いかしら？」

「ティルティ」

　外出時のいつものヴェールで顔を隠かくしたティルティが私に声をかけてきた。

　今日の講演会には珍めずらしいことにティルティも私たちと同行すると言い出した。名目上は協力者ということで来るらしいけれど、本人曰いわく特等席で見物に行くだけとのこと。

　普段引き籠こもってるし、魔法省と折り合いが悪いティルティに招待状なんて届いてないからね。実際、協力者であることには間違いない。今回、魔法省に持ち込むための〝目玉〟を用意したのはユフィだけど、その検証に付き合っていたのはティルティだからだ。

「アニス様、ティルティ、お待たせしました」

　ティルティと言葉を交わしていると、イリアとレイニを後ろに引き連れてユフィがやってきた。今日はイリアが気合いを入れて化け粧しようをしたのか、ユフィはいつもより綺き麗れいに飾かざり立てられていた。

「あら、化粧をすれば流石ねぇ？　アニス様」

「そりゃ、ユフィは美人だからね」

　ティルティが茶化すように言うので、私も同意するように頷うなずきながら返す。そんな私たちを見てユフィが呆あきれたように溜ため息いきを吐く。

「何を言ってるんですか……それより、そろそろ時間です。参りましょう」

「うん。それじゃあイリア、レイニと留守番よろしくね」

「畏かしこまりました、姫ひめ様」

「頑がん張ばってくださいね！」

　イリアはいつも通りに、レイニは笑みを浮かべて見送ってくれた。レイニも離り宮きゆうで過ごす内にイリアに懐なついたみたいだし、魅み了りようの効果があったとはいえイリアが私以外にも関心を向けてるのは良い変化だと思う。

　イリアとレイニの二人に見送られて私たちは離宮から王城へと向かう。講演会の時間は夜で、月明かりが王城までの道を照らしている。

　王城で開く講演会はそんなに珍しいものではない。王城には幾いくつか、パーティーなどの集まりのための会場が用意されている。今日はその一つを使う予定だ。規模は魔ま法ほう省だけが主導だったので大きな会場ではないんだけど。

　王城に入り、もう少しで会場に着くという所で一人の人物が立っていることに気付いた。その人物を見て、私は眉まゆを寄せてしまった。それは嫌いやな意味で見知った顔だったからだ。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、アニスフィア王女殿でん下か」

　細身の長身で、パッと見た印象は理知的な青年。銀ぎん髪ぱつを背の所で纏まとめていて、その顔には眼鏡がかけられている。眼鏡の奥の瞳ひとみは冷ややかな青色で全体的に冷たい印象を与あたえる。彼は丁重に一礼をして挨あい拶さつをしてきた。

「……これはどうも、ヴォルテール伯爵子息殿どの」

「ラングで構いません。……何度もそう申している筈なのですがね」

　眼鏡を指で押し上げながら言う。その仕草はもう見慣れたものだ。相変わらず腹が立つ相手だね、こいつは！

　ラング・ヴォルテール、ヴォルテール伯爵家の長男で次期当主だ。魔法省の若手の中でも優ゆう秀しゆうな奴やつで、発言力も高い。実際、口だけじゃなくて魔法の腕うで前まえもピカ一らしい。らしい、というのは実際の腕前を見たことがないからだ。

「王女殿下ご一行のために案内役を申し出ました。どうぞ、よろしくお願い致いたします」

「わざわざご苦労様。案内役なんて、もうちょっと立場が下の人にやらせたら良かったんじゃないの？」

「これは異なことを。この国を救った救国のドラゴンキラーには私ですら霞かすむでしょう」

「よく回る口だこと……」

　私を褒ほめてるように見えて、そこに敬意の色なんてない。かといって嫌けん悪お感かんとかも表に出してないから本当に淡たん々たんとしている。

「助手として同行したのは、クラーレット侯こう爵しやく家の……」

「ティルティ・クラーレットよ。ただ私は見届け人、自分の関わった研究の成果が正しく評価されるのかどうか見に来ただけ」

「……数年前のことを気にしておられるのであれば、正式に魔法省に抗こう議ぎの文を届けて頂ければ対応致しますが？」

「できるの？　魔法と精せい霊れいにしか目が行ってない視野が狭せばまった信しん奉ぽう者風情に」

「……侯爵家の令嬢といえども口を慎つつしむのがよろしいかと」

　一いつ瞬しゆん、ラングの頬ほおが引き攣つったけれど、何事もなかったようにそう言った。ティルティも触ふれられなければ仕掛けるつもりはないのか、腕うでを組んで黙だまりこくった。

「……そして、ユフィリア・マゼンタ公爵令嬢様」

「はい」

　ユフィが一歩、前に出てラングと向かい合う。すると、ラングが一瞬だけ目を丸くさせた。それから誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをしてから、胸に手を当てて深く頭を下げた。突然頭を下げられたことにユフィは目を丸くする。

「ヴォルテール伯はく爵しやく子息殿？」

「ラングで構いません。お会いしたいと思っておりました、ユフィリア公爵令嬢様。このような形で対面となったこと、とても口惜くやしく思っております。婚こん約やく破は棄きの一件、さぞ心を痛めたことかと思います。心中、お察し申し上げます……」

「……ラング様に頭を下げられる理由などございません。どうか頭を上げてください」

　ラングに突然頭を下げられたユフィは少し困ったような顔をしたけれども、すぐに令嬢としての表情を取り繕つくろって静かに告げる。ユフィにそう言われて頭を下げていられなかったのか、ラングは顔を上げる。それでも表情は苦々しいままだ。

「……貴方あなたの噂うわさはお伺うかがいしていました。卒業後は是ぜ非ひとも、魔法省への進路を考えて頂ければとも思っていた矢先、まさかの報しらせに耳を疑いました。非常に残念に思っております」

「私を高く評価頂き、ありがたく思います。しかし、かの婚約破棄の一件は私にも非があったこと。今回の講演会でアニス様の助手として名めい誉よ挽ばん回かいしていく所存でございます」

「……王女殿下の助手として、ですか」

　今までどこか軽やかだったラングの口調が少し重くなる。ちらり、と私へと向けた視線は睨にらんでいるようにも思えた。

「……立ち話もなんです。時間まで控ひかえ室しつをご用意させて頂いております。ご案内致しましょう」

　ラングが促うながしたので、私たちは揃そろって控え室へと向かっていく。その間、会話はなかった。ラングが案内した控え室では侍女たちが控えていたのか、一礼をした。

　ラングに促されて着席をすると、侍女たちがお茶の用意を始めている。魔道具がないので魔法を使って火を灯ともしているのを見るとなんだか新しん鮮せんだった。

「改めて、此こ度たびは魔法省からの要よう請せいに応じて頂き感謝しております」

「断ったらうるさいでしょうに」

　はん、と私が鼻を鳴らして言うとラングの眉み間けんに思いっきり眉が寄った。

「それだけドラゴンの素材の価値が高いが故にとご理解ください、アニスフィア王女殿下」

「全部持っていった訳じゃないんだから良いいでしょ？　ドラゴンは私が倒たおしたんだから、私が素材を得る権利がある」

「いつも言っていますが、何も私共は貴方から素材を取り上げたいがために言っているのではありません。正当な価格を以もつて取引をし、国庫を潤うるおして民に還かん元げんするために……」

「それはラングの理想でしょ。私も本当にそうなってるなら文句は言わないよ。そうじゃないから文句をつけるんだ」

「貴方様の悪評について言っておられるのであれば、それはアニスフィア王女殿下の振ふる舞まいにも問題があるからだと、どうしてわかって頂けないのでしょうか？」

　私とラングの交わした視線の間に火花が散る。だからコイツと顔を合わせるのは嫌なんだよ、魔法省のエリートで絵に描いたような〝理想の優等生〟様だから……。

「一つ、よろしいでしょうか。ラング様」

　私とラングの睨み合いを収めたのはユフィだ。ユフィは静かにラングを見み据すえる。

「何でしょうか、ユフィリア様」

「お恥はずかしながら私は学院を卒業できなかった身です。なので魔法省のことも詳くわしくは把は握あくしておりません。また、アニス様とのご関係についてもです。アニス様からお伺いした内容だけであれば偏かたよりが出るもの。良ければラング様からご説明を賜たまわりたく思います」

「説明、とは？」

「私は魔法省がアニス様に対して、些いささか強く当たっているのではないかと思っています。もし、それが誤解だと言うのであれば双そう方ほうにとっても悲しいことではありませんか？　アニス様もこのように頑かたくなになられてしまうほど、互たがいの因いん縁ねんは深いものなのだとは察しております。しかし、その架かけ橋はしとなることが助手としての私の務めかと思いまして」

　……思わず私は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしてしまう。こんな風に仲裁されてしまったら私は何も言えなくなってしまう。

　ちらり、とラングの顔を見ればその視線はユフィに真まっ直すぐに向けられていた。ラングは眼鏡に指を伸のばして、位置を直すように指で押し上げる仕草をしている。

「なるほど。アニス様からどのように私たち、魔法省のことを聞いているのかは些か気になる所ではありますが……そもそも、私たちが強く出ていると言われるのであれば、アニスフィア王女殿下を思ってのことでございます」

「なるほど。つまりアニス様には問題があるということですね？」

「逆に問いますが、ユフィリア様はアニスフィア王女殿下に何も感じられないのですか？」

「具体的には、どのような？」

「品位に欠ける行動が、王族としてあまりにも目に余るとは思わないのですか？」

「それは否定できないことかと」

　ユフィ、そこは否定しないのね！　ただ口には出せなかった。私が口を開くとろくなことにならなそうだから静かにお茶を飲む。ティルティも我関せずといった様子でそっぽを向いたままだ。

「我々魔法省はパレッティア王国の未来を、その最さい先せん端たんを担うことを期待された者としてアニスフィア王女殿下の目に余る行こう為いを諫いさめねばと思ってのことなのです」

「では、素材の取引を断った後、悪評を立てられるというのは？」

「貴族社会において隙すきを見せればつい口が軽くなる者もおります。諫める気持ちが先走るあまりに口さがない者もいるのでしょう」

「貴方はどうなのでしょうか？　ラング様」

　ユフィの問いかけにラングの眉がぴくりと上がる。表情が僅わずかに揺ゆらいだ影えい響きようか、またズレてしまった眼鏡を直すように指で押し上げている。

「私はアニス様が何な故ぜ、魔法省にそこまで諫かん言げんせねばならぬと決意させるのか理解できていません。王族としての慎みがない、なるほど。これには私も同意致します。ですが、本当にそれだけなのでしょうか？」

「……ユフィリア様こそ、何を問いたいと言うのでしょうか？」

「魔法省がアニス様を咎とがめるのは、魔学は禁書と同様に規制対象である、と。そうお考えだからなのでしょうか？」

　ラングの目が細められた。その瞳が一度だけ、私を忌いま々いましそうに見たような気がする。視線を合わせたくなくて逸そらしたけど。

「魔学、魔学ですか……ユフィリア様はどのようにお考えなのですか？」

「突とつ飛ぴで理解に苦しむ点は多くあります。しかし、それが時に真理を突つく考えだと感心することもあります」

「……魔法省とて、ドラゴン討とう伐ばつに大きく貢こう献けんした魔道具の有用性は認めています。そして魔道具を生み出した魔学には価値がある。それは国王陛下もお認めになっていることであります。しかし……」

「しかし？」

「──その思想は、あまりにも異い端たんです」

　ラングははっきりとした声で、そう言い切った。

「アニス様の魔ま学がくは理解に苦しむ点が多い。そして精せい霊れい信しん仰こうを覆くつがえしかねない視点、思考はあまりにもこの国の王族として相応ふさわしくないのでは、と私は懸け念ねんしております」

　……あぁ、そうだね。もう何年も、ずっと言われ続けてきたことだ。私が魔法が使えないと知った時から、それでも魔法を使うことを諦あきらめなかったその日から。

　私に普ふ通つうの魔法使いであることが許されないなら、異端と呼ばれる手段でしか手にすることが許されないなら。私は全てを敵に回してでも自分の魔法を追い求めることを諦められない。

　私の考えが異端であることも、この国の根幹を為なす精霊信仰を崩ほう壊かいさせかねないことも理解してる。だから嫌きらわれるなんて仕方ないってことも、全部わかってる。

「──なるほど」

　思考に沈しずんでいた私の耳に、ユフィの静かな声がするりと入り込んできた。

「アニス様が異端の思想を持つことは王族として相応しくない。それは私にも理解できました。しかし、だからといってアニス様が王族として不適格かと言われれば違ちがうのではないでしょうか？」

「……何ですと？」

　ラングが眉まゆを顰ひそめ、ユフィを見据える。ユフィは背を伸ばして、姿勢良く座りながら言葉を続ける。

「耳を塞ふさがれた者に音楽を嗜たしなむことができるでしょうか？　嗜むことができない物事の意味を語ることができるでしょうか？　私たちが当たり前に与あたえられているものを与えられなかった彼女に私たちと同じ言葉を望むのは、本当に正しいことなのですか？　与えられなかったことこそが罰ばつだと言うのならば、アニス様は一体どのような罪を犯したと言うのでしょうか？」

　朗々と歌うようにユフィが言葉を重ねる。私はつい、口を半開きにして聞き入ってしまっていた。

　ユフィは私を見ることなく、ただ前を見据えている。揺るがないその姿は完かん璧ぺきと称しようされた公こう爵しやく令れい嬢じようとしての姿なのだと、そう知らしめるように。

「アニス様は最初から不信心だったのか。最初から異端なる考えを抱いだいていたのか。アニス様はただ一度も精せい霊れいに歩み寄ろうとしなかったのか。さて、一体、何がアニス様の罪だと言うのでしょうか？　魔法の才能を授けられなかったのは信しん仰こうに背いた考えを抱いたから？　それとも加護が与えられなかったから？　一体、どちらが先なのでしょう？　ラング様、貴方は一体どのようにお考えになりますか？」

　……怖こわい。初めてユフィに恐きよう怖ふを感じた。その問いかけには一切の感情が込められていない。ただ純じゆん粋すいに答えを問うだけのもの。そこにユフィ自身の感情は何もない。

　──まるで鏡のようだ。ユフィの問いかけは嫌いやでも自分自身に己の正しさを問わせる。

　そこに綻ほころびがあれば容よう赦しやなく自分の首を絞しめる。そんな錯さつ覚かくを感じさせる問いかけに嫌な汗あせが背中を流れていく。

　ラングは何も答えない。その額から一筋の汗が伝い、頬ほおを伝っていくのが見えた。視線はユフィから逸らすことが許されていないと言わんばかりにユフィに奪うばわれ続けている。

　すると、不意にユフィが柔やわらかく微笑ほほえんだ。隣となりに座っていた私の手を取り、そっと握にぎる。温かい手の温もりに私は思わず戸と惑まどってしまう。

「アニス様が真に異端か、それともただ新たな境地を見み出いだしたのか。それは私一人で判断できることではございません。しかし、私は魔学に光を見ました。それは決して精霊や魔法を否定するものではなく、寄り添そい、共に歩んでいける道だと思っています。私は今日、その理解を多くの人に伝えられれば幸いだと思っております。ですので今日の講演は是ぜ非ひ楽しんで頂ければと思います」

　ユフィがそう言葉を結ぶのと同時にノックの音が聞こえてきた。どうやら話し込んでいる間に講演会の時間が来ていたようだ。

「それでは参りましょうか」

　最初に立ち上がったのもユフィ。握ったままの手を引くようにして、ユフィは私に視線を向けて微笑みかけてくれるのだった。
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　案内人の誘ゆう導どうで講演会の会場に入ると自然と視線が私たちに集まった。私が向かった壇だん上じようには事前に魔法省に預けてあった魔ま女じよ箒ほうきが安置されている。

　ユフィとティルティと一いつ緒しよに壇上へと上がり、会場にいる講演会を聞きに来た人たちへと視線を向け、一礼をする。

　私たちに対しての反応は様々だ。私の想像した通り値ね踏ぶみをするように見る人が多い。意外だったのは、熱心にこちらの話を聞こうとする者たちが少なからずいること。

　参加者を観察してばかりではいられない。私は息を吸って呼吸を整える。ユフィと打ち合わせはしたけれど、魔道具や魔学の解かい釈しやくによる講演部分は私が行わないといけないから、気合いを入れないと。

「皆みな様さま、ご機き嫌げんよう。本日の講演を務めさせて頂きますアニスフィア・ウィン・パレッティアです。本日はこの講演会を開いて頂き、大変嬉うれしく思っております。今日は、先日私が討伐したドラゴンの素材、その使い道についての講演となります」

　早口にならないようにと意識しながら私の告げた挨あい拶さつにまばらな拍はく手しゆが起きる。拍手が収まるのを待ってから、私は一つ息を吸う。

「早速ではございますが、講演を始めさせて頂きたいと思います。ドラゴンの素材の使用用よう途とを説明する前に、皆様にご覧になって頂きたいものがございます。それがこの飛行用魔道具である魔女箒です」

　私は魔女箒を手に取り、それを胸の位置まで上げて、講演を聴きいている人たちが見やすいように意識しながら持つ。

「風の精霊石を使った発明ではありますが、細かな部品も細工師と打ち合わせたものでございます。作製までの手間はかかりますが、この魔女箒があれば人は空という未み踏とうの領域へと踏ふみ出すことができます」

　私が魔女箒で提示できる利点は、交通の便の改善だ。パレッティア王国で長ちよう距きよ離り移動となれば移動手段は馬となる。馬に乗るのは基本的に騎き士しで、馬を操れない人は馬車を利用することが主となる。

　馬は育成や飼育の手間を考えれば高値だ。魔女箒も決して安いとは言わないけれども、それでも一度扱あつかい方を学んでしまえば馬よりも素直だ。

　正直、私は馬に乗るのが慣れない。馬車だって整備されてない道を進めば揺れるし好んで乗っていたいとは思わない。

　対して魔女箒は乗り手の魔力を消費するものの、疲つかれ知らずだ。馬は生き物だから休ませないといけないけど、魔女箒はその必要がない。この一点だけ見ても魔女箒の有用性は示されていると言っても良い。

「流石さすがに荷台を引くような力はありませんが、王都と近きん隣りんの町、村、そしてまたその近隣の村への移動が格段に便利になることでしょう。これが私の作製した魔女箒の利点となります」

「アニスフィア王女殿でん下か、質問をよろしいでしょうか？」

　私の説明が一段落するタイミングを見計らって一人の男性が手を上げる。

「その飛行用魔道具によってもたらされる利益が素晴らしいことは大変よくわかりました。しかし、本日はドラゴンの素材の使用用途を説明する講演会では？」

「はい。ですが事前知識として魔女箒の解説が欠かせなかったため、先にお時間を頂きました。先日、私が交戦したドラゴンですが、その翼つばさは特とく殊しゆな力場を発生させ、あの巨きよ体たいを空に浮うかせる効果を発揮していることを確認しました。これは魔女箒の発展に非常に有用なものとなります」

「ここからの説明は私が引き継つぎましょう、アニス様」

　今まで私の傍そばで控ひかえていたユフィが一礼して前に出る。打ち合わせ通り、私は魔女箒を抱かかえたまま後ろへと下がる。

　私に代わって前へと出たユフィに少しどよめきが起きる。そんな人たちに向けてユフィは改めて一礼をする。

「アニスフィア王女の助手を務めさせて頂いておりますユフィリア・マゼンタです。今回、魔法省の方々にはこのような場を開いて頂き、魔学による展望ある未来を語る機会を得たことを大変嬉しく思います。ここからは魔法使いとしての観点の説明も交えるため、不ふ肖しようながら私が説明を引き継ぎたく思います」

「魔法使いとしての観点、ですか？」

「はい。先日、ドラゴンと交戦した際、私も事前に魔女箒による飛行を体験しておりました。この経験により、私は魔法による飛行が可能であることを証明致いたしました」

「なんと！」

　今日で一番、大きなざわめきが起きた。魔法で空を飛ぶということ、それも自力での飛行ということで興味深そうに魔法省の人たちの視線がユフィへと集まる。

「……見事にまぁ、目の色変えちゃって」

　後方へ下がったため、隣の位置にいるティルティが皮肉るように言った。ティルティを窘たしなめていると、ユフィが続きの説明をするために口を開いた。

「魔法による飛行は可能ですが、飛行のためには訓練が必要になるでしょう。問題も数多くあるため、今後はレポートにして指南書を纏まとめたく思っています。そして、魔法による飛行を体現した私だからこそ、魔道具による飛行、魔法による飛行の問題点を挙げることができると自負しています」

「両者にはそれぞれ問題点があると、その認識でよろしいか？」

　再び問われた質問にユフィは大きく頷うなずいて見せる。そう、二つの飛行方法が編み出されたけれど、現状どちらにも問題点が存在している。

　まず魔法による飛行、これは単純に魔法の制せい御ぎよが難しい。更さらに空を飛ぶために魔法の資質が要求される。主に風魔法、そして精度が高い制御が可能なセンスがいる。

「飛行魔法の習得は困難であり、また習得できたとしても魔力の消費が激しく、制御が難しいものとなっています」

「ふむ……つまり人を選ぶということですな」

「はい。体感してみて、私以外に習得するにはシルフィーヌ王おう妃ひ様や、我が父と並ぶ腕うで前まえが要求されることでしょう」

　最初に起きた期待のどよめきは、やがて落らく胆たんの溜ため息いきへと変わる。天才のユフィでも制御が難しいと言わせる飛行魔ま法ほう。数多くの適性も要求されて、ものにできるのは一ひと握にぎりと言われれば狭せまき門なのだということは魔法が使えない私にもわかる。

「一方で魔女箒ですが、こちらは使用者の資質を選ばないという点で非常に優れています。しかし、優れていると同時に全体的な技術が未熟と言えます。ですので魔女箒で空を舞まうのは非常に危険と言わざるを得ないでしょう」

　魔女箒の問題点は、道具や技術としての未熟さだ。なにしろ、私が理想とするイメージで作り上げてしまった魔女箒は他の人が使うことを想定していない。

　私は箒で飛ぶ魔女のイメージがはっきりしているから飛行ができるだけで、他の人にも同じように飛べというのは無理難題に近い。それにティルティのような普ふ段だんから運動しない人には飛ぶ時の姿勢を維い持じするのも大変だと言われた。

　更に落下時の危険も指し摘てきされた。飛べるのは良いとしても、飛行用魔道具を世に広めるつもりなら箒という形状は好ましくないとユフィに言われてしまっている。……個人的に使う分には気に入ってるんだけど。

「そこでドラゴンの素材を飛行用魔道具に使うことを考えたのです」

「ドラゴンの素材を飛行用魔道具に？」

「はい。ドラゴンの身体からだの構造や部位によっては魔法の触しよく媒ばいになることから、ドラゴンの素材を組み込むことで、もっと安全な飛行用魔道具を作ることができるのではないかと考えました。考案した図面の資料をご用意しておりますので、ご確認をお願いします」

　離り宮きゆうの全員で用意した資料を会場に回るように渡わたして目を通して貰もらう。

　それはドラゴンの身体を意識しながらも、魔女箒とも異なる形をしたものだ。私が魔女箒の欠点を指摘されて思い付いた新しい飛行用魔道具の形。

「空を舞うドラゴンのように、ということで仮の名前を〝エアドラ〟と名付けております。魔女箒と異なるのは、馬に乗る要領で身体を固定することができる点です。手た綱づなの代わりに取っ手をつけることで安定した姿勢を保つことができます。ただ、この構造を形にするためにはドラゴンの素材は必要不可欠と言えます」

　ユフィは乗馬と言ったけど、私のイメージは前世の〝バイク〟という乗り物。ただ普ふ通つうのバイクではなく、水上バイクみたいな形をしている。走るのは水の上じゃなくて、空の上だけどね！

　この形になったのは、この世界の人間が馴な染じみやすい形状なのと、ドラゴンの素材を流用するためにドラゴンの構造を真ま似ねる必要があったからだ。そこに私が前世の知識からバイクを思い出して当て嵌はめていった結果、今の形に落ち着いたという経けい緯いだ。

「研究が進めば、ドラゴンの素材を使わずとも量産ができるようになる展望もございます。交通の便の改善だけではありません、貴族の邸てい宅たくに一つ備えることで領地に起きた急な案件にも対応、万が一、賊ぞくに襲おそわれても緊きん急きゆう脱だつ出しゆつできるなど幅はば広ひろい用途でご提供できるかと思います」

「……なるほど。確かに箒で空を飛ぶと言われれば珍ちん奇きなものだが……」

「これもまだ奇きっ怪かいな形ではありますが、乗馬の応用も利くとなれば親しみが持てますな」

　珍奇って言われてしまった。いや、言われてみれば私も否定はしないんだけど、複雑な気分だ。でも、人に受け入れて貰う形を作るってことは大事なんだなと私も改めて思い知らされた。マナ・ブレイドが受け入れられたのも、わかりやすい形だったからなんだな。

「……ドラゴンの素材の使用用途については以上となります。そして皆様には、もう少しお時間を頂きたく思います」

　……あれ、ユフィ？　これ以上、何か言う予定だっけ？　私が戸と惑まどっていると、ユフィが静かに口を開いた。

「飛行用魔道具によって齎もたらされる経済効果などは、先ほど私たちが説明した通りでございます。ですが、魔法省の方々にはアニス様の発明が精せい霊れいや神々への冒ぼう涜とくではないかと疑念を抱いだかれてしまうことを、私は懸け念ねんしております」

　ユフィ、そこを切り込んでいくの!?　見るからに顔色を変えた人たちが何人もいるよ!?　ティルティも吹ふき出して、笑いを堪こらえてるし！　ちょっと、どうしていきなりそんな話を始めたの!?

　私が動どう揺ようしているのを知ってか知らずか、ユフィは言葉を続けていく。

「確かにアニス様の発想は既き存そんにない大だい胆たんな、言い換かえれば余人には理解できないものに見えるでしょう。私自身、そう見られることは理解しています。しかし、身近に見てきた私から伝えさせて頂くのであれば、魔学は精せい霊れい信しん仰こうとは形が異なった精霊たちへの敬意の表れであるということです」

　ユフィはただ朗々と語る。堂々と演説をするユフィの姿に会場の注目が集まっていく。かく言う私も目が離はなせない。誰だれもがユフィの言葉と空気に飲まれていた。

「世を知り、理を知り、魔法を知り、その全てが合わさり魔学は生まれています。魔学とは学問であり、決して信仰や伝統を蔑ないがしろにするものではありません」

　はっきりとユフィは言い切った。確かに私は人とは違ちがう思想を持っている。けれど魔学や魔道具の発明は、この国で生まれ育ったからこそ生まれたものなのだと。ユフィはそう言ってくれている。

　……その言葉だけで、もう胸がギュッと締しめ付つけられるようだった。

「むしろ魔学とは、今まで我等が受け継いできた伝統と叡えい智ちがあってこそ生まれたものなのです。私はアニス様がこの国に生まれたことこそ、誇ほこるべきものだと思っています」

　ユフィが私に視線を向けて微笑ほほえむ。その微笑みが本当に優しそうな笑みで、何な故ぜか目の奧が熱くなった。そんな恥はずかしいこと、真正面から言われたら赤面するでしょ！　止やめてよ、ここ講演の場なんだよ!?

　心の中で私が抗こう議ぎしていることなんて気付かないんだろう。ユフィは再び私から会場へと視線を向ける。胸を張り、その胸の上に己の片手を添そえる。

「どうか異い端たんだからと決めつけるのではなく、その眼めを開き、見て、聞いて、考えて欲しいのです。魔学とは学びの道を行くもの。過去を知り、現在いまを感じて、未来を見るものなのです」

　不意に私の肩かたに誰かが手を置いた。それはティルティの手だった。ティルティの表情はヴェールで隠かくされているけれど、面白がって笑っているのがわかった。

　面白がってるんじゃない、私はそれどころじゃないんだよ！

「自ら学びの道を断たないでください。全ては精霊の意思と御み名なと共に、アニス様が精霊の加護を賜たまわらなかったのは無才だからなのではなく、その才を精霊がお認めになったが故なのだと私は皆みな様さまにお伝えしたく思います」

　こんなにも認めてくれる人がいる。前に立って、私のために訴うつたえてくれるユフィがいる。

　私は幸運に恵めぐまれている。イリアがいて、父上や母上がいて、一握りでも私のことを理解して助けてくれる人がいる。それだけで本当に幸せだった。

　否定されるのは辛つらい。傷つかない訳じゃないし、認められたいって思う気持ちはいつだって私の胸の中で残っていた。そんな思いが許されたような気がした。

　……目の奧の熱が涙なみだになって落ちたのを気付かれないように服の袖そでで素早く拭ぬぐう。

「精霊と交わした契けい約やくから始まった我が国の興り、それから一体どれだけの時が経たったでしょうか？　私は思うのです。今こそ、変化と共に我等は歩むべきなのだと。ここまで歩んできた礎いしずえと共に、皆様と共に未来を目指したく思うのです。今日は、その良き日のための第一歩となればと思うばかりでございます」

　ユフィが一礼と共に言葉を切る。ゆっくりと静かな拍はく手しゆが響ひびき渡る。そして拍手の音は次第に増えていき、少しずつ拍手の音が会場内を包んでいった。

[image: ]








５章　狂きよう乱らんの夜、来たりて









「アニス様たち、大だい丈じよう夫ぶでしょうか……？」

「心配ですか？　レイニ様」

　ぽつりと呟つぶやきを零こぼした私にイリア様が問いかけてくる。アニス様たちがいない離宮はとても静かで穏おだやかだ。肩の力を抜ぬいて、イリア様が淹いれてくれたお茶を飲む。

　まさか私が王城の、それも離宮で生活をするなんて考えたことがなかった。生まれた頃ころからお母さんに連れられて旅をしていた私は、お母さんが亡くなってから孤こ児じ院いんで暮らしていた。

　母を失ってからの私の人生は散々なものだった。孤児院の子供たちは私に意地悪をしたし、それを見た別の子供との間で喧けん嘩かにもなった。男の子の間で取り合いになる私を女の子たちは調子に乗っていると言って、とにかく人間関係に恵まれなかった。

　自分の望まない人間関係に苦しめられて、いつしか周囲に期待することを止めた。そんな日々を過ごしていた私の転機が、父親との出会いだった。

　私はお母さんの生き写しのようにそっくりらしく、私の事情を聞いて自分の子供だとわかったお父様は私を引き取り、貴族の子として育てようとしてくれた。今まで辛い生活をさせてしまったこと、お母さんを守れなかったことをお父様はとても悔くいていた。

　お義か母あ様はお父様がお母さんを愛していたことを承知の上で嫁とついできたらしい。だから血の繋つながらない娘むすめになるのに、とても温かく迎むかえ入れてくれた。それが本当に嬉うれしくて、信じられないほどに幸せだった。

　偶ぐう然ぜん、私が魔ま法ほうを使えると知った時は自分のことのように喜んでくれた。きっと貴方あなたのためになるからと貴族学院の入学も勧すすめられた。不安はあったけど、こんなに温かく迎えてくれた新しい家族のために何かしたかった。

（……でも、まさか私がヴァンパイアなんてもので、不思議な力があるなんて……）

　改めて言われれば、今まで不可解だったことにも納得が行くようになった。だから貴族学院での生活は思い返せば思い返すほど心苦しかった。もしも、私が自分の力に気付くことができていたらこんなことにはなってなかったのに。

　不ふ可か抗こう力りよくだとアニス様は言ってくれる。でも、私は酷ひどいことをしてしまった。人の気持ちを惑まどわして、多くの人に取り返しの付かないことをさせてしまった。この罪をどう償つぐなえば良いのか私にはわからない。

　今も保護されているだけで、私はアニス様たちに何も恩返しができてない。お客様のままでいたくはないのに、それでも私にできることなんて何も……。

「レイニ様」

「ひゃっ」

　つん、と眉み間けんを指で突つつかれた。イリア様が指を突つき出した格好で溜ため息いきを吐つく。

「悩なやみすぎると幸が逃にげていきますよ」

「イリア様……」

「慰なぐさめではありませんが、難しい物事ほど解決には時間がかかります。簡単に解決できるのであれば、誰も悩んだり苦しんだりもしません。……冷めますよ？」

　指し摘てきされたとおり、一口つけただけでお茶を全然飲めていなかった。確かに冷める前に頂くべきだと思い、再び口をつける。貴族の家に引き取られてからお茶を飲む機会が増えた。どうしてお茶を飲むとホッとするのかはよくわからない。でも、嫌きらいじゃなかった。

　お茶を用意したり、テキパキと仕事をしたりしているイリア様は格好良い。一応、身分は私よりも高い筈はずなのに侍じ女じよだからと様付けをしてくれる。……その姿に憧あこがれを抱いてしまう。

「どうかしましたか？」
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「いえ、何も」

　自分はヴァンパイアで、普通に生きていくのは難しい。将来のことを思えば不安はある。それならどう生きていけば良いのかを考えてみる。

　真っ先に浮うかんだのがイリア様だ。侍女、アニス様の傍そばでイリア様みたいに働けたなら恩返しもできるかもしれない。……今度、侍女の仕事を教えて貰もらおうかな。

　──そう思った時だった。突とつ然ぜん、私たちのいたサロンの明かりが途と絶だえたのは。

「えっ？」

　時刻は夜。明かりがなくなれば一気に何も見えなくなる。何が起きたのか、と戸惑っていると口を塞ふさがれた。

「静かに」

　私の耳元で囁ささやいたのはイリア様だった。その声にはどこか緊きん張ちようが走っていた。

「レイニ様、落ち着いて聞いてください。──何者かが、離り宮きゆうに侵しん入にゆうしました」

「えっ？」

「離宮は知っての通り、人手が少ないです。万が一ということでアニス様が備えていましたが、まさか使う日が来るとは……」

「だから明かりが消えて……？」

「魔道具の盗とう難なんや強ごう奪だつに備えて、非常停止したのでしょう。魔道具の知識がなければ再起動できません。……問題は侵入者です」

　ごくり、と息を吞のんでしまいました。侵入者がいる、その事実にどくどくと心臓が嫌いやになるほど高鳴り、鼓こ動どうが速まっていく。荒あらくなりそうな呼吸をイリア様が背を撫なでて落ち着かせてくれた。

「……どう、するんですか？」

「……離宮を出ましょう。王城に向かい、保護してもらうしかありません。このままここで隠れていても見つかってしまっては危険です。幸い離宮の構造は把は握あくしています。ある程度なら目を瞑つぶっても私は移動できます」

　確かに離宮に長く勤めているイリア様なら視界が不自由でも移動ができそうだ。震ふるえる私の手を握にぎって、イリア様が立たせてくれます。

「息を潜ひそめて、静かに。物音には注意を。気配があったら隠れましょう。返事をする場合は手を一回握ってください、止まって欲しい場合は二回です。いいですね？」

　耳元で囁くような小声に、指示に従って手を一回握り返す。イリア様が私の手を引きながら暗くら闇やみの中に沈しずんだ離宮の中を移動していく。

　廊ろう下かに出れば窓から月明かりが差し込んでいる。その光を避さけるようにしてイリア様が静かに移動していく。私も必死に息を殺し、物音を立てないようにして、付いていく。

（でも、一体、誰が……？）

　アニス様は今、王城で魔法省から求められた講演会をしている。それを狙ねらって？　目的はドラゴンの素材？　それとも魔道具？　緊張を誤ご魔ま化かすためなのか、私の思考はグルグルと回っていく。

　ふと、違い和わ感かんを覚える。でも、何がおかしいのかわからない。何かがおかしいのはわかっても、理由がはっきりしない。その疑問にイリア様の手を二回握ろうとした瞬しゆん間かんだった。

「──これは！　レイニ様、失礼します！」

「えっ!?」

「視界が利かないのが仇あだになりました！　──霧きりです！　毒かもしれません、吸い込まないように！　窓から出ます、しっかり摑つかまってください」

　霧。違和感の正体にようやく合点がいった、霧で空気が湿しめっていたんだ。明かりがなくて霧が充じゆう満まんしていることに気付かなかった。毒かもしれない、という忠告に私は息を止める。同時にイリア様が私を横よこ抱だきに抱かかえて、近くの窓に向かって走り出す。

　イリア様が私を庇かばうように肩から窓にぶつかり、その勢いで窓が破られる。イリア様と私は宙に投げ出されて、視界が一気に月明かりによって開けていく。

「──相変わらず判断は早いな。だが、詰つめが甘い」

　その声が耳に届いた時、私は幻げん聴ちようを聞いたのだと思った。同時にイリア様が手を放し、私は地面に転がった。痛む身体からだを押して顔を上げると、イリア様がスカートの裾すそを引くように翻ひるがえすのと同時に魔法を行使するのが見えた。

「──〝ファイアアロー〟！」

　炎ほのおの矢が形となり、私が聞いた声の方へと向けて飛ひ翔しようしていく。炎の矢の残ざん滓しでできた明かりがイリア様の横顔を照らす。その顔には、焦あせりと驚きよう愕がくの色が広がっていました。

　イリア様の放った炎の矢は、まるで何かに阻はばまれるようにして消えていく。良く見ればそれは氷の壁かべ。その氷の壁の後ろから、何かが勢い良く伸のびてくる。

「──ッ、ぁ!?」

　勢い良く伸びたそれは、水の鞭むち。まるで蛇へびのように空中で身を撓しならせ、イリア様の肩かたを貫つらぬいた。咄とつ嗟さに避よけようと地を蹴けったイリア様がそのまま叩たたき付けられるようにして大地に縫ぬい止められる。

「──イリア様ッ！」

　イリア様の血が舞まう。何度も頂いた、あの血の香かおりがする。私は悲鳴を上げながらイリア様に駆かけ寄ろうと立ち上がって、腕うでを掴まれた。

　腕を掴んだ人の顔が月明かりに照らされて、はっきりと映し出される。私はただ信じられない思いで、咄嗟にどうして、と呟く。

「──謝罪もしない。許しを乞こうこともしない。……ただ残念だ、レイニ」

　──次の瞬間、私の胸に抉えぐられるような痛みが走って、私の視界は真っ赤に染まった。
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（……帰りたいなぁ……）

　魔法省に頼たのまれた講演会は無事に終わり、私は憂ゆう鬱うつな気持ちでいっぱいだった。

　見事な講演をしてくれたユフィは色んな人に囲まれて談笑中、ティルティはちゃっかり料理を回収して隅すみの方で舌した鼓つづみを打っている。私もちょっと料理をつまんで、会が終わるのを待つだけって思ってたんだけど……。

「アニスフィア王女殿でん下か、此こ度たびの講演会はお見事でございました。どうか、私めとご歓かん談だん頂ければと思うのですが、如何いかがでしょうか？」

「はい？　……えーっと」

　立食会が始まって、料理を回収して壁の華はなになろうとした私を阻んだのは一人の少年。癖くせのついた銀ぎん髪ぱつに、怪あやしげな紫むらさき色いろの瞳ひとみ。パッと見の印象は神経質そうな少年だ。

　なんか見覚えはあるんだけど、名前が出てこない。私が疑問に思っていると、その少年は貴族らしい一礼をしてから名乗りを上げる。

「モーリッツ・シャルトルーズでございます。王女殿下とは直接の交流はございませんでしたが……」

　思い出した、シャルトルーズ伯はく爵しやくの息子じゃん!?　えっ、なんでわざわざ私に話しかけてきてるの？　というか、どうしてここにいるんだろう？　謹きん慎しんしてるんじゃないの？　アルくんとナヴルくんはまだ謹慎中なのに。

「アニスフィア王女殿下には大変お世話になりました。それとご迷めい惑わくもおかけしてしまったので、謝罪の機会を頂きたく……」

「私が、何か？　直接貴方あなたとの接点はないけど」

「ユフィリア様のことです。短たん慮りよを働いたことを猛もう省せいせよ、と父からもお𠮟しかりを受けました。アニスフィア王女殿下の機転があったとはいえ、大変失礼なことをしてしまったと思っております……」

「はぁ……」

　モーリッツだっけ？　こいつ、笑顔だけど何を考えてるのかよくわからない。典型的な貴族の笑みに私は微び妙みような表情になってしまう。

　どうにも腹の底が読めない相手だ。口では言うものの、ユフィのことをどう見ているのか定かではないし。それにモーリッツの謝罪には誠意を感じられない。

「今回、この場を提案したのも私でございまして。なんとか名めい誉よ挽ばん回かいの機会を、と。良ければ私の名を覚えて頂ければと思います」

「……理由を尋たずねても？　貴方はアルく……アルガルドと懇こん意いにしていたのでは？」

　この講演会を企き画かくしたのが魔ま法ほう省長官の息子だったとは驚おどろきだ。正直に言えば意外だ。それに彼は元々アルくん側にいた訳だし、どうにも動機が見えない。

「先の一件で、私も考えを改めまして……目を背けていた魔道具を開発した王女殿下自らのご説明を拝はい聴ちようしたく思いまして講演会を企画させて頂きました」

「魔法省の主導じゃなくて、貴方が言い出したってのが妙みようだけど……それに考えを改めるって、どういう意味かしら？」

「今までは評価することができなかった魔学を、改めてアニスフィア王女殿下からお教えを授かる機会を頂きたいと、そう捉とらえて頂ければ」

　……やっぱりどうにも食えない。真意が掴みづらくて相手にしていたくない。

「そうですか。しかし、今は既すでに立食会に移行していますし、ご歓談の相手は私以外にも幾いくらでもいるのでは？」

「私とはご歓談を頂けないと？　……やはり、我が身の不明をお怒いかりになっているのでしょうか？」

「……は？」

　いや、別に貴方なんてどうでも良い。でも、そんなことを思っているなんて口に出せず、どうしたものかと痛み始めた頭で考える。

　ふと、会場に視線を巡めぐらせると壁の華になっていたティルティと目が合った。何やってんのよ、と視線で訴うつたえられたけれど、それは私が聞きたい。丁度良い、ティルティを口実に離はなれよう！

「失礼、少々友人と話があるので……」

「王女殿下のご友人ですか？　是ぜ非ひ、私にもご紹しよう介かい頂けませんか？」

　ちょっと、なんでそんなにぐいぐい来るのよ。はっきり言って迷惑なんだけど!?　とにかく離れよう。なんだか不気味だ。

「友人は人見知りなものでして、ご遠えん慮りよくださいませ」

「あぁ、アニスフィア王女殿下！　そんなことを仰おつしやらないでくださいませ！」

　し、しつこい！　というか身み振ぶりが大おお袈げ裟さ！　声も大きい！　何事かって私の方に視線が集まってきたじゃない。

　あっ、ティルティが私を睨にらんできた。あれはこっちに来るんじゃないっていう視線！　薄はく情じよう者ものめ、助けなさいよ！

「あの、シャルトルーズ伯爵子息。私は何も思っておりませんので、謝罪などは不要です」

「それでは私の気が済みません！　どうかお許し頂けるまで、私と言葉を交わして頂きたいのです……！　我が身の悔かい恨こん、どのように言葉にすれば伝わるのか！」

　く、食い下がるわね!?　思わず眉み間けんに皺しわが寄りそうになったので、顔に力を込めて堪こらえる。何なの？　突とつ然ぜんどうしたの？　情じよう緒ちよ不安定なの？　というかどう逃にげれば良いのよ、これ!?

「他の方の目もございます。どうか何なに卒とぞお控ひかえください。今宵こよいの講演は終えておりますので、又またの機会を頂ければと……」

「そこをなんとか……！」

　ダメだ、こっちの話を聞いてくれそうにもない。ここは改めてきっぱりと断って、踵きびすを返そうとした時だった。

　──キィイン、と。甲かん高だかい音が遠くから響ひびき渡わたった。会場の皆みんなも耳にしたその音に私は目を見開かせる。この音は知っている。知らない筈はずがない。だって、これは私が開発したものだ。

「──イリア……？」

　これはイリアに渡しておいた緊きん急きゆう事態を告げる警報装置によるものだ。離り宮きゆうは王城からやや離れているけれど、かといって遠い訳でもない。防犯も兼かねて、私に何かあった時に王城に知らせられるよう、緊急事態を想定して用意したものだ。

　今日まで使われることがなかった警報音に私はすぐさま飛びだそうとする。けれど、その動きは遮さえぎられてしまった。

「何だ、今の音は!?　会場の者たちを集めろ！　外に出すな!!」

　私の腕を掴みながらモーリッツが声を荒あららげて指示を下す。何の音かと囁ささやき合っていた者たちと、モーリッツの指示に従って人を集め出した者たちが一いつ箇か所に集まろうとする。

　だけど、そんな人の流れなんて私は気にしていられなかった。けれど、腕を掴まれていては動くこともできない。

「ちょっと、離してよ！」

「いけません！　今の音が何なのか、それがわかるまでは会場から出ては……！」

「あれは私の魔道具のものよ！　離宮で何かあったんだ！」

「……ならば、尚なお更さらです！　危険ですのでどうか落ち着いてください……！　誰だれぞ、誰ぞここに！　アニスフィア王女殿下が乱心である！　手を貸してくださいませ！」

　誰が乱心しただって!?　モーリッツが私の腕を掴む力は強く、指が食い込む。痛みと苛いら立だちから、私の頭の奥でぷつりと何かがキレるような音がした。

　私の感情に呼応するかのように〝背中〟から熱が全身に駆け巡る。沸ふつ騰とうするように魔力が私の身体からだから漏もれ出す。淡あわいオーラのように全身から魔力が浮うかび上がり、私は勢いのままにモーリッツの腕を掴み上げる。

「ぎぃ、ぎゃぁぁああっ!?　がぁぁ、あぁ、は、離せ！　離せぇッ!?」

　みしみしと骨が軋きしむ音が、肉が締しめ上げられる音が響く。モーリッツが情けない悲鳴を上げるのを聞いて、キレていた私は歯を剥むくようにして告げた。

「──こっちの台詞せりふよ！　離せって……言ってるでしょうがぁッ!!」

　そのまま片手でモーリッツの腕を掴んだまま、大きく振ふりかぶるようにして叩き付ける。その勢いでようやくモーリッツの手が私の腕から離れた。同時に、鼓こ膜まくに突つき刺ささるような悲鳴が響き渡る。

　誰もが私を見ていた。怯おびえるように、恐おそれるようにして。私の怒りに反応して吹ふき荒あれた魔力は未いまだに私の身体に揺ゆらめくように纏まとわり付いている。

「ド……ドラゴン……！」

　誰かが、震ふるえる声で私を指さしながら言った。思わず舌打ちが零こぼれるけれど、構ってられない。一刻も早く離宮へと向かわなければならない。

「──何を、している！　ゲホッ……！　この、化物姫ひめを取り押さえろ!!」

　癇かん癪しやくを起こすような絶ぜつ叫きようが響き渡った。それはモーリッツのものだった。彼は血走った目で私を睨んでいた。それは怒りであり、同時に恐れも混じっているものだった。

　位置的に見下ろすような位置にいたモーリッツは、私と視線が合うと這はうようにして私から距きよ離りを取ろうとする。でも、ばたつく手足は上手うまく動いておらず、距離を取れない。

「ひ、ひぃぁ、この、化物めぇ!!」

　そして、あろうことかモーリッツは錯さく乱らんしたように私に魔法を放とうとしている。本当に撃うつつもりなのか、私は一いつ瞬しゆん判断に迷って動きが遅おくれる。単純な魔力を固めた砲ほう弾だんが私に向けて放たれた。

　咄とつ嗟さに手を掲かかげて庇かばおうとしたけれど、その間に勢い良く割り込んできた影かげがあった。

　割り込んできたのはユフィだ。ユフィはいつの間に回収していたのか、アルカンシェルを抜ぬいて魔ま力りよく刃じんを展開し、そのままモーリッツの放った魔力弾を掻かき消す。

「ユ、ユフィリアァッ!!」

　鮮あざやかに割り込んできたユフィに、モーリッツの表情が醜しゆう悪あくに歪ゆがむ。憎にくみ、恨うらみ、妬ねたみ、それらが入り交じってドス黒く染まった感情がモーリッツから吹き荒れる。

　しかし、それをユフィは一いち瞥べつしただけで、すぐに興味を失ったように私へと視線を向ける。アルカンシェルを握にぎってはいない方の手を私に向けて差し出す。

「アニス様！」

「ユフィ！　離宮側の窓へ！」

　ユフィの手を取り、私たちは二人で駆かけ出す。ユフィは離宮に向かう最短ルートを導き出していたようだった。そのまま二人で窓に向かって走りだそうとすると、道を塞ふさぐように何人かが杖つえを構えながら立ち塞がる。

「──退どきなさい！　王女殿でん下かの道を塞ぐとは何事ですか！」

　威い圧あつするように放たれたユフィの𠮟しつ責せきに立ち塞がった者たちの動きが固まる。その一瞬の間に、まるで床ゆかから染み出してくるように闇やみが広がった。

　その闇は私とユフィ以外の人の足を搦からめ捕とっていく。這い上がる闇にどんどんと動きを封ふうじられていく人々の光景に目を丸くしていると、背後から声が飛んできた。

「なによ、なによ？　えぇ？　楽しそうなことをしてるじゃない！　反乱？　反乱なのかしら？　でもね、アイツが必死になってるのよ。邪じや魔ましないでくれるかしら？　相手は私がしてあげるからさぁ……！　ほらほらぁ！　どうしたのよぉ!!」

「ティルティ！」

　あの馬ば鹿か、加減なしで魔法を使ってる！　這い出る闇はティルティの魔法だ。床だけに止とどまらず、会場全体から染み出すように溢あふれた闇が無差別に人々を縛しばり上げて動きを封じていく。

「属性の複合……ここまで鮮やかで、制せい御ぎよも凄すごい……！」

　ユフィがティルティの魔法を見て感かん嘆たんの声を上げている。ティルティは体質さえなければユフィに比ひ肩けんしうる実力がある。ただ、その体質が一番の問題なんだけど！

「何やってるのよ、アニス様！　さっさと行きなさい！　邪魔よッ！」

「アンタこそ何やってるのよ、馬鹿ッ！」

「いいから！　ここは私が引き受けてやるって言ってるのよ！　巻き込まれたいの!?」

　ティルティの怒ど鳴なり声に私は一瞬、判断を迷う。けれども先ほどの音がどうしても耳から離れない。迷う私の脳裏にイリアの顔が浮かぶ、それが迷いを振り払はらった。

「やりすぎたり、誰かを殺したりするんじゃないわよ、馬鹿ティルティ！　ユフィ！」

「はい！」

　私とユフィは、互たがいの手を繋つないだまま窓の方へと向かって走る。もうすぐ窓だという所で私が一歩、先に前に出る。合わせるようにユフィが先んじて風魔法を放ち、窓が破は砕さいする音が響き渡る。

　そのまま宙へと飛び出した私とユフィ。するとユフィが腕うでを引くようにして、私を抱かかえ込む。ユフィが私を抱え込んだ腕に力を込めて、離宮の方角を睨んだ。

「飛びます！」

「お願い！」

　ユフィの飛行魔ま法ほうが発動して、一直線に離宮へと向かっていく。そして離宮の外、そこに月明かりに照らされた人ひと影かげが見えた。

「ユフィ！　あそこ！」

　私の指示にユフィは方向を変え、段々地面との距離が詰つまってくる。もうすぐという所で私はユフィの手から離れて着地する。遅れてユフィが着地して、私たちはその光景を目にしてしまった。

　──真っ赤な血に染まったレイニが倒たおれている。レイニの傍そばには肩かたを押さえながら蹲うずくまるイリアがいる。イリアの身体は小刻みに震えている。

　私は息を吞のんだ。レイニとイリアを挟はさんだ先、その向こうに立っている者が一人。風によって雲が流れ、遮られた月光が強まる。

　そこに立っていたのは──〝私とよく似た〟白金色の髪かみを靡なびかせている少年。胸を切り裂さくためか、無造作に破ったのだろう服は血に濡ぬれている。

　そして、私と視線が合った瞳ひとみは……不ふ吉きつなまでに真紅に染まっていた。

「──……用よう意い周しゆう到とうなことだ。どうやっても、何をしても。やはり最後には立ち塞がるか」

　その声に、私は自然と拳こぶしを握り込んでしまっていた。骨が軋むような音が鳴り、爪つめが掌てのひらに食い込む。どうして、と漏れかけた声を吞み込み、私は彼を──アルくんを睨んだ。

「……これは、一体どういうことなのですか……？　アルガルド様ッ！」

「……ユフィリアか」

　アルくんは、鬱うつ陶とうしげにユフィへと視線を向けた。ユフィもまた信じられないというような顔でアルくんを見つめている。

　私は一歩、踏ふみ出す。アルくんは動かない。ユフィがアルくんを警けい戒かいするようにアルカンシェルを抜いて構えている。そのまま私はイリアとレイニの傍まで辿たどり着く。私が傍まで来たことでイリアが顔を上げた。

「……アニス、様」

　顔を上げたイリアの表情は茫ぼう然ぜん自じ失しつとしたものだった。肩を射い貫ぬかれたのか、血が止まらずに流れ落ちている。その肩を射貫かれた側の手を力なくレイニの手に重ねている。

「……ぁ……わ、たし……も、申し訳……あり、ませ……」

「良いから、喋しやべらないで」

　カタカタと震えるイリアに短く声をかけ、膝ひざをついてレイニを覗のぞき込む。レイニはまだ浅く呼吸をしていた。その胸が痛々しいほどに暴かれている。何度か血が込み上げてきたのか、レイニが血混じりの咳せきをしている。

「レイニ」

「……ぁ……アニス……さ、ま……？」

　焦しよう点てんが合っていなかったレイニの視線が私に向けられる。私を見ると、少し気が抜けたのか表情が緩ゆるむ。同時にその顔色は徐じよ々じよに悪くなっていく。

「……ぁ、わ、た……し……」

「しっかりしなさい。大だい丈じよう夫ぶよ、気を確かに持って」

「……アニ……アル……様……ま……せき……」

　上手うまく声にならないのに、それでも必死に伝えようとしているレイニの唇くちびるにそっと指を当てる。これ以上、喋らなくて良い。

「わかってる。後は任せて。……ユフィッ！　二人の治ち療りよう、任せた」

　私は抑え込んでいた感情を乗せて、声を低くして叫さけんだ。私が立ち上がるのと同時に入れ替かわるようにしてユフィが膝をつく。アルカンシェルを片手に握りながら、イリアの傷を回復魔法で癒いやし始める。

「……ッ……アニス様。イリアはともかく……レイニは……」

「わかってる。でも、レイニはヴァンパイアだ。可能性はまだある」

「ですが！　これは、明らかに魔石を──」

「──わかってる、わかってるから。それでも手を尽つくして。お願い」

「……わかり、ました」

　レイニははっきり言って致ち命めい傷しようだった。心臓を狙ねらったように胸が引き裂かれてる。それでもまだ息があるのは、もうそれだけで奇き跡せきだった。

　その事実はレイニが人から外れつつあったことを知らしめている。その奇跡を齎もたらしたのはレイニの魔石だ。だけど、今のレイニにはその魔石がない。確実に奪うばわれている。そして奪ったのは──。

「……話は済んだか？」

「……ご挨あい拶さつだね、アルくん」

　アルくんはただ静かに佇たたずんでいた。風が私たちの間を流れていき、雲が払われた月明かりが私たちを照らしている。

「魔法省の講演会はアルくんの差し金？」

「さて、な。あれはモーリッツが言い出したことだろう？」

「それを知ってるってことは隠かくしているんだか、いないんだか……」

　溜ため息いきを吐つく。モーリッツは私を離り宮きゆうから離はなしたかったんだろう。その目的はアルくんが離宮で目的を果たすためだ。つまり、レイニの魔石を強ごう奪だつすること。

　そこから導き出されるのは──アルくんとモーリッツはレイニがヴァンパイアであることに気付いていた、という可能性だ。そして魔法省がそれを後押ししているということは長官を務めているシャルトルーズ伯はく爵しやく家も揃そろってグルの可能性がある。

「随ずい分ぶんと舐なめた真ま似ねをしてくれる」

「最初に舐めた真似をしてくれたのはどっちだ？　ドラゴン討とう伐ばつの際の独断専行は父上もさぞかし頭を痛めていたとも」

「……そもそもレイニに魅み了りようされてたんじゃないの？　よくも手にかけられたものね」

「レイニのことは好ましく思っている。──で？　それが理由になるのか？」

　何を言っているのだ、と呆あきれ混じりにアルくんは言い放った。私は思わず息を止めてしまった。嘘うそを言っているようにも思えない。本当に本心からアルくんはレイニのことを好ましいと思っていて、そう思いながらレイニの心臓を抉えぐったのだ。

「王族ならば、己の感情に振ふり回されて判断を誤るなどあってはならない。そう叩たたき込まれている。感情など、二の次だとも」

「……だからレイニから魔石を奪うことも躊躇ためらわないって？　それが本当に正しい判断だと思ってるの？　答えなさい、アルくん。──自分がヴァンパイアになることが、王族としてどう間ま違ちがってないか説明してみなさいよ！」

　アルくんの胸には一文字の傷きず痕あとがある。まるで何かを埋うめ込み、その後に塞いだような傷痕だ。そして瞳の色の変化から、アルくんが何をしたのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　アルくんの狙いはヴァンパイア化のためのレイニの魔石だった。私を離宮から引き剥はがし、表に出られないために離宮に留まるしかなかったレイニを狙った。

「そもそもヴァンパイアだってことをどうやって知ったの？　どうやって気付いて、なんで父上たちに何も報告しなかったの！　ましてや、その力を利用しようなんて！」

「──貴方あなたにだけは言われたくはないな。なんだ、その〝ドラゴンのオーラ〟のようなものは？　それとて、私がヴァンパイアの力を求めたのと同じことではないのか？」

　アルくんの指し摘てきに私は思わず言葉を詰まらせる。そう、このオーラは〝ドラゴン〟の力を用いたものだ。その点、ヴァンパイア化しようとしたアルくんと違ちがいがないと言われれば否定はできない。

　但ただし、私は魔石を直接取り込むのではなく、〝肌はだに刻み込んだ〟。ドラゴンの魔石などの素材を溶とかし込み、作り上げた特とく殊しゆな塗と料りようで背中に竜りゆうを象かたどった刻印を彫ほった。

　この刻印は私の魔力を餌えさにして、ドラゴンの魔力を発生させる。私は間接的にドラゴンの魔力を手にしたようなものだ。直接、魔石を体内に取り込むのとはまた別の、似て異なった魔物の力を取り入れる方法。私はこの手法を〝刻印紋もん〟と呼んでいる。

　パレッティア王国での背中への刻印というのは本来、重罪人であることを示すためのものだ。だから最初はユフィも渋しぶい顔をしていた。必要なことだからと言って宥なだめたけれど。

　この刻印紋を起動すると、まるでドラゴンを象るようにオーラが浮うかび上がる。先ほど会場で恐きよう怖ふに引き攣つった人たちがいたのは私のオーラを見たせいだろう。

「……私とアルくんじゃ立場が違う」

「そうだな。貴方は王位継けい承しよう権を捨てた王女で、そして私は王位継承権第一位の王太子だ。立場は違う」

「だったら、なんで」

「元々、これは最後の手段だった。私の計画を散々掻かき回してくれたお陰かげで自分がなるしかなくなった」

「計画……？」

「私の王位を確実にするため、レイニのヴァンパイアの能力を用いて国を掌しよう握あくすることだ」

「……は？」

　私はアルくんが何を言ったのか理解できなかった。ヴァンパイアの力を用いて国を掌握する？　王位を確実にするため？　あまりの内容に頭がクラクラしそうになる。

「最初の綻ほころびはユフィリア、貴様だ」

「……私？」

　レイニに回復魔ま法ほうを施ほどこしながらも、ユフィが困こん惑わくしたように呟つぶやく。アルくんは忌いま々いましいとばかりに鼻を鳴らしながら続ける。

「お前はレイニの魅了の影えい響きようを受けなかった。いや、受けても尚なお、揺ゆるがなかった。私の計画を成功させるためにはユフィリアは邪じや魔まだった。故に排はい除じよしようとした。レイニの能力があれば多少、無理を押しても貴様の地位を崩くずすことができると踏んだからな」

「な……っ!?」

　何を、とユフィが口にすることはできなかった。集中が乱れて、レイニに向けている回復魔法が途と切ぎれそうになったからだ。慌あわてて魔法へ意識を集中させるユフィの額から大量の汗あせが流れ落ちていくのが見えた。

「次の誤算が貴方だ、姉上」

「……私がユフィの地位と名めい誉よ回復のために引き取ったから？」

「そうだ。こちらはレイニと引き離され、謹きん慎しんを命じられた。表立って動けず、レイニとの接せつ触しよくも断たれた。父上たちがレイニの魅了で判断を甘くしてくれれば、と願ったが、それもまた姉上に潰つぶされた。ドラゴン討伐の功を得ることで自由を得ようとしたのも含ふくめて、本当に忌々しいほどに貴方は私の邪じや魔まをしてくださったよ」

「なんでそんな計画を立てたのよ。そんなことをしなくても、アルくんは次の王だ。ヴァンパイアの力になんか頼たよらなくたって……！」

　私が信じられない思いから声を荒あららげそうになる。けれど、それ以上に強い声でアルくんが私の言葉を遮さえぎるように告げる。

「──本気で言っているなら、貴方は本当に何も興味を示さず、ただ己の願いに溺おぼれていただけなのだろうな」

　アルくんの視線が鋭するどくなり、私を射貫くように見み据すえている。今までに感じたことのないほどの冷たい殺気だ。

「本当に私がこの国の次期国王だと、心の底から認めている者はどれだけいると思う？　耳にしたことがないとは言わせない、〝魔法の才能がアニスフィア王女にあったのなら〟という声を」

　アルくんの言葉に思わず唇を噛かんで視線を下げてしまいそうになった。そういう声がなかったとは言えない。自分も思ったことだってある。

　私にも自由に魔法を使える才能があればって。私が魔法を使えるのだったら魔学を素直に賞賛できたという人がいたことも知っている。

「気付いているのだろう？　だから貴方は決して事を構えようとしない。貴方は決して、その才能を認められていないのではない。──恐おそれられているのだと、違うか？」

「……知らない、そんなの知ったことじゃない」

「貴方は、化物だよ」

　化物と、そう言い放たれた言葉が思ったより深く胸に刺ささる。異い端たんと言われてきたけど、化物とまで言われたことはなかった。思わず乾かわいた笑い声が零こぼれ落ちてしまう。

「ただの人では化物には追いつけない。──ならば手にするしかないだろう、変わり果てるしかないだろう。そこにしか道がないのであれば」

「違う！　アルくんが望まれたのはそんな王様じゃない。人と人との繋つながりを大事にして、皆みんなで手を取り合って和を以もつて国を治める王だ！」

「──それを飾かざりの王と言わずして何と言う!?」

　私の反論に対して、激げき昂こうしたようにアルくんが強く叫ぶ。アルくんに強い勢いで返されたことで私の言葉が止まる。その間にもアルくんの怒いかりは燃え上がるように高まっているみたいだ。

「人と人の繋がり？　手を取り合うだと？　私は──俺は見てきたぞ！　この国の貴族の有様を！　平民との間に蟠わだかまる溝みぞを！　その全てはパレッティア王国が築き上げた歪ゆがみそのものだ！　魔法を使えぬ民を人とも思わず、傲ごう慢まんに振る舞まう貴族！　魔法という恩おん恵けいは権力の象しよう徴ちようへと成り代わり、醜みにくく富と自尊心を膨ふくれあがらせるばかり！　そうだ、魔法が全てだ！　王家の血など箔はくを付けるだけのためのものだ！　俺はただのユフィリアのための当て馬でしかない！　ただユフィリアに宛あてがうための王だ！　俺はこの国を保つための歯車に過ぎない！　そこに、俺などいない！　俺という者である必要もない!!」

　血を吐くような、凄せい絶ぜつな絶ぜつ叫きようだった。吐き出した息が肩かたを震ふるわせている。目は吊つり上がり、真紅の瞳ひとみと相まって悪あつ鬼きの如ごとき表情へと歪んでしまっている。

「変わらぬさ！　変わらんのさ！　この国の在り方が変わらない限り、この国は停てい滞たいしたままだ！　そして繰くり返かえす！　血筋を！　権けん威いを！　伝統を！　魔法を！　行き着く果てはそこだ！　それでは民との溝は埋まらない！　今日までの長き歴史の間に、民にどれだけ貴き血が混ざったと思う!?　故に先代の王が、貴き血を再び取り入れるために平民の名誉を讃たたえて貴族の位を授けると！　そう定めた時に臣下は何をした！」

　父上の先代、つまり私たちのお祖じ父い様の時代だ。長き時代において、平民にも貴族の血が混じり、平民の中にも潜せん在ざい的てきに魔法の才能を持つ人が紛まぎれるようになった。

　そして当時、貴族ならぬ魔法使いが盗とう賊ぞくとして悪名を轟とどろかせていた。そうした民の中に潜在的に宿る火種をお祖父様は良しとしなかった。その血を再び貴族として国に取り入れるために政策を定め──そして、臣下の反乱にあった。

　平民を貴族にすることを認められなかった者たちによる反乱だった。貴族ならぬ魔法使いなど認められぬと、その者たちを貴族とすることもまた認められぬと、国は割れかけた。

　当時、王太子だった父上の兄は反乱の旗頭として立ち、国は荒あれ果はてる一歩手前だった。その時代に活かつ躍やくしたのが父上や母上、グランツ公を始めとした私たちの親の世代だ。

　そんなことがあったから、じゃあ意識が変わったかと言われるとそうとも言えない。長年、この国は魔法と共にあった。魔法によって積み上げてきた歴史と伝統、そして権威は廃すたれることはない。魔法を使える貴族と、魔法を使えない平民の間に深くて見えない溝があるのは、この国が積み上げてきた歪みだと言われれば私は否定の言葉を持たない。

「この国は病んでいる、ゆっくりと腐くさり始めた巨きよ木ぼくのように。誰だれかが新たな芽を育てなければならない！　なのに、誰もそこに目を向けない！　天才だと謳うたわれた者でさえ、今を保つことが最善だと信じて疑わず、誰もが輝かがやかしい才能に目を奪うばわれて追つい随ずいするだけだ！」

　アルくんの叫さけびに、ユフィが息を吞のんだのが手に取るようにわかった。アルくんが誰のことを言っているのか、当然のようにわかってしまった。

「ならば掴つかむしかない！　変えられぬ常識を打ち破るほどの力を！　そのための力を！　それがどれだけ人道から外れようとも、俺は飾りのための王じゃない……！　俺が俺であれない王に一体どれだけの価値がある！　腐り続ける国を繋ぎ止めるためだけの王など、ただの楔くさびに過ぎない！」

「……アルくん」

「俺に才能がないなんてことは、俺が一番よくわかっている。何にも秀ひいでず、どんなに努力しても〝努力すれば手が届く〟程度のことしかできない！　そう、貴方がいるからだ！　姉上！　いいや、アニスフィア・ウィン・パレッティア！」

　敢あえて名を呼び、アルくんは声を叩たたき付けるように告げる。王女としての名が私の肩に重くのし掛かかってくる。

　その重さからずっと逃にげたかった、だから捨てた筈はずだった。第一王女としての責任──王位継承権を私は放ほう棄きした。

「貴方への嘲あざけりは畏おそれの裏返しだ！　誰も貴方の革新的な発想に怯おびえている！　現状を保ちたい貴族にとって、これほど恐ろしい怪かい物ぶつはいないだろう！」

　腕うでを振ふり、声を震わせるほどに荒らげながらアルくんは叫ぶ。私を怪物と呼んで、まるで糾きゆう弾だんしているようだ。

「何より貴方あなたは貴族の権威を脅おびやかした！　魔学という異端の発想！　魔道具という恐ろしき産物！　民が貴方を望むのも当然だ、貴族が貴方を畏れるのも当然だ！　民にとっての貴方は未知なる開かい拓たく者しやであり、貴族にとっては国に潜ひそむ怪物そのものだ！　見事なものだよ！　凡ぼん愚ぐと怪物、比べるまでもない！」

「……だから、自分も力を求めたって言うの？　その力がどれだけ危険なものかわかってるの？」

「必要な力だ。この国を支配し！　在り方を変えるためには！　俺が頂点に立ち、新たな国の形を打ち立てる！　そうだ、貴方が見限ったものだ！　貴方が捨てた権利だ！　貴方が選ばなかった未来だ！　捨てた未来ならば、俺が拾っても何も文句はないだろう!?」

　アルくんの声が、一いつ瞬しゆんだけ遠く聞こえた。自分が地に立っている実感が一瞬なくなる。それでも私は立っている。今、ここに立っている。彼の目の前に立っているんだ。

「……アルくん、一つ聞くよ」

　声をかけながらも、私の手はホルダーに下げていたマナ・ブレイドへと伸のびる。両手にマナ・ブレイドを握にぎりながら、アルくんを真まっ直すぐに見つめて私は問いかけた。

「──君にとって、魔法って何？」

「──呪のろいだよ、姉上」

　……アルくんの返答が聞こえる。忌々しいと言わんばかりの怨おん念ねんに満ちた声だった。

「あぁ、そうだ。呪いだ、魔法も、王家の血も、王子という身分も、与あたえられた理想像も、斯かくあるべきという姿は全て俺にとって呪いだ。俺という人を空くう虚きよにするものだ。ならば全てを壊こわそう。失わなければ果ての先が見えぬというのなら、俺は全てを捨てても良い」

「そっか」

　一度、空を仰あおいだ。月は眩まぶしいまでに輝いている。その眩しさを瞼まぶたの裏に収めるように目をゆっくりと閉じた。

　込み上げてくるこの思いに、どんな名を付ければ良いのだろう。わからないし、わかりたくなかった。名前のない感情を心の奥底に沈しずめて、私は目を開く。

「──良いでしょう、〝アルガルド〟。それは、確かに私が捨てたものなのでしょうね」

　声を平静にして、感情を殺す。余分な思考も要らない。全てが冷えていく。刻印紋もんには魔薬と同じ副作用があり、闘とう争そう心しんが昂たかぶりやすい。そんな私の中に渦うず巻まく熱を心の奧へと押し込んで、手の中に閉じこめ、握り潰すように。

「ですが、認める訳にはいきません。私が捨てた未来を貴方が拾うのだと言うのならば、私は貴方の捨てる現在いまの権利こそを拾いましょう」

　──この国は病んでいるのかもしれない、それは否定できない。

　でも私は見過ごすことを良しとした。勿もち論ろん、自分ができる範はん囲いで手を伸ばした。一人でも多くの人が笑っていられれば良いと祈いのりを込めた。──それでも私はこの国の在り方を変えることを放棄した。

　長い時間が、魔ま法ほうという在り方が、人を歪めてしまったのかもしれない。貴族はその歪みに巻き込まれ、民が望まぬ者へと変わってしまったのかもしれない。今では魔法は権威の象徴となり、欲よく望ぼうを満たすためのものでしかないのかもしれない。

　それでも、私がそれを変えようとするなら。それは、この国を壊すような形でしか為なし得ないことは簡単に想像できた。……だから私は諦あきらめたんだ。

「何のために私がキテレツと呼ばれるように振る舞ったか貴方はわかっていますか？　えぇ、貴方のためと言っても貴方はそれを呪いだと呼ぶのでしょう。ですが改革は変化を強います。その変化のためには痛みを与えなければならない。わざわざそうまでして改革を急ぐ必要がどこにあると言うのです？　飾りの王？　良いではないですか、王家が安あん泰たいであれば国が平和である証しよう拠こです。それが何の問題だと言うのですか？」

　だから貴方が王になってくれれば良かったって、ずっと思ってたよ。アルくん。才能はないかもしれないけれど、君が頑がん張ばり屋で、我が慢まん強づよい子だって知っていた。たとえ時間がかかっても最後までやり遂とげる子だって信じられた。

「人にできることしかできない？　当たり前ですよ、人なんですから。精せい一いつ杯ぱいやって、人ができる範囲で頑張れば良かったじゃないですか。力ではなく、願いと言葉を託たくして」

　アルくんには私が化物だって思うぐらい、私はやっぱり目についたのかな。でも、それが貴方のためだと思ってたんだ。私が相応ふさわしくないと思われれば、誰も私を立てようだなんて馬ば鹿かな考えは起こさないと思ったんだ。

「力を以て変える変革が、支配が、本当に民の望んだものなのですか？　それをわからぬ貴方に──王を名乗る資格など、ない」

　貴方の手を引いて、いっぱい連れ出したね。貴方に夢を語ってみせたね。笑ってくれた思い出は、もうずっと昔だけど私は覚えてるよ。

　私のせいで、貴方にいっぱい迷めい惑わくをかけたね。貴方がそうなってしまったのが私のせいだと言うなら、仕方ないよ。仕方ないから、私が姉として責任を取る。

「──それに、私と〝同じ土俵〟で勝てると自うぬ惚ぼれましたか？　アルガルド」

「──姉上ェッ!!」

「力が全てだと言うのなら、私を下して見せなさい。貴方はただ良き王になれば良かった。よく悩なやみ、相談し、人と理想を分かち合い、誰かの手を取り、輪を繋いでいく王となるように教えられた筈です」

「貴方にはそれが価値ある王の姿なのかもしれない、だが！　それでは何も変えられないんだ！　そのような王に、今を変えるような力などない！」

「──今を守ろうとする、その価値を！　否定する王など私は認めない！」

　父上は決して押しの強い王とは言えなかった。不足している覇は気きは母上やグランツ公が補っていたほどだ。でも、父上は人が穏おだやかで、のびのび育つことを良しとした王だった。

　私はたくさん許されてきてしまった。ただ私の自由を父上は許してくれた。でも、私が手にしたものはアルくんには与えられなかったものだ。それが今、漸ようやくわかってしまった。

　貴方には、私たちの願いや祈りは呪いにしかならなかったんだね。それに気付かなかった私は、多分きっと罪深い。血を分けた姉と弟なのに、随ずい分ぶんと遠くなっちゃった。

「〝人でなし〟の王が治める国に、国の未来も、民の幸福も何もないのです」

「いいや、違ちがう。〝ただの人では変えられない〟ものがあるのだ。それを壊してでも進まなければ国にも、民にも明日はないのだ！」

「たとえ、それが真まことだとしても！　急激な変化に民も国も耐たえられはしない！　培つちかった歴史が長ければ、その痛みは尚なおのこと！」

「だから貴方は恐おそれただけだ！　変えることを！　背負うことを！　貴方が何を語る！　何を咎とがめられる！　貴方に……一体何の権利があると言える！」

「──とち狂くるった弟を止める。それは姉としての権利です」

「今いま更さら、世よ迷まい言ごとを！」

「えぇ、本当に──今更ですね」

　本当にどうしようもないぐらいに今更だ。それでも、私には譲ゆずれないものがある。

「魔法を呪いなどに変えさせはしない。魔法は明日への祈りと、幸せを願うものでできてる。──私はそれを証明してみせる」

「それこそ今更だ！　誰が貴方の言葉に耳を貸す！　国を割らねば、最も早はや届くまいよ！　平民と貴族の溝みぞはこのままでは埋うまらず、歪ゆがんでいくだけだ！」

「だからと言って、今割られようとしている国を見過ごすことも私にはできません。それに、本当にその方法で国を変えられると思ってるんですか？　アルガルド」

　アルくんを咎めるように、けれど乞こい願ねがうように。本気でそう思っているのかと、私は問いかける。たとえ、望まぬ答えしか返ってこないとわかっていても。

「──止やめろ、俺をそんな目で見るな！　俺を値ね踏ぶみするな！　俺を憐あわれむな！」

「アルガルド……」

「俺は変える！　変えなければならない！　この汚お泥でいに塗まみれた現実を！　衰おとろえ、沈しずみゆく国の在り方を！　たとえ誰であっても！　俺の邪じや魔まはさせない！」

「……あぁ、本当に。揃そろいも揃って親に顔向けできない馬鹿者ばかりで父上と母上に申し訳ない」

　マナ・ブレイドを構える。──もう、通じない言葉を交わす時間は不要だ。

「構えなさい、アルガルド。──貴方の定義を、否定します」




　　　　＊　＊　＊




　──アルガルド・ボナ・パレッティアは凡ぼん才さいの王子だった。勿論、彼とて努力をしていた。しかし、どれだけ血が滲にじむような努力をしても才能という輝きを前にすれば目を向けられない。それが彼に与えられた悲しい現実だった。

　彼の隣となりに立つのは精せい霊れいに愛されたとも言われたユフィリア・マゼンタ公こう爵しやく令れい嬢じよう。王子でなければ見み劣おとりをするという囁ささやきがいつだって彼の耳に届いた。

　そして、いつだって比べられるのは異い端たんの最さい先せん端たんと言われたアニスフィア・ウィン・パレッティア王女。魔学という発想と、魔道具という発明は賛否はあれどもよく目を惹ひいた。

　アルガルドには、何もなかった。目を奪うばうような才能も、劇的な発想も何一つなかった。だから力が必要だった。どれだけ努力を重ねようとも目を向けられないのであれば、最早世界を変えるしかないと。




　──あぁ、なんて悲劇。救われる者など、この悲劇にはいないのだ。




　──アルガルド・ボナ・パレッティアは永遠に幸せにはなれない。

　翼つばさを持たぬ者には、空を自由に舞まう幸せを得ることができないのだから。




　──アニスフィア・ウィン・パレッティアも永遠に幸せにはなれない。

　翼を持とうとも、国という楔くさびに縛しばられて自由を得られないのだから。




　──……もし、違いがあるのだとしたら。

　空を舞える者には、地に足をつけることを選ぶ権利があった。

　翼を持たぬ者には、何かを選ぶという選せん択たく肢しがなかった。




　──これは、そんな姉と弟の話だ。
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６章　誰たがためにある王おう冠かん









（──定義、開始）

　冷えた思考はよく回る。アルくんの素質は幼少の頃ころと変わらずなら水と氷に適性がある。ヴァンパイア化で適性が大きく変わってないなら、その二属性の魔法で攻せめてくる筈はずだ。

　でも確定じゃない。定義に至るための情報が不足してる。それならアルくんの出方を窺うかがうしかない。小手先と言わんばかりに一気にアルくんとの距きよ離りを詰つめて斬きりかかる。アルくんは私の初撃を回かい避ひして、距離を取るように地を蹴けって後ろに下がる。

「〝ウォーターカッター〟！」

　水の刃やいばが迫せまる。今度はマナ・ブレイドを振ふり抜ぬいて切り払はらう。弾はじけた水みず飛沫しぶきを突つき破やぶり、速度を殺さないように地を蹴って再びアルくんとの距離を詰める。

　あと一歩で間合いに入れるという所で、アルくんが指揮者のように腕うでを振るう。散った筈の水を呼び集めるように無数の水の刃が展開され、時間差で私に向かって射出される。私は前へと進むための動きを横飛びへと無む理り矢や理り変えて、転がるようにして姿勢を整える。

（迎げい撃げきが上手うまい、けど、それだけだ）

　アルくんの魔法は巧たくみだ。ただ、巧みなだけだ。ユフィほど洗練されている訳でもない。ティルティのような暴ぼう威いでもない。これならば対応が可能な範囲だ。

　再び水の刃が連続して迫る。私は背の刻印に魔ま力りよくを叩たたき込んで、ドラゴンの魔力を引き摺ずり出す。背中から腕へ、腕からマナ・ブレイドへ。横に一文字を描えがくようにマナ・ブレイドを振るい、迫った水の刃を纏まとめて切り飛ばす。

「〝ウォーターランス〟！」

　水の刃では薙なぎ払われるだけだと判断したのか、今度迫ったのは巨きよ大だいな水の槍やりだった。これは移動しながら薙ぎ払うのは無理だ。水の刃を薙ぎ払うために伸のばした魔力を刀身を縮めることで圧縮していく。

「──ハァッ！」

　短く吐はき出した吐と息いきと共に水の槍を両断する。速度をつけて私へと向かっていた水の槍はマナ・ブレイドの刃によって両断され、槍という形を失ってただの水へと変わる。

　しかし、そこで追撃の手は止まらなかった。弾け飛んだ水が空中で不可解な動きを見せた。それは私を包み込み、丸い檻おりのように形を変えていく。水の檻は不規則に広がったり、縮まったりして震ふるえている。

（刃を伸しん張ちようさせないと届かない……）

　ならば、と纏めて切り裂さこうと魔力を込め直した一いつ瞬しゆんの隙すきだった。肌はだに棘とげが刺さすような冷気を感じた。

「──不味まず……！」

「──〝アイシクル・プリズン〟ッ!!」

　不味い、と言いかけた言葉は途と中ちゆうで切れた。私を囲んでいた水の檻は、檻の内側へと棘を伸ばすように私へと迫ってくる。檻はどんどんと狭せばまっていき、逃にげ場ばがなくなっていく。魔力を込めようと刃の長さが中ちゆう途と半はん端ぱになったのが良くなかった。

　避よけきれなかった水が私に絡からみつき、絡みついた先から凍こおり付いていく。凍り付き始めた水を見て、私は無理矢理、水の檻を突き破るように飛び出した。突き破った水が遅おくれるようにして凍り付いていくのを、私は魔力を手に集めて鱗うろこを剥はがすように氷を剥ぐ。

　跳はねるように跳とんで、勢いを殺すために強く踏ふみ止とどまる。その瞬しゆん間かん、周囲が暗くなった。頭上へと視線を向ければ巨大な水の鎚つちが私を押おし潰つぶそうと迫っていた。

「──〝ウォーター・ハンマー〟」

　大きく振りかぶった水の大鎚。私は短く息を吐き出して地を蹴る。向かう先は鎚を振り抜いた姿勢のアルくんだ。流石さすがに大おお振ぶり過ぎて、隙ができてるよ！

　地を這はうように姿勢を低くして、大おお股またで勢い良く、速度をつけて前へと跳ぶようにして水の大鎚を回避する。その勢いを殺さぬまま、私は全身を回転させながらアルくんへと迫り、マナ・ブレイドが私を中心に風車の羽根のように回る。

　マナ・ブレイドの魔ま力りよく刃じんがアルくんを斬り裂く。月明かりに照らされども夜、マナ・ブレイドの発光はとても鮮あざやかに剣けん閃せんを残す。尾おを引くようにして残光が消え、遅れるようにしてアルくんの腕から血が噴ふき出した。

「ガァッ……ッ！」

（チッ……浅いッ！）

　アルくんも身を捻ひねって回避したのか、胸を裂く筈の一閃は腕を裂くだけに終わる。私はアルくんの横をすり抜ける。勢いを殺しきれず、一度姿勢を崩くずしてしまう。流れに逆らわず、受身を取りながらマナ・ブレイドを地面に突き立てて顔を上げる。

　アルくんは腕を押さえていたけれども、流れていく血がまるで巻き戻もどしをかけたように傷を塞ふさいでいく。

（治ち癒ゆ？　……いや、それだけじゃない。ヴァンパイアの再生能力も合わさってるのか。あの程度の傷なら塞がれて終わり……）

　思ったよりも厄やつ介かいそうだ、と口の中だけで呟つぶやいておく。

「〝アイシクル・ランス〟！」

　腕の傷を塞いだアルくんがすぐさま攻こう撃げきに転じる。放たれた氷の槍を一歩後ろに引きながら刀身を伸ばしたマナ・ブレイドで叩き落とす。そのままステップを踏むようにして、また前へ。アルくんとの距離を詰めていく。

　アルくんは先ほど、傷を負っていた腕を掲かかげる。傷を塞いでいた瘡かさ蓋ぶたがぐにゃりと揺ゆらめき、アルくんの手に血の色をした水の槍を握にぎらせる。その槍が急速に固まっていき、私へと向けて突きを放つ。

　紙一重で槍を躱かわし、髪かみが何本か持っていかれる。それも気にせずに更さらに踏み込む。そのまま伸びきったアルくんの懐ふところへと入り込むように身を低くし、勢い良く地を蹴って膝ひざ蹴げりを叩き込む。

「かっ……た……！」

　まるで何かを仕込んでいるかのような硬かたさに眉まゆを顰ひそめてしまう。アルくんも無傷とは言わないけれど、思ったよりも効果がなかった。恐おそらく身体強化、いや、ヴァンパイアの肉体変化を応用したものかもしれない。

（わかっていたけれど、ヴァンパイアの性質は厄介すぎる……！）

　ヴァンパイアはとにかく生存に特化した種族と言える。肉体変化による防ぼう御ぎよ、再生能力など、敵に回せばこんなにも厄介なのだと実感させられる。

　アルくんが懐に入り込んだ私を嫌きらうように蹴りを入れる。それを腕を交差させて防ぎながら自分も後ろに跳んで距離を取る。びりびりと痺しびれる腕の感覚を誤ご魔ま化かすように振りながらアルくんへと向き直る。

　アルくんが私に指先を向ける。その指に水の弾だん丸がんが形成されていき、私へと迫る。

「〝ウォーター・バレット〟」

　迫ってくる水の弾丸を咄とつ嗟さにマナ・ブレイドで切り払おうとして──嫌いやな予感がした。

　首を横に避けて弾丸を回避すると、ただの水とは思えない重々しい着ちやく弾だんの音が後ろの方から聞こえてきた。汗あせが一筋、私の頬ほおを伝って落ちていく。

（何……？　水だけじゃない……中に何か込めた？）

　半身になりながら後方を確認すると、着弾した所には礫つぶてが転がっていた。水の弾丸の中に氷の礫が交ぜられていたらしい。飛ひ距きよ離りはともかく、水の弾丸だと思ってマナ・ブレイドで切り裂こうとしていたら危なかったかもしれない。

「魔道具にしか頼たよれない貴方あなたの弱点は、魔道具そのものだ。マナ・ブレイド、その魔道具が物理衝しよう撃げきに弱いことは知っている」

「それで私を対策したつもり？　それは見通しが甘いよ、アルくん」

「見通しが甘いかどうかは、試してみるさ」

　強がってはみたけれども、弱点を突かれていることは事実だ。それでも対応していかなければならないとアルくんを見ていると、アルくんが腕を天へと掲げた。

　私はハッとして空を見上げる。そこにはさっき放たれた氷ひよう礫れきが無数に空に形成されているのが見えた。拳こぶし大の氷礫は鋭えい利りな三さん角かく錐すいのような形で、空より降り注ぐ時を待っている。

「〝アイシクル・レイン〟」

　氷礫の雨がアルくんの号令を受け、私に向かって降り注ぐ。マナ・ブレイドで切り払うのは無理だ、面に対する攻撃には対応できない。

　逃げるのも間に合いそうにはないし、下手に距離を取ってしまえばアルくんに良いようにやられてしまう。ここで下がるのは下策。

（なら──これなら、どう!?）

　私は刻印紋もんによってドラゴンの魔力を呼び起こし、身に纏うことでドラゴンの魔力を使うことができる。なら、逆説的に言えばドラゴンにできていたことは私だってできる筈だ。

　思い出すのは、私に向けて放たれた死を感じさせた閃せん光こう。あれほどでなくても良い、むしろあれを拡散させるイメージで放つ！

「〝──────〟ッ!!」

　それはドラゴンの咆ほう哮こうとも言うべきもの、その衝しよう撃げき波はが私の吐息に合わせて広がっていく。

　私に迫ろうとした氷礫の雨は次々と空中で破は砕さいされていき、私にその残ざん骸がいが降り掛かかる程度だった。

　キラキラと氷の飛沫が月光を帯びて輝かがやく。私とアルくんは、氷礫の飛沫を浴びながらも向かい合う。

「……末すえ恐おそろしいな」

　ぽつりと、アルくんがそう呟いた。その瞳ひとみは逸そらすことなく私を見つめている。かつてとは違ちがう、真紅の瞳。その瞳には様々な感情の色が見えたような気がする。

　あまりに複雑に入り交じった感情は、ただその大きさを私に知らせるだけだ。アルくんは狂くるおしいまでに私を見つめている。

「しかし、皮肉な話だ。これほどの力を示した所で、貴方は恐れられるだけだ。異い端たんだと罵ののしられ、その価値は認められない」

「……異端なのは自分が一番、よくわかってますよ」

「澄すました所で何になる？　自分が異端だとわかりながらも、異端であることを止められないのならば貴方は何がしたかった？　そうまでして貴方がなりたかったものとは何だ？　答えろ、答えてみせろ、アニスフィア・ウィン・パレッティア！」

　私の沈しずめた感情を、奥底へと追いやった感情を暴こうとするかのようにアルくんが叫さけぶ。そこには怒いかりがあった。そこには憎にくしみがあった。どうしようもないほどに許せないと叫んでいた。その負の感情は私がアルくんに与あたえたものなんだろうな。

　……痛かった。身体からだではなく、どうしようもなく心が痛かった。唇くちびるを一度、噛かみしめる。その痛みが私をまだ、冷静でいさせてくれた。

「私は私だよ。他の何者にもなれない。ただ魔ま法ほうに憧あこがれただけの人だよ、私は」

「あぁ、そうだ。俺は知っている。貴方がそういう人だということを」

「……アルくん」

「ならば、尚なお更さらこうするしかない。そうでなければ、俺は俺にすらなれない。俺は歯車ではいられない、あるべき者になることもできない！　求められるのは、ただ他者のための誰だれかだ！　そこに俺などいない……いないんだ！　俺はそんなものになるために生まれてきた訳じゃない！」

「それが、貴方に願われた幸せだとしても？」

「何が幸せだ！　空くう虚きよな人形であれと、人の和を為なすための王になれと！　俺である価値が一切ない王など、何のための王だ!?　民のためか!?　貴族のためか!?　国のためか!?　そんなものなど、生いけ贄にえと変わりはしない!!」

　アルくんが絶ぜつ叫きようする。その心を苛さいなむものを、傷を晒さらすように心を曝さらけ出している。私はそこで初めて、ようやく久しぶりにアルくんと再会できたような気がした。

　今まではどこか遠くて、壁かべを隔へだてたような違い和わ感かんがあった。アルくんと話しているのに同じ場所にいないような、目線があっていないような、そんな違和感が解消されていく。

　でも、だからこそ──私は、アルくんを否定しなきゃいけない。

「今いま更さら、何を言ってるの？」

「何……？」

「国王も、王家も、全部象しよう徴ちようだよ。象徴であれば良いんだ。象徴に個性なんて誰も求めてない。もし個性を求めるのだとしても、それは優ゆう秀しゆうであること、人を惹ひき付ける魅み力りよくがあることだけだ。当たり前の感情なんて邪じや魔まなだけ。そう教えられなかったの？」

「あぁ、そうだ！　そう教えられてきた！　それが王であるために必要なことだと！　ならば貴方はどうだと言うのだ！　あるがままに振ふる舞まい、魔法の才さえあればと言われた貴方はなんだ！　人を惹き付ける魅力があることが王が幸せである条件だと言うのならば、俺は最初から幸せを手にする権利もなかったということか！」

　アルくんの叫びに私は視線を逸らしてしまいそうだった。それでも、視線を逸らす訳にはいかなかった。

　本当は多分、もっと早く向き合わなきゃいけなかったんだろう。それでも私は目を閉じて、耳を塞いだ。離り宮きゆうという自分の都合の良い場所で安あん寧ねいと共に生きてきた。

　──逃にげたんだ、私は。異端であることは私が一番よくわかってる。それでも魔法を諦あきらめられない私に現実はただ息苦しいだけ。自分の理想を追求すれば世間を騒さわがせることもわかってる。……それでも、この憧れは止められない。

　そんな私のせいで運命が狂ってしまう人がいた。それがアルくんだった。改めて突つきつけられた現実に私の息が震ふるえる。

「……ただ普ふ通つうの王族だったら、そんなことも考えなかったんだろうね、何を間ま違ちがってしまったんだろう。私たちは、どこから間違えたんだろうね。アルくん」

「何もかもだ。何もかもだろう、この国があり、俺たちが生まれてしまったことから間違えてしまったんだろうよ。それでも──だからといって、諦められるか？　こんな思いをするために産み落とされたと言うなら、俺が壊こわしてやるさ！　こんな国など、世界など！」

「……馬ば鹿かだよ、アルくん。君は、馬鹿だ」

　どうして、そんな風になっちゃったんだよ。あぁ、私が悪いのかもしれない。それでも言いたくなってしまう。だって君は恵めぐまれてるじゃないか、私なんかよりもずっと。

「──アルくん、貴方の間違いは、人生を楽しめなかったことだよ」

「何……？」

「今からでも良い、楽しめば良い。楽しくない人生だから嫌なことだって考える。それなら変えれば良い。それで良いじゃない。恨うらみだとか、憎しみだとか、私はそんなもので世界を変えたくなかった。たとえ、私が魔法を使えなくても魔法は尊いものだから」

　──そう、それだけは何を否定されても、私の中で絶対に揺るがしたくないものだから。

「私は今でも信じてる。私は魔法を信じて憧れてる。ずっと、これからもだ。それだけで十分、幸せなんだよ」

「世界を変えることは望まず、自分を変えることも望まない。それがどれだけ世界に沿わないと知っても、そう言うのか？」

　アルくんが歯を剥むくようにして私を見ながら問いかける。それに私は一度目を伏ふせる。何度問いかけられても、私が返す答えは変わらない。

「──それが、私であるということだから」

　私の返答にアルくんの顔が歪ゆがむ。それは正に怒りを詰つめ込んだ憤ふん怒ぬの表情だ。

「その中ちゆう途と半はん端ぱな貴方が俺は嫌いだ！　俺は貴方が憎い……心の底から、貴方を忌いみ嫌うしかない！　その傲ごう慢まんが、どれだけ俺に辛しん酸さんを舐なめさせたか！　知ろうともせずに、己のための道を進むのはさぞかし幸せだっただろうな！」

　アルくんの手に握にぎられた血の槍やりが、アルくんの心を示すように凶きよう悪あくなものへと変化していく。人を痛めつけ、傷つけるための武器へと。

「俺は──貴方を越こえる、越えなければならない。変えなければ進めない！」

「……一つだけ言わせなさい、アルくん」

　怒り狂うアルくんに対して私は静かに告げる。息を吸い、呼吸を整えてから告げる言葉は祈いのりにも似ていた。

「だったら、楽しみなよ。今まで望まない人生を歩んできたんでしょう。私に歩まされたというなら、否定はしない。だったら今からでも楽しみなよ、これが貴方の望みだったんでしょう？　私を越えることが、私と同じ土俵に立つことが、国を力で支配することが、何よりも貴方が望んだ道なのでしょう？　だったら──せめて、満足するまで付き合うわ」

　ごめんね、なんて言えない。辛つらかったね、なんて言っても伝わらない。私にできるのは全部受け止めることだ。どんなに切実でも、アルくんの願いを叶かなえさせてはやれない。

　力によって意思すらも支配されてしまう国の在り方を、私は認める訳にはいかない。

「疲つかれ果てて、もう進めないと、そう言うまで付き合って上げるわ。その上で貴方を負かすわ。全部、全部、私にぶつけなさい。その上で言ってあげるわ。──私に勝とうなんて馬鹿ね、って！」

　本当に馬鹿な子だよ、アルくん。でも、私も馬鹿だからさ。こんな形で受け止めてからじゃないと気付けなかった。だから、せめてこれだけは願わせて欲しい。

「もっと笑って、もっと怒おこって、もっと悲しんで、その上で楽しみなさい。この瞬しゆん間かんこそ人生の最高の瞬間だと、そう思えるまで私に向かってきなさい。その上で、全部叩たたき潰つぶす。アニスフィア・ウィン・パレッティアは王族失格のうつけ者、どうしようもないキテレツな王女様。それが私の立ち位置よ！　私は──王族の責任を以もつてして、貴方あなたを否定する」

「本当に傲慢な人だ！　──だからこそ、俺は貴方を越えよう！　俺には元から何もない。異端にしか縋すがれるものがないのならば、そこに貴方が立たち塞ふさがるならば、越えてみせるとも！　あぁ、このためだ！　全てはこのためにあったんだ！　この結果でしか救われない！　姉上……いや、アニスフィア・ウィン・パレッティア！　どちらが王に相応ふさわしいか、ここで決着をつけよう！」

「……なのに王位なんて望んでない、ってのはお互たがい様さまかな。本当に不毛だね、私たち」

　思わず苦笑を浮うかべてしまう。本当に私たちは馬鹿で、どうしようもない。本当に申し訳ないぐらいに父上と母上に合わせる顔なんてない。

　心の奥底に閉じこめた感情を、少しずつ浮かび上がらせていく。悲しいし、悔くやしいし、怒りだって覚える。でも、だからこそ私とアルくんは同じだったんだ。

　同じ音おん叉さが響ひびき合うように私たちの感情が重なる。互いに認められないと、互いが気に入らないと、互いを否定しなければならないと。言葉を交わさずとも、視線で、空気で、私たちは悟さとっていく。

　正直言って、気は重い。なんでこんな不毛な喧けん嘩かをしなきゃいけないのかって冷静な頭は考えている。でも、そうじゃない。そうじゃないんだ。もう理り屈くつでの決着なんてないんだ。どれだけ不毛でも、この淀よどんだ感情の清算は綺き麗れいになんか終われない。

「本当にただの喧嘩だね」

「……はっ、なるほど。言いい得えて妙みようだ」

「笑えない規模の喧嘩だけどね。でも、喧嘩でしかない。私たちにとって、これは喧嘩だ。あぁ、思えばアルくんと喧嘩したことなんてなかったなぁ」

「……そうだったか？」

「うん。アルくんはさ、本当に──素直で、良い子だったからさ」

　ごめんね。私、知ってた。アルくんは素直で、良い子で、頑がん張ばり屋だから。だからなんでしょう？　私が許せなくなったのはさ。私がいると王になれないと思っちゃったのはさ。

「……だから貴方は傲慢なんだ。一方的だよ、貴方は。あの日からずっと──」

「……？」

　少しだけアルくんが視線が逸そらした。けれど、それは一いつ瞬しゆんのこと。私たちの視線が再び絡からみ合う。アルくんが構えを取ったのを見て、私もまた構えを取る。

「来なよ、アルくん。全部受けきった上で、貴方を否定してやる」

「改めさせてやる、姉上。いつまでも姉が先を行くばかりではないと」

「死ぬほど、後こう悔かいさせてやるわよ！　私に挑いどむなんて馬鹿な考えに至った自分が愚おろかだったって思わせるほどに徹てつ底てい的てきに泣かす！」

「泣くのは貴方だ、姉上！　貴方を泣かす、そうだ！　貴方が俺の愚かさを否定すると言うなら、俺は貴方の傲慢さを否定する！」

「あぁ、そう。なら傲慢だって言われるように振る舞ってあげましょうか！　──救ってあげるわ、アルくん！　憤いきどおりも、憎にくしみも、悲しみも、不満も何もかも全部！　全て受け止めてね！」

「──……ッ……ァ……アニスフィア──ッ!!」

　今日、一番の憤怒の形相を浮かべてアルくんが私に向かってきた。私もまた、アルくんを迎むかえ撃うつために踏ふみ出す。その一歩は酷ひどく重い。それでも負けじとそれを振り払はらうように、強く地面を蹴ける。

　力を込めすぎたのか、感情が抑おさえられなかったのか。一筋だけ涙なみだが零こぼれ落ちていった。
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　──もし、過去に戻もどれるのだとしたら。私は愚かな自分の頬ほおを打たずにいられるでしょうか？

　アニス様とアルガルド様が交わしていた会話を聞いてそう思うのです。思わず唇くちびるを血が出るほどに噛かみしめてしまいます。

　しかし、今は自分の至らなさを悔くいている時間はありません。レイニに施ほどこした回復魔ま法ほうは、まるで底の抜ぬけた器に水を注ぐような行こう為いにも等しいです。それでも諦める理由にはなりません。

　このままレイニを死なせてしまうようなことになってしまえば誰だれにも顔向けできないと、最も早はや執しゆう念ねんにも似た思いで回復魔法に意識を注ぎ続けます。ですが、レイニの傷は塞がる気配はありません。疲ひ労ろうで浮き出た汗あせが頬を伝って落ちていきます。

　すると、回復魔法を施していた手をレイニの手が握り返してきました。意識が朧おぼろ気げだったレイニが血混じりの咳せきをしながら私に視線の焦しよう点てんを合わせました。

「ユ……フィリ……ア……さ……」

「喋しやべらないでください！」

「……聞こえて……ました……よね……？」

　私の制止が聞こえないのか、レイニがぽつぽつと途と切ぎれながらも言葉を紡つむぎます。

「……アニス……様……アル……ガルド様……私……わかる、から……」

「わかる……？」

「あき、らめ……ないと……って……自分には……どう、しようも……ないって……でも、苦し……くても……あんな……風に……しか……悲鳴……上げ……られなくて……」

「……悲鳴？」

　レイニには、アニス様とアルガルド様の会話が悲鳴のように聞こえたのでしょうか？　私には、いまいちわかりません。ただ、あの二人がどうしようもなく苦しくて、苦しいからこそ戦わなければならないのだと理解させられてしまいました。

　そうなる前にできたことがあった筈はずだと、どこかで私自身を責める私の声がするのです。悔しさにまた唇を噛みしめそうになった私の頬に、レイニの手が伸のびてくる。

「……ッ……、ユ、フィリア……様……！　お願い……が……」

「レイニ？　お願い、ですか？」

「血を……魔ま力りよくが、あれば……魔石を……再生……させ……」

　途切れ途切れにレイニが告げる言葉に私は希望を見み出いだしました。

　魔石を再生させると、レイニはそう言いました。そのために魔力を、吸血をしたいということなのでしょう。

「待っていて下さい、今、血を……」

「──いえ、ユフィリア様はそのままに。私が与あたえます」

　私がレイニに血をどう摂せつ取しゆさせようかと悩なやんでいると、私とは逆側に回ってレイニの手を握っていたイリアが声を上げました。イリアはレイニの顔に自分の顔を寄せます。

「失礼します、レイニ様」

「イリ……、んぅっ!?」

　イリアが唇を噛み切り、血を流しながらレイニへと口付けました。レイニは目を見開きましたが、ぎゅっと目を瞑つぶってイリアの背に手を回しています。何かを堪こらえるように震ふるえていたレイニでしたが、不意に胸の傷の奧で何かが煌きらめくように光った気がしました。

　そこからは劇的でした。まるで傷なんてなかったかのように肉が埋うまり、肌はだが元通りになっていきます。思う以上の再生速度に私は目を丸くして、思わず回復魔法を止めてしまいました。

「──ッ……いっ……ぁ……！　ぎ……！」

「レイニッ!?」

「い、た……嘘うそ……再生……しても、痛み……なくならない……っ、……え？　なんで、アルガルド様、動けて……むり……痛い……痛い痛いっ……！」

　痛みからか、イリアすらも振ふり解ほどきながらレイニが胸を押さえて悶もだえ苦しんでいます。

　傷は再生できても、痛みまでは消えないということですか？　なら、アルガルド様があのように再生しながら平然と動いていても、激痛が襲おそっているのでは……？

　痛みに震えるレイニをイリアが抱だき起おこして、落ち着かせるように抱き締しめています。私も止めてしまった回復魔法を再びレイニに施そうとすると、レイニが苦しげに息を吐はきながら私の手を掴つかみました。

「……ダメです、ユフィリア様……魔力が……勿もつ体たいない、です……」

「レイニ、しかし」

「ユフィリア様も、ですよ……！」

「はい……？」

「我が慢まん、しないで……私は、大だい丈じよう夫ぶ、だから……」

　痛みでそれ以上、言葉にできなかったのか。レイニはイリアに頭を預けながら荒あらく息をしている。私は、レイニに告げられた言葉に虚きよを突つかれてしまいました。

（……我慢している？　私が、一体何を？）

　どうしてレイニがそんな言葉を私に投げかけたのか理解できず、ただ呆ぼう然ぜんとしてしまいます。

「……ユフィリア様は、止めたいのではないですか？」

　レイニの代わりに口を開いたのはイリアでした。イリアは、レイニを心配そうに抱かかえながら私に言います。

「……私には、止める資格も力もありません。あの二人を止めるための言葉も持っていません。だから見守ることしかできません」

「……イリア」

「私が言うことではありませんが……時には、自分の心に従うことも大事なのだと思います。レイニ様は私が見ています。だから、ユフィリア様も……」

　心に従う？　私の心は、どうしたいと思っているのでしょうか？　レイニが言うように我慢しているのでしょうか？　でも、私も正直に言えばイリアと同じ気持ちです。

　あのように争い合う二人を見て、その思いを知って、どうして止めたいなどと言えるのでしょうか。私は、この結果を招いた一人なのに、そんな資格があるのですか？

　疑問が私の頭の中でぐるぐると巡めぐっていると、不快な音が響き渡わたりました。何かが砕くだけてしまったような、そんな無機質な音です。

　まさかと思い、私が視線を向けた先。そこには今、まさに砕かれて宙を舞まったマナ・ブレイドの姿が見えました。

「──アニス様ッ！」
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　──砕かれた。私のマナ・ブレイドが。二本あった内の一本が失われ、咄とつ嗟さに私はアルくんから距きよ離りを取るために後ろへと跳ぶ。

　遠距離攻こう撃げきの手段を持たない私が距離を取るのは不味まずい。けれど下がるしかなかった。アルくんの攻こう撃げきを防ぐための手が一手、失われてしまったからだ。両手で防いでいたものが片手のマナ・ブレイドでは防げない。

　アルくんは水の鞭むちを巧たくみに操って私を攻せめ立てる。広域に魔法をばらまくような攻撃では私の動きは止められても決定打にはならないと切り替かえたんだろう。

　この水の鞭が厄やつ介かいだった。それは氷の礫つぶてを内包していて、接せつ触しよくの瞬しゆん間かんに凍こおり付いて衝しよう撃げきを与えてくる。これがマナ・ブレイドと致ち命めい的てきに相性が悪かった。

「ハ、ハハッ！　ハハハハハハッ！　砕いた！　砕いてやったぞ！　どうだ、自じ慢まんの武器が砕かれるのは！　魔道具がなければ貴方あなたの力は半減も同然だ！」

「チィッ！」

　好き放題言ってくれて！　実際にその通りだから否定できないのも癪しやくなんだけど！

　とにかく本格的に不味い。このままじゃジリ貧だ。マナ・ブレイド一本ではアルくんの攻撃を捌さばけない。距離を取られて嬲なぶられ続ければ勝ち目がない。

「こんなものか！　姉上！」

　アルくんが叫さけんでいる。アルくんは今、勝かち誇ほこって良いのに、それでもアルくんは怒いかりを露あらわにしている。納得がいかない、と言うように叫んでいる。

「この程度で終わるのか！　これが限界か？　そんな訳がないだろう！　何を躊躇ためらう！　俺は貴方を殺すつもりだ！　殺したいほどに貴方を忌いみ嫌きらっている！　なのにそれを受け止めると言ったな！　その上で否定をすると！　救うと！　傲ごう慢まんさに足を掬すくわれたか！　──ふざけるな！　俺を見ろ、姉上！　俺は、貴方にとって視界に入れる価値もないか!!」

　アルくんの叫びに私は唇を噛みしめた。殺すつもりだと言うのはわかってる。アルくんは殺意を剥むき出だしで向かってきてるし、私に対してどうしようもなく怒りを感じていたのも全部、わかってるんだ。

　向き合え、こちらを見ろ。アルくんは全身でそう訴うつたえていた。わかってる、全部そのためだったと理解してしまった。同じ土俵に立ったのも、異い端たんであることを求めたのも。

　──全ては自分という存在を私に見せ付けるために。

　ずっと目を背けてきた。私には関係ないと、できることなんてないんだと。だって私は王位継けい承しよう権を捨てたのだから。それがアルくんのためになると思っていた。

　そうじゃないと言われても簡単には受け入れられない。だって、それでも、憎まれても、距離が離はなれても──アルくんは、私の弟だ。私が手を引いて外に連れ出した、可愛かわいい弟だ。

「ッ、アァッ！」

　迫せまる水の鞭を私は吼ほえながら避よけた。アルくんから距離を取りながら、マナ・ブレイドを失った手で拳こぶしを作り、自分の頬ほおを殴なぐりつけた。全部、揃そろえろってことでしょ。わかってるよ、アルくん。アルくんの望みはわかってる。

（──殺すつもりで来いって、そう言うんでしょ）

　私に自分を殺すつもりで向かってきて欲しいと。そのためにここまで来たんだと、そう訴えてるのはわかってる。それでも応じられなかったのは、私の中にまだアルくんへの情が残ってたから。

　──でも、それが最大の侮ぶ辱じよくだったんだろう。わかってる、わかってはいるんだよ。

　本当にそれでしか貴方が納得しないって言うなら。そうして向かい合うことでしか貴方が救われないって言うなら……私も、覚かく悟ごを決めよう。

　アニスフィアとして生きてきて、人を殺したことがない訳じゃない。冒ぼう険けん者しやは時として人の命を奪うばわなければならない。でも、できるだけ人の命は奪いたくなかった。甘いと言われても譲ゆずれなかった。

　それに魔ま物ものなら幾いくらでも殺してる。命を奪うことに躊躇いがない訳じゃない。ただ覚悟が必要だった。だって、自分が傷つくことが嫌いやでもわかってるから。それでも、向き合うって決めたから。

「──本当に馬ば鹿かな弟なんだからぁッ!!」

　体内に巡る魔力を背中の刻印へと回す。ドラゴンの魔力を生産するためではなく、私の魔力と完全に溶とけ合あわせるために。私の魔力という膜まくで包むことで制せい御ぎよしていたドラゴンの魔力を自らの体内に取り入れていく。

　全身を纏まとうオーラがより濃のう密みつになっていく。このオーラは特にドラゴンの角を象かたどるのだけど、それがより鮮せん明めいになった気がする。思考が端はしから灼やかれていくような熱が身体からだ全体に巡っていく。

　直接、体内にドラゴンの魔力を取り入れたことで〝呪のろい〟が私を一気に侵しん蝕しよくしていく。人の身には収まりきらない力だ、今にも身体が弾はじけ飛とんでしまいそう。それでも力を制御する手た綱づなだけは決して離さない。

　喰くらいなさい、私の魔力を、私そのものを。貴方はもう私の一部、好きなだけ暴れれば良い。脳裏で、残ざん響きようのように響ひびき渡るドラゴンの咆ほう哮こうが聞こえた気がする。




「──〝架か空くう式・竜魔心臓ドラゴンハート〟!!」




　ドラゴンの魔力の直接制御、これが私の切り札だ。

　全身で荒あれ狂くるうドラゴンの魔力をマナ・ブレイドへと注ぎ込んでいく。マナ・ブレイドが悲鳴を上げるように罅ひび割れていく音が聞こえる。

　それでも私は魔ま力りよくを注ぐのを止やめない。これだけ力を注がないとアルくんを打うち倒たおせない、だから全力全ぜん壊かいで行くしかないんだ。

「アァァァアアア────ッ!!」

　かつてドラゴンのブレスを切り裂さいた光の斬ざん撃げきを、今度はドラゴンの魔力で放つ。

　過か剰じように魔力を注がれた魔ま力りよく刃じんの形状は、最も早はや剣けんというより爪つめのようだった。

　アルくんがその一いち撃げきを防がんと無数に水の盾たてを生み出して掻かき消そうとする。

　一枚、二枚、三枚、四枚、障しよう壁へきに阻はばまれながらも私の斬撃は止まらない。

　五枚、六枚、七枚、八枚。──そして、あっという間に水の障壁は切り捨てられた。

　アルくんの胸から脇わきにかけて、斜ななめに引くようにして一文字の傷が走る。思い出したように血が噴ふき出すも、アルくんの血が瘡かさ蓋ぶたを作るように再生しようとしている。

「まだ、だ……！　俺は、俺はぁッ!!」

　アルくんの足は震えている。立っているのが精せい一いつ杯ぱいだと言うように、けれど倒れてはいない。あぁ、ダメだ。アルくんはこのままじゃ止まらない。

　マナ・ブレイドが音を立てて砕けていく。これではアルくんの攻撃を捌くのは不可能だ。だからアルくんが動けるようになる前に決着をつけなければならない。

（アルくんが、止まらないなら──）

　──……殺すしか、ない。

　狙ねらうのは心臓。レイニから奪った魔ま石せきを取り込んだ部分、一歩、地を抉えぐるほどの脚きやく力りよくを発揮しながらアルくんに向かっていく。距離が縮んで、アルくんの顔が段々とはっきり見えてくる。

「これでぇ！　終わりィッ！」

　アルくんの顔は苦く悶もんに歪ゆがんでいた。私を睨にらむように、荒れ狂う感情が私に向けられている。あと一歩、手がもう少しで届くという距離まで来た時──アルくんは、ふっと表情を和らげた。

（──……なんで、そんな顔をするの）

　どうして、そんな安心したように笑ってるの。待って、そんなの予想してない。だって、アルくんは私が嫌いで、私を殺したいほどに憎にくんでて。だから私に負けるなんて絶対に悔くやしい筈はず、なのに、どうして、なんで。

　既すでに私の一撃は繰くり出されようとしている。思考が引き延ばされてスローモーションに見える。どうして、と問いながらも私の動きは止まらず、そのままアルくんの心臓を貫つらぬかんと指を立てている。

　オーラによって形成した、ドラゴンの爪がアルくんの心臓を引き裂く。それは確定した結末だった。私は目を閉じてしまった。アルくんの表情が理解できなかったから。自分が何をしてしまうのか、その結末から目を背けるように。




　──けれど、私の手が触ふれたのは柔やわらかい肉の感かん触しよくではなく、硬かたい鉄の感触だった。




「えっ……？」

　思わぬ衝撃に、私は反動で背中から倒れ込む。慌あわてて顔を上げれば、銀色の髪かみが靡なびいて落ちていくのが見えた。

　それはユフィだった。ユフィは衝撃で勢い良く地面を転がっていき、アルくんとは少し距離を置いて倒れた。そして、私たちの間にくるくると宙を回って何かが落ちてくる。

　アルカンシェルだ。地に突つき刺ささった瞬間に、役目を果たしたと言わんばかりに折れてしまった。私は呆ぼう然ぜんと、何が起きたのかわからないまま呆ほうけることしかできなかった。どうしてユフィがそこにいるの？

　呆ける私の耳に届いたのは、ユフィの声。ユフィは震ふるえる手で身体を起こしながら、私を睨んでいた。その瞳ひとみから涙なみだが零こぼれ落ちている。それでも表情は泣いているのではなく怒おこっているように見えた。




「──……ッ！　こんなことで、殺し合ってどうするんですか！　揃いも揃って馬鹿です！　だったら私が止めるしかないじゃないですか！　臣下として！　元婚こん約やく者しやとして！」




　ユフィがそう叫んでくれたことで、私はようやく現実感を取り戻もどすことができた。

「……ユフィ……」

「そんな顔をしてまで戦いたかった訳じゃないでしょう……！　殺したかった訳じゃないでしょう！　なのに戦って！　傷つけ合って！　馬鹿じゃないですか！」

　あのユフィが声を荒あららげて訴えるように叫んでいる。その叫びを聞いて、私は力が抜ぬけてしまった。一気に倦けん怠たい感かんが全身にのしかかってくる。

　あのままユフィが止めてくれなかったら、間ま違ちがいなくアルくんを殺していた。でもそうはならなかった。それにどんな感情を抱いだけば良いのか、よくわからない。

　でも、まだ決着はついてない。私は震える身体を起き上がらせる。今ので残っていたドラゴンの魔力が抜けてしまった。刻印紋もんの反動で身体が軋きしんでいる。ドラゴンという規格外の存在の力を直接取り込むのは流石さすがに無理があったみたいだ。

　それでも足は止めない。引き摺ずるように足を引きながらアルくんの傍そばへと向かう。

　アルくんは大の字に両手両足を広げて空を見上げていた。私が近づいても起き上がろうとするような気配はなかった。

「……アルくん」

　呼びかけてみる。けれど、アルくんは私に視線を向けることはない。アルくんは遠くの空を見つめたままだ。その姿勢のまま、アルくんはゆっくりと口を開いた。

「……良い天気だったんだ」

「……？」

「王子として生きる日々は、何も感じなかった。喜びも、怒いかりも、悲しみも、楽しむことも。俺は国の先頭に立ち、率いなければならない。そこに個人の感情も、人格も不要だ。自分に才能がないことは誰だれよりもわかっていたから、足を引っ張るものは自分で斬り捨てていった……」

　ぽつぽつと、アルくんは語り続ける。先ほどまで荒れ狂っていた感情は嘘うそのように静まり返っている。穏おだやかとも取れる声はすんなりと耳に入り込んできた。

「それで良いと思っていた。……目を背けていたのは俺も同じだ。レイニに気付かされたんだ。魅み了りようによって感じた誰かへの好意も、祈いのりも、願いも、俺は同じものを知っていた。ずっと、ずっと忘れようとしていた」

「アルくん……？」

「……天気が良かったから、見上げた。そんな空にいる人なんて、俺は一人しか知らない」

　……目を開けていられなかった。そのまま崩くずれ落ちてしまえばどれだけ楽だろう。口に出てしまいそうな思いを、必死に歯を噛かみしめて閉じこめる。

「……姉上、覚えているか？」

「……何を？」

「父上に付いていった訪問先で、俺たちが屋や敷しきを抜け出した日のことを」

「……うん」

　遠い過去、まだ私がアルくんの手を引くことが許されていた日のことだった。あの日、私はアルくんを連れ出した。目的は精せい霊れい石せき探し、ちょっとした冒険のつもりだった。

　当時のアルくんは私に手を引かれて付いてくるような、消極的で自己主張が少ない子供だった。私はそんなアルくんを笑わせたくて、いつものようにアルくんを連れ出していた。訪問先でもやったのは、その延長線上に過ぎなかった。

「そこを魔物に襲おそわれた。姉上は俺を逃にがそうと残り、俺は逃げた。見つからないようにと隠かくれて、だんだん日が沈しずんでいった。一人で息を殺して震えていた。姉上は無事なのかと、何度も捜さがしに行こうとして動けなかった。そんな俺を見つけてくれたのも姉上だった」

「……そうだね」

「……俺はずっと姉上に手を引かれていた。姉上がたくさん、色んなことを教えてくれた。あの日まで、俺はちゃんと人間だった気がする……──姉上が、俺を突き放すまでは」

　──そう、私はアルくんを突き放したんだ。その日を境に、私たちの関係は変わってしまった。

　私はアルくんを逃がした後、精霊石を使って時間を稼かせいでいた。そこを異変を察知した騎き士しに保護された。けれど、アルくんがなかなか見つからなかった。他の魔ま物ものに襲われてしまったんじゃないかと不ふ安あんに駆かられた。

　アルくんをようやく見つけた時は、本当に心の底から安あん堵どした。ただアルくんの無事を無む邪じや気きに喜んでいた。でも、その日から噂うわさが流れ始めた。




　──私が嫉しつ妬とからアルくんを殺そうとしたんじゃないかという噂だった。




　私はもう、その頃ころには魔ま法ほうが使えないとわかっていた。だから精霊石の研究を始めていて、何度もアルくんを巻き込んでいた。

　今でこそ魔道具という成果を挙げているから、表立って私の非難の声はあまり聞こえてこない。でも、その頃は本当に私に対して周囲は厳しかった。

『アニスフィア王女は魔法の才能があるアルガルド王子が疎うとましいのだ』

『無邪気に遊ぶ振ふりをして命を奪うばおうとしたのだろう、だからいつも人目を盗ぬすむのだ』

『アルガルド王子を殺せば、王位はアニスフィア王女のものだ。それが目的なのだろう』

　そんな噂を知ったのは、アルくんの見み舞まいに行こうとした時だった。私は思ってもいなかったことを言われて、酷ひどく混乱した。

　私はアルくんを憎んだことなんてない。殺そうなんて思ったこともない。でも私たちは王族だった。次の王を決めるために、私たちは自分の立場を理解しなきゃいけなかった。

　だから私は王位継けい承しよう権を放ほう棄きすることにした。父上と母上を説とき伏ふせ、自分に王を望む目なんてないと、とにかく自分はアルくんに害意はないのだと示そうとした。

　アルくんとも距きよ離りを取って、ようやく私がアルくんを殺そうとしたなどという噂が消えた頃に私はアルくんに笑顔で言った。

『──これで、アルくんが王様になれるからね！　安心してね！』

　そして──アルくんは激げき怒どした。私はどうしてアルくんが怒るのかわからなくて、怒りに震えるアルくんが去っていくのを呆然と見つめることしかできなかった。

　それから私とアルくんの距離は遠ざかった。アルくんは私を無視するようになったし、そもそもお互たがい接せつ触しよくを控ひかえるようになった。

　そうして自然と私たちの距離が離はなれていって、お互いの関係が改善されることはなかった。私はそれで良いと思ってたんだ。アルくんに迷めい惑わくをかけてまで、姉を気取るつもりもなかった。国が健やかであれば良い。望まれる王はアルくんなのだからと、そう言い聞かせてきた。

「……いつも誰かが囁ささやく。アニスフィア王女に負けるな、アニスフィア王女は実は王子を妬ねたんでいる、決して心を許してはならない。王女は悪あく魔まに憑つかれているのだ。姉と思えば足を掬すくわれると」

　アルくんがぽつりと呟つぶやいた言葉に、痛いほどに拳こぶしを握にぎり締しめる。誰がそんなことを言ったのか、そう怒ど鳴なり散らしたかった。

　私はそんなことを思ってもいないし、しない。あまりにも酷い侮ぶ辱じよくだ。私にだけ言うなら良い。でも、それを悪意としてアルくんに囁いたのは誰なの？

「誰か、ではない。皆みんなだ。少なくとも俺の周囲に姉上を肯こう定ていする者はいなかった。誰もが姉上を嘲あざ笑わらっていた。俺も、そうしろと言われているようだった。だから俺は目を背けた。貴方あなたに関わらなければ心を乱すことはない。王として生きるのに、こんなものは不要だと」

　……何を言えば良いんだろう。どんな言葉をかければ良いんだろう。ねぇ、アルくん。私、わからないよ。

「……なぁ、姉上」

「……何？」

「どうして王位継承権を捨てたんだ。どうして、俺なんかよりずっと賢かしこくて、誰かのことを思える人が、王には相応ふさわしくないと罵ののしられるんだ？　王が何のためにいるのか、俺にはもうわからない。わからなくなっていたんだ……」

　嘆なげくように告げられた言葉に、私は今日一番の痛みを感じた。あぁ、このまま死んでしまいたいと、罪悪感や後こう悔かいが心をズタズタにしていく。

　でも、それでも私はアルくんを慰なぐさめてはやれない。だって、それでもアルくんが王になるべきなのは変わらない。少なくとも、このパレッティア王国ではそれが正しい筈はずだ。

「……私は異い端たんなんだよ。魔法が使えない王女が国を統べて良い訳がない。パレッティア王国が積み重ねてきた歴史が許さない。だからアルくんが王子で、次の国王だ」

　私にはどんなに焦こがれたとしても、王位を望もうと思っても決定的に欠けているものがある。魔法の才能という、私が求めて止やまなかったものが。

「私には魔法が使えない。それだけで、もう相応しくないんだ」

「なら俺が相応しいのか？　血が、地位が、伝統が、魔法が、それしかない俺が王になって良いのか？　俺は……そうは思わない」

　強く、吐はき捨すてるように。それでいて諦あきらめるようにアルくんは呟く。

「言われたことを為なす王にはなれただろう。静かに、緩ゆるやかに、穏やかな国にはできたかもしれない。ユフィリアがいたからな……」

　名前を呼ばれて、膝ひざをついたまま震ふるえたユフィが視界の端はしに見えた。確かに二人でなら安定した治政はできたかもしれない。でも、それ以上にはなれないのだとアルくんは考えていた。だからアルくんはユフィを認めていない。

　ただ穏やかなだけでは、安定しているだけでは国は治められないと、そう言うように。

「魔法の腕うで前まえが政治に何の意味を成す？　それは別のものだろう？　讃たたえられるべきものであるのは良い。だが、それを王にも求めることにどんな意味がある？　あぁ、俺もユフィリアも言われたことはできるだろうさ。だが、できないことはできない。わかっていても俺には力はない。ユフィリアに言った所で……こいつが耳を貸したかどうか」

「……それは」

　ユフィが言いい淀よどむのが聞こえた。それでも、私はアルくんに反論するように言う。

「ユフィは、きっと言われればわかってくれた。一いつ緒しよに考えてもくれたよ」

「……ふん。ならば忠臣となれた者を尊重できなかった時点で、俺の器もたかが知れているということだろうな」

　自分を皮肉るようにアルくんは言った。皮肉げに歪ゆがんだ笑みは、見ていて痛々しい。

「なら、姉上が王になれば良いのか。そう考えたこともある」

「……どうして」

「貴方は民の声をよく聞いた。民の不満を解消し、貴族の助けにもなるものを編み出した。それを革新的と言わずして何と言う？　その発想と知ち恵えが国のためになるのであれば、それこそが民に望まれる王じゃないのか？」

　私は何も言葉を返せなかった。私には無理だと、そう言うこともできなかった。

「……だが、この国は貴方を受け入れない。民が、ではなく国がだ。国を動かす者たちは決して貴方を認められない。より良いものを否定して、伝統ばかりに固こ執しつする国に過去の栄えい華がはあっても未来などない。ならば……一度、壊こわすしかないだろう？」

「……そう思ったのは、私のせいなの？」

　私が魔ま学がくという道を見つけてしまったから。魔道具という功績を打ち立ててしまったから。だから、アルくんは壊すしかないと考えるようになってしまったのか。私の問いかけにアルくんは答えなかった。ただ、ただ空を見上げている。

「……俺では届かないのさ。本当の天才は、本当に民を思っているのは、相応しい資格を手にできるのは姉上だ。……俺じゃないんだ」

　アルくんの手が目元を隠すように乗せられる。一度、アルくんの唇くちびるが震えた。引き絞しぼるように息をしながら、吐き出すように呟いた。

「──俺など、生まれてこなければ良かった」

「……アル、くん」

「俺が、いるせいで、姉上を傷つけて、姉上に傷つけられるぐらいなら、こんな思いをするなら俺は……生まれたくなど、なかった……！」

　アルくんの頬ほおに涙なみだが伝っていく。それを見た瞬しゆん間かんに視界がぼやけた。

　もう何も見えなくなってしまった。ただ目が熱い、歯を噛んでいなければ泣き出してしまいそうだ。

「姉上……なりたい者に、なれないのは辛つらいなぁ……！」

　……生きていれば後悔なんて幾いくらでもある。それでも過去に戻もどるなんてことはできない。ただ、ひたすらこの痛みの全てを抱かかえて生きていくしかないんだ。

　涙を流し続けるアルくんに何も言うことができず、手を伸のばすこともできない。ただ馬ば鹿かみたいに立ち尽つくすことしか、私にはできなかった。
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「……私は何から整理すれば良いのだ？」

　重々しく口を開いたのは父上だ。今、部屋の空気は最悪に近い。ただひたすらに重い。ここに集まった誰だれもが口を重たくしている。

　アルくんが離り宮きゆうを襲しゆう撃げきし、レイニの魔石を奪う事件が起きた後、アルくんは拘こう束そくされた。私も刻印紋もんの反動で倒たおれてしまい、更さらには私たちが講演会をした会場で暴れたティルティの一件もあって、王城は混乱してしまった。

　なんとか事態は収束したけれども、講演会場で暴れたティルティは拘束されたままだ。高笑いをしながらどんどん見境なく人を拘束していったらしく、駆かけつけた近この衛え騎き士し団によって拘束され、魔ま力りよく酔よいの症しよう状じようを抜ぬくため、現在は隔かく離り中ちゆうだ。

　事が事だっただけに関係者は謹きん慎しんを言いつけられた。更に私に暴言を吐いて、アルくんがレイニの魔石を奪うのに手を貸したと思われるモーリッツや、その親であるシャルトルーズ伯はく爵しやくも拘束されて、今は牢ろうに入れられている。

　箝かん口こう令れいが素早く父上から敷しかれ、王城はひとまず落ち着きを取り戻した。

　そして、私たちは何が起きたのかを確認するために呼び出されていた。正直立って歩いたりするのも辛いのでイリアに運んで貰もらってる。一番重傷だった筈のレイニが一番健康体なのが解せない。

　アルくんは枷かせを付けられたままで連れてこられ、本人の口から事の経けい緯いを説明させられていた。私との戦いが終わった後、アルくんはすっかり大人しくなって、抵てい抗こうするような素そ振ぶりは見せていない。ただ、淡たん々たんと事の経緯を語るだけだ。

「……アルガルドよ」

「はい」

「何な故ぜ、このような馬鹿な真ま似ねをしたのだ……？」

　すっかり意い気き消しよう沈ちんした父上はアルくんに問いかけた。父上の隣となりにいる母上も普ふ段だんの凜り々りしさはどこに行ってしまったのかと思うほどに儚はかない。今、この場で一番平静を保っているだろうグランツ公が静かにアルくんを見つめている。

「レイニ嬢じようを囲おうとしたのはヴァンパイアの力を手中に収めるためだった。邪じや魔まとなるユフィリアを排はい除じよしようとしたが、アニスの妨ぼう害がいにあって失敗。更にレイニ嬢がアニスに保護されたため、最後の手段として自らがヴァンパイアとなり、この国を支配しようとした。……これに相そう違いないな？」

「はい。父上の仰おつしやる通りでございます」

「何故、そのような馬鹿なことを考えたのだ！　何をどうしたら、そんな発想に至る!?」

「……何も語ることはございません。ただ、私が愚おろかだっただけのことでございます」

　父上の怒鳴り声にアルくんはただ目を伏ふせる。ヴァンパイアの力を求めるに至った内心までは語るつもりはないと、そう言うように。

　父上は首を左右に振ふりながら、無念そうに溜ため息いきを吐く。眉み間けんに寄った皺しわはもう戻りそうにない。父上が次に声をかけてきたのは私だった。

「……アニスよ。ヴァンパイアになった者が人に戻ることは可能か？」

「……いえ、不可能かと。事実、魔石を抜き取られたレイニでも自己再生が可能でした。仮に魔石を取り除けたとしても無理だと思います」

「ヴァンパイアの魔石は子供に遺伝してしまう。これもまた相違ないな？」

「はい。そうだと考えられています」

　父上が事実だけを確認するように淡々とした声で問いかけてくる。私もまた、事実だけを答えるようにする。私の返答を聞いた父上は天を仰あおぐように視線を上げた。

「アルガルドよ。……釈しやく明めいはあるか？」

「何も。姉上が語ったままでございます」

「……ならば、お前は廃はい嫡ちやくとするしかない。ヴァンパイアの形質は王位を継つぐ者には過ぎたる魔ま性しようだ。お前に、王位を継がせる訳にはいかぬ」

　父上の感情を押し殺したような廃嫡宣言にアルくんは頭こうべを垂れて受け入れた。アルくんの表情には何も感情が浮うかんでいなかった。……まるで空っぽのようだ。

「……ヴァンパイアであれば、ただ廃嫡するだけでは足らぬか。魅み了りようの力もこともある」

「父上、お言葉ですが……アルくんには現在、魅了の力は確認できません」

「何？」

「アルくんは正しい手順でヴァンパイア化していません。適合しなかったのか、不完全だったのかはわかりませんが、アルくんが受け継いだ性質は再生能力だけです。レイニにも確認は取っています」

「だが、今後はわからぬか。……アニスよ、ヴァンパイアは他にも存在している可能性があると言っていたな？」

「はい、レイニの母親のような例もあります。自覚症状がない者もいるかもしれません」

　人に紛まぎれて生活しているヴァンパイアもいるのかもしれないし、レイニのように無自覚で自分がヴァンパイアだと気付かずに生活している者もいるかもしれない。

　あるいは、もう密ひそかに貴族や他国に囲い込まれている可能性だってある。暗殺者や諜ちよう報ほう員いんとして育てられたヴァンパイアがいるとしたら、あまりにも危険すぎる存在だ。

「ならば、ヴァンパイアへの対策は急がなければならんな。……アルガルドよ」

「はい、父上」

「……私を恨うらむか？」

　静かに父上はアルくんへと問いかける。アルくんは何も言わず、ただ父上と視線を合わせている。父上もまた、真まっ直すぐアルくんを見つめてアルくんの返答を待っている。

　沈ちん黙もくが場を支配する中で、ようやく口を開いたアルくんの声は……やっぱり、どこまでも感情が欠落したものだった。

「いいえ、父上。──恨むのだとすれば、それはこの世全てでございます。この世に生まれてから今日に至るまでの全てを、私は恨んでおりました」

「……そうか、全てと来たか。それは大きく出たものだ……」

「はい。……長い、長い日々でございました」

　そこで初めてアルくんが表情を崩くずした。それは穏おだやかな微び笑しようで、父上も呆あつ気けに取られる。

「長く、苦しく、後こう悔かいばかりの人生でした。誰をではなく、全てを恨み続けた虚むなしき日々を、それでも私は生きてきたと思うのです。そして、これからも続いていくのです」

「……アルガルド」

「我が身の不徳はこの深く淀よどんだ怨えん嗟さによるもの。これまでの人生に救いなどなかった。それを認めたのです。私にとってはそれが全てです。恨んでおりました。ただ、ただ恨んでおりました」

　恨みを告げるにはどこまでも静かに、けれども有無を言わせぬ響ひびきがそこにはあった。燃え終わった灰のように、熱を残しながらも燃え広がることはない。

　もう、その灰に火が灯ともることはない。その実感が私の胸を締しめ付つけていく。アルくんの中で何かが終わってしまったのだ。

「全ては過去に。流れる滝たきが登ることはございません。……後は流れに身を任せるのみでございます。私の処しよ遇ぐうに減げん刑けいも弁明も必要なく、父上の采さい配はいに従います」

「……ならばお前には辺境への追放を命ずる。そこでヴァンパイアの生態調査のため、実験対象として過ごすことを命ずる。お前に再び叛はん意いが芽生えるようならば次はない。その血肉、塵ちりとなるまで王国のための礎いしずえと為なせ。それがお前に与あたえる償つぐないの機会である。……良いな、アルガルドよ！」

「〝国王陛下〟の多大なる恩情に深く感謝を」

　父ではなく、国王とアルくんは呼んで臣下の礼を取った。それがアルくんからの決別のように思えた。それは父上も同じように感じたのだろう、握にぎり締めた拳こぶしが骨を軋きしませるほどに力が込められているのが見えた。

「……アルガルド」

　一歩、前に進み出たのは母上だった。母上の目からは涙が零こぼれ落ちている。アルくんへと歩み寄り、その傍そばまで寄ると手を振り上げる。頬ほおを打つのかと思い、身を竦すくませる。

　でも、母上の手はアルくんの頬を打つことはなかった。その寸前で母上の手の勢いが失速して、アルくんの胸元をぽすりと叩たたいた。

「……私は、母親失格です」

「母上」

「そのように呼ばれる資格があるのでしょうか？　この国を守るためにと外交を担っていたつもりでした。しかし、私は本当に子供たちを正しく導くことができなかった愚かな母です。貴方あなたの恨みを育てたのは私でもあるのでしょう。……ごめんなさい、ごめんなさい、アルガルド……」

　……普段は気き丈じような母上が泣いている。ただ、自分の後悔を思いながら儚げに。

「もっと貴方の傍にいれば良かった。全てを恨んでいるなど、馬ば鹿かな考えだと𠮟しかり飛ばすべきでした。いつも、いつも、私は気付くのが遅おそい……」

　後悔に呻うめく母上の手がアルくんの服を掴つかむ。アルくんはその手をそっと外して握り返す。そして、母上と目線を合わせるように膝ひざをつく。

「母上、私の罪は私のものです。どうか私のために心を惑まどわさぬように。母上こそ国に愛された母であったと私は思っています。そこに私の心を重ねられなかった、私の不徳なのです。母上こそが、このパレッティア王国一の国母であることは変わりありません……親不孝者で申し訳ございませんでした。」

「ッ……！　貴方はとんだ親不孝者です……！　あぁ、瞳ひとみの色が、こんな色になってしまって……！」

　アルくんの頬に両手を伸のばして、変わり果てた真紅の瞳を見て母上が嗚お咽えつを零す。アルくんはただジッとしていて、母上に好きにさせていた。

　どれだけそうしていただろう。母上が落ち着くのを見計らって声を上げたのは、ずっと静観していたグランツ公だった。

「……シルフィーヌ王おう妃ひ様、よろしいでしょうか？」

「……えぇ、グランツ。取り乱して申し訳ないわ」

　母上はアルくんから手を離はなして、目元を手ての甲こうで拭ぬぐいながら離れる。最後に名残なごり惜おしげにアルくんの頬を撫なでた手を固く握っている。父上がその手を取って、母上の背中を支えるようにして抱だき締めている。

　一いつ瞬しゆんだけ、父上に支えられて小さく震ふるえている母上を見た後、グランツ公はアルくんへと改めて視線を向けた。

「アルガルド様、今回の一件に関わった関係者の情報を提供して頂けますか？」

「勿もち論ろんだ。……貴方にも世話をかけてしまったな、マゼンタ公こう爵しやく」

「いえ。貴方を諫いさめることができなかったユフィリアにも、そして教育が至らなかった私にも非があるのでしょう。ましてや貴方を蝕むしばんだのはこの国の暗部に等しい。なら、せめて一矢報いるためのご助力を頂ければと思います」

「……なるほどな、一矢報いるか。それは言いい得えて妙みようだな」

　グランツ公の言葉にアルくんが苦笑して見せる。アルくんは婚こん約やく破は棄きから始まった事件の中ちゆう核かくにいた。アルくんが情報を提供するなら全てが明らかになるだろう。そして、アルくんに乗ってこの国のヴァンパイアによる支配を良しとした者たちも。

　アルくんの今後の扱あつかいも決まり、離り宮きゆうから来ていた私たちがここに残る意味もないと退室を促うながされる。それでも、なんとなく後うしろ髪がみを引かれるように留とどまってしまう。

「──姉上」

　不意にアルくんが私を呼んだ。改めてアルくんと真正面から向き合う。

　アルくんはどこまでも穏やかな表情をしていた。少しだけ眉まゆが下がったような表情に、過去の面おも影かげを見み出いだしてしまって胸の痛みが増していく。

　アルくんは私と真っ直ぐ視線を合わせていたけれど、まるで迷うように、堪こらえるように表情を硬くしている。私がただアルくんの次の言葉を待っていると、アルくんは無言で私に手を差し出してきた。

「……覚えているだろうか？」

　その問いに、私は記き憶おくの扉とびらが音を立てて開いた気がした。無意識で私はアルくんと手を重ねていた。あぁ、忘れていたかったけど、忘れられなかった記憶が蘇よみがえる。

　小さな頃ころは大人しかったアルくんも、何度か怒おこらせたことがあった。もう一いつ緒しよに実験しないと拗すねるアルくんを私は機き嫌げんを取って宥なだめる。そして、最後には握あく手しゆをした。

「……仲直りの握手、だね」

　私の涙るい腺せんが決けつ壊かいした。喉のどを引き絞しぼるように息をして、肩かたが跳はねてしまった。

　アルくんは私の弟だ。どんなに関係が変わっても、距きよ離りが遠くなっても、思い出は変わらない。だからアルくんの人生が上手うまくいくようにと願っていた。

　それが全部、空回っていたダメな姉だ。アルくんのためになんてちっともなってなかった。それでも、アルくんは私との思い出を覚えていてくれた。

　こうして仲直りのために手を差し出してくれた。それだけで胸がいっぱいになる。

「……ごめん、ね」

　私のせいで、ごめんね。私がこの世界で普ふ通つうに生きられたら、きっと貴方はこんなにも苦しまなかったのに。

　でも、その道は選べない。仮に時を遡さかのぼれたとしても、私は何度でも魔ま法ほうを追い続けると思う。それだけは絶対に諦あきらめられないから。諦めることなんてできないんだ、私が私であり続ける限り。

　あぁ、なんて酷ひどい姉だ。貴方を傷つけることしかできなかった姉だ。貴方は私が救えない人だ。それが堪たまらなく苦しい。どうして、こんな形でしか結末を迎むかえられなかったんだろう。

「姉上」

　アルくんが私を呼ぶ。涙なみだが落ちて、ようやく鮮せん明めいになった視界にアルくんが笑みを浮うかべているのが見えた。仕方ないと眉まゆ尻じりを下げて笑うのは、昔のアルくんそのものだった。

「──ありがとう、そして、すまなかった」

　あぁ、もう一度言わせて欲しい。ごめんね、アルくん。

　私が手を取れなかった、愛いとしい弟。守ってあげられなくて──本当に、ごめんね。




　　　　＊　＊　＊




　アルガルド様の処遇が決定された後、私──ユフィリア・マゼンタとの婚約破棄の裏で蠢うごめいていた計画が暴かれることとなりました。

　主導はアルガルド様、そしてシャルトルーズ伯はく爵しやく家。事の発ほつ端たんはレイニの存在を知ったモーリッツ様が禁書庫でヴァンパイアの研究資料を発見したことから始まりました。

　モーリッツ様が発見した研究資料からレイニがヴァンパイアであることが判明。そしてヴァンパイアの魅み了りようの力や不死性に目をつけたシャルトルーズ伯爵が、更さらなる権けん威いを手にしようとアルガルド様に計画を持ちかけたのが始まりだったそうです。

　シャルトルーズ伯爵の計画は、アニス様の介かい入にゆうがなければどうなっていたかわかりません。彼等の誤算はアニス様が私を保護し、レイニまで手中に収めてしまったことでした。

　魔法省の長官であり、アニス様を目の敵にしていたシャルトルーズ伯爵の最大の誤算がアニス様の介入だったのですから、皮肉としか言いようがありません。

　アルガルド様とモーリッツ様と同じように私を糾きゆう弾だんしていたナヴル様とサラン・メキの二人は純じゆん粋すいに善意から行ったことであり、モーリッツ様が目くらましとして巻き込んだとのことでした。お咎とがめはあったものの、この二人の罪は軽いものになるそうです。

　そしてアルガルド様は表向きは廃はい嫡ちやくとなり、辺境へと送られることが発表されました。表向きの理由としては王位簒さん奪だつを目もく論ろんだことが理由と発表され、伏ふせられた事実としてはヴァンパイアの生態調査の観察対象として領地に封ふうじられます。研究者の他に陛下が直々に選んだ従者たちが監かん視しとして共に向かうそうです。

　そして、アルガルド様を焚たき付けたシャルトルーズ伯爵家は王権を脅おびやかした罪で死を賜たまわることとなりました。シャルトルーズ伯爵家はお取り潰つぶしとなり、協力したと見なされた血けつ縁えん者しやや協力者にも重い罰ばつが与えられ、粛しゆく清せいの嵐あらしとなりました。

　魔法省の長官が王権を脅かしたこの事件は、魔法省に大きな影えい響きようを与えました。長官が不在となり、その代理の決定なども含ふくめて暫しばらく落ち着かない日々が続くことでしょう。

　一方で、離宮での日常を取り戻もどした私も平和とは言い切れません。肝かん心じんのアニス様が倒たおれてしまったからです。アニス様の主治医を担えそうなティルティも療りよう養ようが必要だということで、アニス様を王城の医師に診みせることとなったのです。

　そこで刻印紋もんの存在を初めて知ったオルファンス陛下は卒そつ倒とう寸前になり、シルフィーヌ王妃様は良い笑顔で笑っていました。無事にアニス様が起きられるようになったら一報を入れるようにと言いつけられました。

　まだ落ち着かないままではありますが、私の婚約破棄から始まった一連の事件はこれで収束していくことでしょう。それでも気が晴れるとはとても言いがたいのですが。

　そして、慌あわただしくも日常を取り戻していく中で……アルガルド様が辺境の地へと送られる日がやってきたのでした。

「見送りに行きましょう」

　そう言い出したのはレイニでした。最初は迷ったものの、私はレイニと一緒にアルガルド様と面会するために離宮を出ました。一連の事件が終わってからというもの、レイニは何かに悩なやんでいるようでしたが、それはアルガルド様のことだったのでしょうか？

　アルガルド様の出立は表門ではなく、裏門から人知れず旅立つ寂さびしいものでした。

　馬車が幾いくつか並び、そこに手て枷かせをつけられたままのアルガルド様がぼんやりと空を眺ながめているのを見つけました。

　護衛と監視を兼かねていた騎き士したちが私とレイニを見て、ギョッとしたような表情を浮かべました。何な故ぜここにいるのかと言わんばかりに見られましたが、思い出したように一礼をされます。

「ユ、ユフィリア様！　それにレイニ嬢じようまで！」

「突とつ然ぜん、申し訳ありません。……アルガルド様と少し話をさせて下さい」

「え？　で、ですが……」

「……すまない。私からも頼たのむ」

　私の申し出に渋しぶる騎士たちに頭を下げたのはアルガルド様でした。アルガルド様は無表情で、表情がぴくりとも動いていません。それが威い圧あつ感かんを与あたえているように思えます。

　そんな感想に驚おどろいたのは、何より私自身でした。アルガルド様はよくこんな顔をしていたと思います。

　それが威圧感を与えるなどと思ったのは今が初めてで、少し困こん惑わくしてしまいます。

「お願いします、お時間は取らせませんから……」

「……この場を離れる訳には参りませんが、それでもよろしければ」

　私が動どう揺ようしている間にもレイニが騎士に頼み込んでいました。騎士は持ち場を離れる訳にはいかない、と言いつつも少しだけ距離を取ってくれました。

　心こころ遣づかいをしてくれた騎士に頭を下げつつ、私はアルガルド様に向き直りました。

「……アルガルド様」

「レイニはともかく、お前まで来るとはな……レイニの付つき添そいか？」

「そのようなものです」

「そうか」

　ふっ、と力を抜ぬいたように表情を崩くずしたアルガルド様に目を見開かせてしまいました。

　先ほどからアルガルド様に驚かされてばかりです。本当に私の知るアルガルド様と同じ人なのかと疑った所で、不意に私は気付いたのです。

　この人を語れるほどに、私はアルガルド様自身のことを知らなかったのだということに。

「……アルガルド様」

　私が自分の驚きを処理していると、私よりも一歩進んでレイニがアルガルド様に声をかけました。アルガルド様はレイニを真まっ直すぐに見つめて、その真紅の瞳ひとみを細めます。

　すっかりレイニと同じ色になってしまった瞳には、簡単には読み取れないような複雑な感情が秘められているように思えてしまいます。

「レイニ、改めて謝罪をさせてくれ。君を利用しようとしたことは後こう悔かいしていない。私にはこうすることしかできなかった。ただ、自分のために。君には心の底から酷いことをしたとは思っているが、それが私の本音だ。だから好きなだけ罵ののしってくれて構わない」

　アルガルド様の謝罪の言葉にレイニは首をゆっくりと左右に振ふりました。レイニは苦しげでありながらも、なんとか笑顔を作ろうとしています。

「私は、確かにアルガルド様に酷いことをされたのだと思います。とても痛かったですし、苦しかったです。……でも、良いんです。優しくしてくれたアルガルド様も、私は本当なんだと思えますから」

「……本当？」

「私を利用するためだけに近づいたんじゃないって。私の魅了のせいでもあるのはわかってます。でも、アルガルド様の優しさは嘘うそじゃないと思います。時には厳しいことも言われましたし、何か悩んでるのは……なんとなく、私も感じてましたから」

　学院にいた頃、アルガルド様とレイニは一緒に行動することも多かったと聞いています。その中で、レイニもアルガルド様が抱かかえる葛かつ藤とうを感じていたのでしょうか。

「それでも、私は私のことで精せい一いつ杯ぱいでしたから……」

「……そうだな。私も、私のことで精一杯だった」

「はい。だから……お相子です。でも、凄すごく痛かったですし、これから凄く大変になるから許しません。恨うらみます」

「……あぁ、本当にすまなかった。……それから」

「はい？」

「……私が言うのもなんだが、本当にレイニには心の底から感謝している。ありがとう」

　アルガルド様から礼を伝えられたレイニは虚きよを突つかれたように目を丸くしました。困惑しながらも、レイニはアルガルド様に問いを返しました。

「……何故、お礼を？」

「実に勝手な話だが……満足してしまった。いつも後悔を抱えながら生きてきた。こんなに穏おだやかな気持ちになったのは、本当に久しぶりだ。自分でも救いがたいと思うのだが」

　苦笑しながらアルガルド様はそう言いました。それは本当に心の底から穏やかだと思わせる年相応の表情でした。

「切きっ掛かけとなったのはレイニだ。君と出会い、私は……いや、俺は幸せを思い出せた」

「……アルガルド様」

「今なら素直に認められる。俺は姉上が好きだったんだ。好きだったから、離はなれていったあの人が憎にくかった。あの人を憎まなければいけない世界を見限っていた。王子として間ま違ちがった感情だ。それでも、それを捨てたら俺はきっと死んでいるのと変わらなかったんだ。無様でも俺がこうして息をしていられるのは君のおかげだ。だから、ありがとう」

　人の情を感じさせる優しい声でした。この人はこんな声を出すこともできるのだと、私と同じ人だったのだと思い知らされてしまいます。

　レイニはきゅっと唇くちびるを引き結んでから、アルガルド様の手を取るようにその手を伸のばしました。レイニが両手でアルガルド様の手を持ち上げ、祈いのるように額に当てます。

「……アルガルド様」

「何だ？」

「……痛かったです。この手で貫つらぬかれたこと、本当に痛かったです。──だから痛かったですよね。アルガルド様も、ずっと、ずっと痛かったですよね。苦しかったですよね……」

　まるで子供をあやすような、そんな言葉の繰くり返かえし。レイニの言葉に穏やかだったアルガルド様の表情が苦く悶もんに歪ゆがみました。不器用な笑みに歪んでしまった表情のまま、アルガルド様は目を閉じてレイニがしているように、手に額を当てました。

　互たがいに祈り合っているように、慰なぐさめ合っているように。その姿に心が締しめ付けられたように痛みを感じました。二人は暫くその格好でいて、ゆっくりと離れました。

　その時、お互いに浮かんでいる表情は微び笑しようでした。レイニはぽろぽろと涙を零こぼしながら、アルガルド様は困ったように眉尻を下げながら見つめ合います。

「……ユフィリア」

　そこで、不意に私の名前を呼ばれてアルガルド様と視線が合いました。

「……お前にも、申し訳ないと思っている。信じがたいかもしれんがな」

「いえ、そんなことは……」

「良い、取り繕つくろうな。……とは言ってもお前にとってはそれが自然体だったか。だからこそ、お前のことが疎うとましかったのは事実だ。貴族令れい嬢じようとしてのお前は尊敬していた。俺もそうあれたらと思っていた。だが婚こん約やく者しやとしてはダメだったな、まったく可愛かわいげがない」

「……失礼な人ですね、本当」

　自然と私も唇の端はしが上がりました。婚約者としての私たちはダメだったのだと、そう言われると心が軽くなりました。だから、するりとこの気持ちも出てきてしまいます。

「アルガルド様。一度だけ、ご無礼をお許し下さい」

「既すでに廃嫡された身だ。むしろ俺が立場を弁わきまえなければならんほどだ。好きにすると良い」

　アルガルド様が許可を出したので、私は一つ頷うなずいてから容よう赦しやなく腕うでを振るいました。

　ぱぁん、と音を立てて私の打ったアルガルド様の頬ほおが赤く染まっていきました。レイニが目を丸くして私とアルガルド様を交こう互ごに見ているのが視界の端に映りました。

　アルガルド様は打たれた頬を押さえながらよろめきます。それを見て私はすっきりとした気持ちになりました。胸の中にあった蟠わだかまりが解けていくようにさえ思えます。

「……ッ、効くな……」

「本当は拳こぶしを握にぎろうかと思いましたが、流石さすがに止やめました」

「人の頬を打つのに拳が出るのか、お前。……しかし、その方が良いぞ。今のお前を人形のようだと言う奴やつはいまい」

「いえ。私こそ、至らないばかりで申し訳ありませんでした。婚約者としての貴方あなたは本当に最低でしたが……私が人として、貴方と向き合えば避さけられたことかもしれません」

　そこでアルガルド様は驚いたように目を見開かせました。そして、穏やかな顔を浮うかべました。今まで見たことのないような表情で私を見る彼の目には愉ゆ快かいだと言うように感かん情じようが見え隠かくれしています。

「……今のお前なら、惜おしい魚だと思えただろうな」

「大魚となったのならば、それは手を離れたからでしょう」

「なるほど、良い水に巡めぐり合えたようだ。なら、そのまま大海に流れればいいさ。お前という魚は私には狭せますぎたのだろう」

「……だからといって、海は深すぎますわ」

「ははは！　違ちがいない」

　年相応の笑顔を見せて、アルガルド様は心から笑いました。それこそ涙なみだを浮かべる程に。

　そんなアルガルド様の表情に胸が痛みます。この笑顔を失わせ続けてきたのは、きっと数多くのことが複雑に絡からみ合ってしまったせいなのでしょう。私も、その楔くさびの一つだったのだと。

　もっと早くに気付いていれば、この笑顔を私はもっと早く知ることが出来たのでしょうか？　そこまで考えて、それは私が選べなかった未来なのだと思い知らされます。

　この瞬しゆん間かんに初めて、この人は全ての縛しばりから解放されたのでしょう。これが素のアルガルド様だとするならば、私は本当に至らない婚約者だったのだと、その事実を突きつけられてしまうだけなのです。

「……ユフィリア、イリアにも謝罪していたと伝えてくれ。本当は直接伝えたかったが、私にもう自由はない」

「……畏かしこまりました」

「あぁ。……それから、本当にこればかりは頼めたことではないのだがな」

　いつの間にか、アルガルド様が一歩距きよ離りを取っていました。その一歩の距離が……どうしようもないほどの距離を隔へだてているように思えるほどに。

「ユフィリア」

「はい」

「──姉上を、頼む」

　心臓が止まってしまったかと思いました。その言葉に、息を止めてアルガルド様の顔を凝ぎよう視ししてしまいます。アルガルド様が浮かべていた表情はとても穏やかで、祈りを込めるように切実な声色で言葉を置いていきました。

　アルガルド様はそれだけ告げると背を向けてしまいました。護送のための馬車の方へと歩いていく彼の背に、私は舌が凍こおり付いたように口が動きませんでした。

　何か伝えた方が良いと、そう思うのに言葉が出てこない。そのままアルガルド様は馬車へと乗ってしまいました。見守ってくれていた騎き士しが静かに頭を下げて去っていきます。

「……ユフィリア様」

　呆ぼう然ぜんとしている間に出立の時間が来ていたようです。アルガルド様を乗せた馬車が静かに走り出していきました。その馬車が見えなくなって、レイニが私に声をかけてきました。その手にはハンカチがあり、私に向けて差し出されていました。

「……涙なみだ、拭ぬぐってください」

　そう言われて、私は初めて自分が泣いているのだと気付きました。脳裏にはアルガルド様の表情が焼き付いています。

　この思いは、決して慕ぼ情じようではなく。友情という訳でもなく、親愛でもない。ただ、ただ美しいものを見せ付けられたのだと。それを手放してしまったからこその喪そう失しつ感かん。

　遠く、遠く。馬車の姿は遠くに。美しくあれた筈はずの人を乗せて、馬車の姿は彼方かなたへ走り去っていきました。




　　　　＊　＊　＊




「……そうですか、アルガルド様は行きましたか」

「貴方に謝罪を伝えて欲しいと、そう言われました」

「……えぇ。本当に、馬ば鹿かな人ですね。アルガルド様も」

　離り宮きゆうに戻もどって、私はイリアにアルガルド様から謝罪があったことを伝えました。それを聞いたイリアは複雑そうな表情を浮かべていました。

　イリアは一時期、アニス様とアルガルド様のお目付役だったそうです。だからアルガルド様とは本来、幼少の頃ころから知った仲でした。それもアルガルド様がアニス様と仲なか違たがいしたことで疎そ遠えんとなってしまったようなのですが……。

　イリアに報告を終えた後、私はレイニと別れました。レイニは侍じ女じよになりたいと考えていたようで、イリアから少しずつ侍女の仕事について教えて貰もらっているようです。そんな二人の邪じや魔まをしないように、そしてアニス様が気になって足を運んだのですが……。

「……アニス様？」

　返事がなかったので、思わず中を覗のぞいてしまいました。アニス様は眠ねむっているようです。まだ起き上がるのも辛つらいと言っていて、彼女のベッドの傍そばには資料や本が高く積まれています。

　これでは起きていても休めないのではないでしょうか？　そう思いながらベッドの傍に寄って、ベッドの縁ふちに腰こしを下ろしました。

　アニス様は規則正しく寝ね息いきを立てています。けれど、顔色が悪く見えるのは私の思い込みなのでしょうか？

「……刻印紋もんの反動、ですか」

　アニス様曰いわく、普ふ通つうに使えば魔ま薬やくよりは反動がないという話です。アニス様が今回、こうして倒たおれてしまったのはドラゴンの魔力を間接ではなく、直接制せい御ぎよしたためだとか。

「……安全だからと言うから、私は協力したのですよ」

　ちょっとした恨み言です。魔薬の反動を目の当たりにしてしまっていたから、それよりもまだマシな技術だと聞いて刻印紋のことを許していましたのに、騙だまされたような感じがします。

　……でも、きっと、それだけアニス様は一いつ生しよう懸けん命めいなのでしょう。本気で向き合わなければならないことに、たとえ自分の身を顧かえりみることができなくても、ただ全力で走っていく。

「……どうして」

　そんなに必死になるまで頑がん張ばっているのに。──どうしてアニス様には魔法が使えないのでしょうか？

　もし、アニス様が魔法を使えたら……アルガルド様とアニス様は仲違いをしなくて良かったかもしれません。二人で仲良く、姉と弟として手を取り合えていたかもしれません。

　そうすれば、そこには私がいたかもしれません。親同士で交流がありましたし、公こう爵しやく家の令嬢であれば王族の遊び相手として選ばれていた可能性は高いです。

　もし、そうなっていたら。アニス様が無茶な魔法を使って、私がびっくりしていて、アルガルド様が溜ため息いきを吐ついている。そんな未来があったのかもしれません。そう考えている自分に気付いて、私は唇を噛かんでしまいました。

「……アルガルド様」

　貴方は、本当は今、私がいる位置にいたかったのではないですか？　この人を心配して、支えて、楽しいことも苦しいことも分かち合えるような、そんな関係であることを。

　けれど、それは望めなかった。アルガルド様がアニス様を望んでも許されなかったでしょう。アニス様は異い端たんです。どんなに優れた発想をしようとも異端の壁かべは厚く高い。それがこんなにも忌いま々いましいと思う日が来るとは思いませんでした。

「……ん……」

「……アニス様？」

　呻うめき声が聞こえて、私は思考に沈しずんでいた意識を浮ふ上じようさせました。起きたのかと思ったのですが、寝ね言ごとのようでした。ホッとしたのも束つかの間ま、次にアニス様の唇くちびるから零こぼれた寝言に私は意識を持っていかれました。




「──……アルくん……ごめんね」




　ぽつりと、それだけ。アニス様は僅わずかに眉まゆを寄せて、一筋だけ涙を零しました。

「……アニス様」

　涙で濡ぬれた頬を、そっと指で撫でます。眠りが深いのか、アニス様が起きるような気配はありません。涙で濡れた頬と指先を擦こすり合わせるようにして拭います。

　私は、そのままアニス様の傍に手をついて上から覗き込むようにアニス様の顔を見つめます。夢見が良くないのか、少しだけ眉が寄ったままです。

　そんなアニス様の瞼まぶたに、私は上から口付けを落としました。祈いのるような気持ちで口付けた瞼は、僅かに涙の味がしてしょっぱいです。

「……アニス様、どうか良い夢を」

　これから、私たちはどうなるのでしょうか？　先のことはわからないことばかりです。問題だって多く抱かかえています。アニス様に待ち受ける苦難は、これからも多くあるのでしょう。その道を進む度に傷ついて、それでも必死に立ち向かおうとするこの人を、私は。

「……お傍にいます、私が」

　守りたいと願うのです。きっと、これは私だけの想おもいじゃなくて託たくされた願いですから。

　どこまでも遠くに羽ばたける自由な人。けれど、今はどうかその羽を休めて欲しい。きっと、すぐに飛び立たなければならない時が来てしまうでしょう。

　──それまで良い夢を。せめて夢の中だけは、貴方あなたを傷つける者がいませんように。




　　　　＊　＊　＊




　──アルガルド・ボナ・パレッティア王子の廃はい嫡ちやく宣言。

　婚こん約やく者しやであったユフィリア・マゼンタ公こう爵しやく令れい嬢じようへ突つきつけた婚約破は棄きから起きた一連の騒そう動どうは後の世、パレッティア王国の歴史の転てん換かん点てんとなったと歴史学者は語っている。

　王家の直系の血筋で残っていた唯ゆい一いつの王子であるアルガルド王子の廃嫡、そして大きな権力と派は閥ばつを有していた魔法省が起こした不ふ祥しよう事じは、王国を揺ゆるがしていくこととなる。

　一時は斜しや陽ように傾かたむくのではないかと危ぶまれていたパレッティア王国の未来は、ある二人の少女たちによって切り開かれることとなる。

　時代の最さい先せん端たんでありながら異端とされた王女、アニスフィア・ウィン・パレッティア。

　天才にして至高と称しようされた誉ほまれ高き公爵令嬢、ユフィリア・マゼンタ。

　しかし、それはまた別のお話。──これは擦すれ違い続けた、ある姉と弟の悲喜劇だ。
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『転生王女と天才令れい嬢じようの魔ま法ほう革命』二巻、ご購こう入にゆうありがとうございます。鴉からすぴえろです。

　一巻の発売に続いて二巻をお届けできたこと、本当に嬉うれしく思っております。手に取って頂いた皆みな様さまに改めて感謝を申し上げます。

　さて、『転生王女と天才令嬢の魔法革命』、略して転天の二巻でございますが、内容は一巻を前編とするなら、こちらは後編という立ち位置になるでしょうか。

　一巻ではお出し出来なかったレイニの謎なぞ、そしてアルガルドの暗あん躍やくやその思いなどが語られるお話となりました。

　Ｗｅｂ版で連れん載さいしていた当初、アルガルドとレイニの扱あつかいは非常に悩なやみました。アルガルドはアニスフィアとの対たい峙じで命を落としたり、レイニも悲劇のままに命を落としたりする可能性もありました。二人を描えがきながら落とし所を探さぐり、結末に至りました。

　一巻ではアニスフィアの明るさを描くために纏まとめた内容でしたが、二巻はそんなアニスフィアに対する周囲の反応や影えい響きよう力を描いたものとなります。

　進んだ文明や知識を持つ転生者は、その知識を利用しようとすれば世界に対して大きな影響を与あたえてしまいます。その影響によって良い変化もあれば、悪い変化もあるでしょう。

　一巻ではアニスフィアの良い面を強調しましたが、そう簡単に話が進むかと言われればそうではありません。

　アニスフィアによって救われる者がいれば、不利益を被こうむる者がいます。彼女を肯こう定ていする者がいれば否定する者がいる。アルガルドだけではなく、Ｗｅｂ版を先に見て頂いた方には「おや？」と思われたかもしれないティルティもまたその一人です。

　そんな彼女達が見せた物語、皆様に何か感じ入るものがあったのであれば、作者として嬉しく思う限りでございます。

　今回もきさらぎゆり先生の美び麗れいなイラストによって場面ごとの深みが増し、作者も思い入れがある話を書しよ籍せきで送り出せたことが本当に嬉しかったです。

　婚こん約やく破は棄きから始まった物語は、婚約破棄の陰かげで蠢うごめいていた陰いん謀ぼうを暴あばくことで収束を迎むかえました。しかし、彼女達の物語は終わりません。この続きの物語を皆様にお届けできることを祈いのりながら、あとがきの筆を置きたいと思います。改めてありがとうございました！
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